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    序章


    



    　最初に彼女を見たのは三年前。太陽が眩まばゆく、強く、降り注ぐ季節。今と同じ夏の世界。海に沈み、残りかすかな命さえも失ってしまいそうだった私を彼女は助けてくれた。


    　私はそのときの光景を思い出すと、今でも心が震える。奇跡はこの世にあったのだと、それまで私を蹂じゆう躙りんし続けていた現実を覆くつがえしてくれる存在がいてくれたのだという歓喜は凄すさまじく、私の在り方を大きく変えた。


    「――アリッサ」


    　私は彼女の名前を口にする。すると自然に笑いが込み上げてきた。だって私がまるで神様のように思っていた彼女は、とても面白い人だったのだから。


    　そう、アリッサに再会したのは一か月ほど前のこと。炎と黒煙の中、また当たり前のように天から降りてきて私を助けてくれた。


    　私はベッドの上からガラス窓の向こうにある空を見る。入道雲が地平線から湧きあがり、蒼あお空ぞらに豊かな表情を作り出している。あまり風に当たるのは良くないと分かりつつも、私はベッドから降りて窓を開ける。吹き込んできた生暖かい風が私の灰色の髪を柔らかく撫なでる。


    「また、会えるのでしょうか？」


    　私の〝友達〟となってくれた彼女に向けて小さく呟つぶやく。もちろん彼女がいる海を隔へだてた異国には届きようもない問いかけ。自分の声に不安が滲にじんでいることに気付き、私は苦笑する。


    「ダメですね、こんなことでは。私は前に進まなければいけないのに」
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    　胸に手を当てて、溜ため息いきを吐つく。私の運命を押しとどめていたモノは失われた。だから私はこの体を蝕むしばむ病と闘わなければいけない。


    「でも……」


    　口からぽつりと言葉が漏もれる。それは私の迷いが音となったものだった。


    　つい先日、私に示されたある選択。正解など存在しない問い。私は答えを出せずにいた。


    　彼女のことを考えてしまうのも逃避なのだろう。私は頼りたいのだ、また助けて欲しいのだ。


    　傍そばで私の支えになって欲しい。彼女に胸の内を吐と露ろして、正しい道を指し示して欲しい。


    　苦しくて、寂しくて、求めてしまう。まるで自分の一部が欠けているみたいに落ち着かない。私に足りない部分は、どうしてか分からないけど、彼女が近くにいれば埋うまる気がする。私が彼女に抱いだいている感情は友人というより、肉親へのものに似ているかもしれない。それはまるで分かちがたい双ふた子ごの姉妹が、互いに引き合うかのような強い渇かつ望ぼう。錯さつ覚かくかもしれないが、私は空の彼方かなた、海を越えて彼女との繋つながりを感じていた。それだけに離れているのが辛つらい。


    「――っ……！」


    　私はベッドに設しつらえてある可動式のテーブル台を引き寄せて、その上へ便びん箋せんを広げた。半ば衝動的に鉛筆を走らせて、自分の思いを、悩みを、吐き出すように綴つづった。しかし手紙の半分を埋めた時点で手が止まる。私はこれを誰に出す気だろう。


    「アリッサ、すみません……」


    　彼女に自分の弱さを謝り、消しゴムで紡つむいだ文章を削り取る。


    　分かっていた。これは私の問題。自分で選び取るべきもの。彼女でも決して安易に答えをくれたりはしないだろう。彼女はとても正しい人だから。もし、救いの手を差し伸べてくれる存在がいるとすればそれは……。


    　コンコン。


    「あ」


    　病室のドアをノックする音に、私は慌あわてて窓を閉めてベッドへ戻る。きっとお父さんだ。安静にしているところを見せないと心配させてしまう。


    　お父さんには弱気になっているところは見せられない。もうとてもたくさんのものを背負ってもらっているから。それにお父さんだって答えは与えてくれないはずだ。


    　ベッドへ横たわりシーツを引き上げながらも、頭の中では先ほどの思し索さくを続けていた。


    　先を知ることができたらどれだけいいだろう。そうすれば間違うことはないのに。


    　扉が軽い音を立てて開かれる。日当たりのいい病室と比べると病院の廊ろう下かは薄暗く、まるで四角い穴がぽっかりと開いたかのようだった。


    「――――」


    　その暗い淵ふちから知らない声が囁ささやいた。お父さんじゃ――ない。


    「え……？」


    　聞き取れなかった私は問い返しつつも、ある予感に鼓こ動どうを速くしていた。本当は理解できなかっただけで、声は私の耳まで届いていたのかもしれない。


    　何な故ぜなら私は確信していたから。


    　そこにあるのは――きっと掴つかんではいけない手なのだと。
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    第一章　届く手紙、訪れる梟


    



    
      １

    


    



    　唱和する蝉せみの鳴き声。突き抜けるかのような青空から降ってくる強い日差し。木々が生おい茂る自然公園の中にあっても夏の暑さは獰どう猛もうに体力を削り取る。


    「ふう……やっと着いたか」


    　公園の奥にある小高い丘――その上にポツンと一本だけある大木の下に辿たどり着いた僕は木陰で汗を拭ぬぐい、手に持っていた紙かみ袋ぶくろを地面に置いた。


    「ちょっと～早いわよ、ケースケ」


    　その後を追いかけて、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が丘を登ってくる。靡なびくクリーム色のスカートに隠れた足元は頼りなく、体がふらふら揺ゆれている。


    「どうしたんだ？　だらしないな、アリッサ」


    「うるさいわね。精神体に慣れていたから、いまいち自分の体力が把は握あくできていないのよ。ちょっと街ではしゃぎすぎたわ……」


    　僕は苦笑して彼女が上がってくるのを待つ。


    　彼女の名前はアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。《方はこ舟ぶね》という場所からやってきた魔術師で、ついこの間まで僕の体に精神体で同居していた破は天てん荒こうな来訪者。自らの父親に仕組まれた企たくらみを阻止し、今は肉体を取り戻している。さらには世界の守護者である《天使王ミトロン》というご大たい層そうな存在の器うつわだったりもするとんでもない奴だ。


    　魔術師に天使――客観的に考えて、ものすごくいかがわしい単語だが、認めざるを得ない出来事がいくつもあったのだから仕方ない。


    　アリッサと出会って早三か月。巻き込まれ、ついには当事者となった魔術絡がらみの事件に、僕の常識は既に粉々だ。


    「ワンワン！」


    　命からがら潜くぐり抜けてきた日々を思い返していると元気のいい鳴き声が聞こえた。


    　よろよろと歩くアリッサを追い越して、黒い毛玉が僕の所まで駆け上がってくる。見た目は子犬だが、実は狼だ。僕にとってはあの子狼こそが、魔術という非現実が存在する何よりの証明と言えた。


    「ユイは元気ねー」


    　少し遅れて木陰に到着したアリッサは芝しば生ふに腰を下ろして呆あきれたように呟つぶやいた。僕は周囲を見回して誰もいないことを確認すると、足元を走り回っている真っ黒な毛並みの子狼に話しかける。


    「ここなら人の目もない。大丈夫だぞ、由ゆ衣い」


    「ワン！」


    　分かったと言うように返事をした子狼の全身が銀色の光を放つ。強い輝きに瞼まぶたを閉じ、再びゆっくりと開く。すると目の前に黒い毛玉の姿はなく、青いワンピースを纏まとった小学校中学年程度の幼い少女が立っていた。そのスカートから覗のぞく尻尾しつぽと頭からぴょこんと飛び出した獣けもの耳みみがパタパタ動き、銀色の首輪と鎖がシャランと涼やかな音を響かせる。まるで先ほどの子狼が中途半端に人間へと変身したかのような姿。そしてそれは比ひ喩ゆではなく正にその通りの現実だったりする。


    「うーん……やっと立って歩けるよぉ」


    　手を組んで伸びしながら少女――僕の妹である遠とお見み由ゆ衣いは呟つぶやく。この変身についてはもう何度も見ているので驚きは薄いが、その顔を見る度に心が揺ゆれることだけは避けられなかった。何な故ぜなら由衣が目の前にいることは本来有り得ないことなのだから。


    「やっぱり狼の姿は窮きゆう屈くつか？」


    「んーとね、それもあるんだけど、手が使えないのがイヤなの。あと、体が小さいからお兄ちゃんたちが遠く感じちゃう」


    　そう言って由衣は僕の右手をぎゅっと握ってくる。


    　小さな手のひらの感触に胸がチクリと痛む。


    　昔はここまで甘えたがりではなかった。けれどそれも仕方ない。


    　僕は三年前の海かい難なん事故で両親と〝妹〟を失っている。そう――由衣はもうこの世界でいなくなったとみなされている人間。魔術として具現化し、再び会うことはできたが、頼るべき縁よすがは僕以外にないのだ。


    　だから、三年ぶりの日常は僕が支えるしかない。


    「そっか、だけどそれも今日までの辛しん抱ぼうだ」


    　安心したように微ほほ笑えむ由衣の頭をわしゃわしゃと撫なでて、僕は言った。


    　由衣がこの姿で一緒に歩くことは難しい。獣耳や尻尾、首輪はファッションで片付けるには奇き抜ばつすぎる。しかし僕が住む美み傘かさ市は故郷から遠く離れた街だ。昔の知人に会う可能性がほぼないため、その特徴さえ隠してしまえば、街に出ることも難しくない。


    「ええ、何のために買い物へ行ったと思ってるのよ。ほらほら、ユイ。早く身に着けてみなさいって」


    　横から顔を出したアリッサは、僕が地面に置いた紙かみ袋ぶくろを手に取ると由衣へ差し出す。


    「うん、ありがとうお姉ちゃん」


    　由衣は紙袋を受け取り、ごそごそと中を漁あさる。


    「うふふふふふふ……お姉ちゃん……かぁ」


    　その隣となりでアリッサがホワンとした表情で呆ほうけていた。由衣は人の姿になって以来、アリッサのことをそう呼んでいるのだが、アリッサはその呼称がいたく気に入っているらしい。


    「わあ」


    　由ゆ衣いが袋から取り出したものを見て歓声を上げる。それは麦むぎ藁わら帽ぼう子しと浅あさ黄ぎ色いろのスカーフだった。どちらも街で買ったものだが、店の中まで狼の姿になっている由衣を連れて入るわけにもいかず、買い物中は店先で留守番してもらっていたのだ。


    「それなら耳と首輪は隠せるだろ。うしろの尻尾しつぽは何とかスカートの中に入れられる……」


    　よな？　と訊ねかけて僕は由衣の尻尾がブンブンと振られているのに気がつく。


    「えへへ……た、たぶん落ち着けば大丈夫だよ」


    　由衣は恥ずかしそうに言って、深々と麦藁帽子を被かぶった。尻尾の動きが犬と同じように感情を表現しているとしたら、由衣はとても喜んでくれているらしい。少し奮ふん発ぱつしたかいがあった。スカーフはなかなか値が張ったのだ。


    「うんと、これはどうやって着けるの？」


    　そのスカーフを持って由衣が訊ねてくる。


    「あ、それはあたしが教わってきたから任せて！」


    　我に返ったアリッサが由衣にそう告げた。そしてスカーフを受け取り、丁てい寧ねいに由衣の首へ巻いていく。その様子を見ていると、姉妹のように見えないこともない。


    「……二人、仲いいよな。今更だけど由衣は結構人見知りしなかったか？」


    　大人しくしている由衣にそう訊ねる。昔、僕の友達が家に来たときなどは隠れてばかりだったように思う。いざというときには強気なのだが。


    「お姉ちゃんとは狼の姿でずっと一緒にいたし、それに――同じだったから」


    「同じ？」


    　僕が問い返すと、由衣は頷うなずく。アリッサもスカーフを巻きながら興味深そうな顔をしていた。


    「あたし、自分があやふやで、これからどうなるのか分からなくて、怖かった。お姉ちゃんとあたしは、自分だけど自分じゃないものに怯おびえてた。だから一緒にいると同じなんだぁってちょっと安心したの」


    　それは由衣が《魔狼フエンリル》を抑おさえる《魔銀の鎖グレイプニル》という役割に、アリッサが己おのれの内にある《天使王ミトロン》の魂たましいに、それぞれ苦しんでいたときのことだろう。


    「ユイ、あたしもリルの姿だったあなたといたとき、安心できたわよ。いなくなって……それがよく分かったわ」


    　由衣の言葉にアリッサは同意し、巻き終えたスカーフの形を整え、僕を見る。


    「はい、でき上がり。うん――可か愛わいいわよユイ。どう、ケースケ？」


    「ああ、似合ってる」


    　僕がそう言うと、由衣は照れたように麦藁帽子のつばで表情を隠し、スカートからはみ出た尻尾をパタパタ振った。あとはその尻尾が上手うまく隠れればいいのだが、僕は少し面白くなって言葉を続ける。


    「見違えたな。確かに可愛くなった。夏っぽいし、ぴったりだ」


    　ブンブンブンブン。


    　尻尾しつぽの動きが激しくなる。


    「おぉ……いてっ！」


    　それに感心していると、ガツンと後頭部に衝撃が走った。頭を押さえてしゃがみこんだ僕にアリッサが告げる。


    「いい加減にしなさい。ユイをからかいすぎよ」


    「ったぁー……別にいいだろ、これぐら――ごめんなさい、もうしません」


    　我が子を守る猛獣のごとき眼光に負けて、僕は謝罪する。まったく……これではどちらの妹なのか分からない。


    「さて、それじゃ少し休きゆう憩けいしたら行きましょうか。これでやっと手を繋つないで歩けるわね、ユイ」


    「うん！」


    　麦むぎ藁わら帽ぼう子しにポンと手を置いて言うアリッサへ、由ゆ衣いは元気よく頷うなずいたのだった。


    



    　少し坂になった道の先が陽炎かげろうで霞かすみ、熱を溜ため込んだアスファルトの焦げた匂においが鼻をつく。ときおり由衣と同じ年頃の子供達が集団で駆け抜け、道端ではおばさんたちが暑さにも負けず井い戸ど端ばた会議。家の前で洗車に励む男性の姿もあった。


    　平和な風景だ。そしてアリッサや由衣と他た愛わいない話をし、並んで歩く僕もその景色の一部。正直、現実味が薄い。ほんの数日前はこの街全てが戦場と化していたのだから。


    　街の人全てを魔術で支配下に置くという強引な手段により、街を占せん拠きよした魔術結社《群れクラウド》。加えてアリッサの内に眠る《天使王ミトロン》をもって高次の精神存在が棲すむ世界を閉ざす壁《天牢ウオルフ＝ライエ》を破壊しようとした《高次存在ヴイナー》のホリィ＝ライト。彼らとの戦いに勝利してから、六日が経っていた。


    　七月も下旬に入り、本来なら夏休みになっていてもいい時期なのだが、一学期の中ほどで起こった通り魔事件による授業短縮の影響で、まだ平常授業は残っている。


    　だが、それでも夏休みは既に目と鼻の先。今日は気楽な祝日だし、明日は午前中までの授業。明後日、明々後日と土日が続き、月曜が終業式だ。もうほとんど夏休み気分と言っていい。


    「ふーんふふふーん、たらったーたたたーん」


    　どこか聞き覚えのあるメロディーを口ずさみ、右手を僕、左手をアリッサと繋いで歩く由衣を横目で眺ながめる。


    　今日は由衣が僕の寮で暮らすようになって初めての休日だった。普段僕が学校へ行っている間、由衣はアリッサとよく散歩に出ているらしい。その際は子狼の姿に変身しなければならず、人が多いところでは紐ひもで繋ぐことも必要だったという。


    　これ、使う必要がなくなって本当によかったな……。


    　僕は左手でポケットに入れた赤い紐ひもに触れる。先ほど街中ではこの紐を首輪に繋つないでいたのだが、ひどく居たたまれなかった。由ゆ衣いの存在は生き物としてさえ定義されないかもしれないが僕にとっては紛まぎれもない人間であり、ただ一人の肉親なのだから。


    「由衣、それ何の曲だったっけ？」


    　しんみりしてしまいそうだったので、気分を変えるため問いかける。すると由衣は意外そうな顔をした。


    「え？　マジカルスターの歌だよ。お兄ちゃんも見てたじゃない」


    「まじかるすたー？」


    　訊き返しつつも、微妙に心当たりがあった。


    「うん〝あなたに星の鉄てつ槌ついを！〟ってやつだよ」


    「あー……確か昔やってた魔法少女系のアニメだったっけ」


    　由衣に付き合って一緒に見た記憶がある。やたらと星を落としては力ずくで事件を解決する物騒な番組だった。


    「魔法？」


    　その単語にアリッサが反応する。


    「いや、魔法って言ってもアリッサが使うような魔術とは違って、もっと曖あい昧まいだよ。魔法なんて普通の人からすればよく分からない力の総称だしな。単に女の子が不思議な力を使って、問題を解決していくお話さ」


    「ふーん……そうなんだ。まあでも間違いではないかしらね。あたしたちは《高次存在ヴイナー》自身が使う力を〝魔法〟と呼んでるけど、それは魔術とは違って定義しきれない曖昧で強力なものだから。物語にしては真理を衝ついてると思うわ」


    　口調は淡たん白ぱくだったが、アリッサの目は好奇心で輝いていた。


    「ん？　興味あるなら、今度レンタルで捜さがしてくるよ。三年前ぐらいの作品だから、普通に置いてあると思う。パソコンでＤＶＤは見れるからな」


    「べ、別に見たいわけじゃあ……まあでも、あるなら暇ひまつぶしに眺ながめるぐらいはするかもしれないけど」


    「わかったよ。アリッサの暇つぶし用に借りといてやる」


    　そう告げると素直ではないが感情を隠すのが苦手なアリッサは嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる。だが、ふと隣となりの由衣が俯うつむいていることに気がついた。


    「どうした？」


    「あ、何でもないよ。ただ、マジカルスターは、もう〝昔〟になっちゃってるんだなあって思って」


    　寂しそうな由衣の表情に慌あわてる。思いがけず由衣が僕の右手の中で眠っていた三年という月日を実感させてしまったようだ。気まずい沈黙が落ちる。どうやってフォローするべきか考えていると、アリッサが突然立ち止まった。当然、手を繋つないでいた僕と由ゆ衣いも足を止める。周囲を見回すと、そこは雑草が生おい茂り、ロクに手入れされていないことが窺うかがえる荒れた公園の入り口だった。フェンスに囲われたその空間は人ひと気けがなく、どこか足を踏み入れ難い雰ふん囲い気きを放っていて、蝉せみの鳴き声だけが空々しく響いている。


    　この場所は――覚えがある。先ほどの丘から適当に歩いてきたように思えたが、アリッサはきちんと道を選んでいたらしい。


    「ユイ、あたしにもね、三年間〝止まっていた〟友達がいるわ」


    　アリッサがその公園に視線を向けながら口を開いた。


    「友達？」


    「ええ、ユイとは少し状況が違うけれど、その子も突然動き出した時間と向き合うことになったの。だけど、逃げないで前向きに頑張ってる。ユイもきっと同じようにできるわ。だってその子と同じ、強い目をしてるもの」


    　アリッサはそう言ってにっこりと由衣に笑いかけた。釣られるように由衣も曖あい昧まいにほほ笑み、「そう……かな」と呟つぶやいた。


    「もちろんよ。何より眠っていた三年分を取り返せるぐらい、楽しい毎日にあたしとケースケがしてあげるもの。だから安心しなさい」


    　その言葉を聞いてようやく由衣の表情から暗い翳かげが消えた。


    　言いたいこと、やらなきゃいけないことを全部アリッサに取られたな……。


    　胸中で僕は少しばかり悔くやしく思いながらも、アリッサの笑みに見とれていた。ホリィ＝ライトの戦い以降、アリッサは僅わずかだが変わった気がする。何というか雰囲気に包み込むような大きさが加わった。それはきっと《天使王ミトロン》がどうこうという話ではなく、全ての元げん凶きようであった己おのれの父親を許した、人間的な成長によるものだろう。


    「ねえ、お姉ちゃん。そのお友達の話、聞いてみたいな」


    　由衣の言葉にアリッサは嬉うれしそうな顔になる。


    「もちろんいいわよ。実はねその友達――あ、名前はトウコっていうんだけど、トウコとはこの公園で何時間も話をしたりしたのよ。ここ、ユイとは普段の散歩コースでよく通ったけど、狼の姿だったから思い出話とかしてあげられなくて残念だったの。せっかくだから中で話しましょう」


    　アリッサはそう言って僕らを公園へと引っ張っていく。夏の陽光を浴びて成長した下草を踏み分け、ベンチに到着すると由衣に彼女との出会いから語り始めた。アリッサほどではないが僕もこの場所には思い出がある。


    　あれはまだ《群れクラウド》と敵対するべきかで迷っていた頃、方針の違いで喧けん嘩かしたアリッサがいつの間にか仲良くなった少女がいた。それが美み澄すみ透とう子こ。アリッサにとっては恐らく初めての対等な友人。美澄さんにはこの公園でお弁当をご馳ち走そうになった。もっともおかずは全てアリッサに独占されてしまったが。


    「――それでこう、あたしは飢えたケースケのお箸はしを片手で捌さばいて、トウコのお弁当を死守したのよ！」


    　今まさにアリッサがその話をしている。少しばかり脚色されているが、話を楽しそうに聞いている由ゆ衣いに免じて見み逃のがしてやろう。


    　だがそのあたりまでは明るかったアリッサの声が次第に真剣な声こわ音ねに変わっていく。無理もない、そこからは辛つらい内容となってしまうのだから。


    　アリッサは、美み澄すみさんが《群れクラウド》の幹部オウルの養女であったこと、さらにはその内に《天使王ミトロン》の欠片かけらの一つを宿していたことを説明する。そして当時自分が《天使王ミトロン》の器うつわであることを知らなかったアリッサは、《方はこ舟ぶね》の脅きよう威いとなる天使の復活を阻止するために美澄さんを殺す選択をしたことまで正直に話した。


    「でも……ケースケがそれを止めてくれたの。諦あきらめるなってあたしを叱ってくれた。そして力を合わせてトウコの中から天使だけを滅ぼすことに成功したわ」


    　ね？　とアリッサが僕に話を振る。僕は照れくさくなり視線を逸そらして頷うなずいた。


    　あの時は、本当にアリッサを思いとどまらせることができてよかったと思う。


    　今だから分かるが、二人は《天使王ミトロン》という大きな魂たましいを分け合った姉妹のようなものなのだ。そんな相手の命を奪うことなどあってはいけない。血は繋つながっていなくても肉親に等しい相手。もしあの時アリッサが手を下していれば、六日前の決戦で父親のホリィ＝ライトを許すこともなかっただろう。


    　僕とアリッサにも《道パス》という繋がりがあるが、アリッサと美澄さんは生まれたときからの強い絆きずなで結ばれている。他にもアリッサの兄弟姉妹と言うべき天使因子保持者は七十人いたそうだが、《群れクラウド》により全員暗殺されたという。つまり二人は残された最後の姉妹。恐らく自覚していないだろうが、美澄さんはアリッサにとって友達以上のかけがえのない存在なのだ。


    「あ、だけど由衣、あのときお前も協力してくれたんだぞ？　アリッサが追ってこられないようにって精神力を僕から根こそぎ奪って行った後、動けない僕に《天牢ウオルフ＝ライエ》から力を引き出してくれた。覚えてるか？」


    　僕がそう訊ねると、由衣は少し考えて自信なさそうに答える。


    「あたし、その頃はお兄ちゃんが本当に困ったときに、心の声で目を覚ましていただけだからあんまりはっきりとは覚えていないけど……何となくそんなことがあったような気はするよ。それでお姉ちゃん、トウコさんはどうなったの？」


    「命は助かったわ。けれどトウコは病気を患わずらっていて、その進行を抑えていた天使の因子がなくなったから、それと闘わなくちゃいけなくなったの。今は遠い外国で病気を治療しているわ」


    「そうなんだ、すごいね。さっきの話はそういう意味だったんだ……」


    　由ゆ衣いはほぅっと溜ため息いきを吐つき、何な故ぜか僕の方を見た。


    「何だ？」


    「ううん、ただお兄ちゃんも変わったなって。昔は妹から見ても情けないなぁって思ってたんだよ」


    　由衣はそう言って笑う。僕は渋い顔をするしかない。


    「あのなあ……まあ否定はしないけどさ」


    　昔は他人の考えや決意に踏み込むことなど絶対にしなかった。だけどそのタブーを破ったのは僕が変わったというよりも相手がアリッサだったからだろう。美み澄すみさんを殺すことでアリッサという人間が損なわれてしまうのがどうしても嫌で我が慢まんならなかったのだ。


    「でも、そんなことがあったのならちょっと分かるよ。だからお姉ちゃんはお兄ちゃんが好きなんだね」


    「へっ!?」


    「なっ!?」


    　アリッサと僕。二人同時に裏返った声を上げる。


    「ちょ、ゆ、由衣、い、いきなり何言い出すんだよ」


    　予想外の場面でそれとなく避けるようにしていた話題を引っ張りだされ、僕は焦あせる。


    「そ、そうよ。あたし、ユイの前ではそんなこと一言も――」
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    　これまで開あけっ広ぴろげに好きだと発言していたアリッサまで何な故ぜか戸惑った様子だ。


    「言ったでしょ、あたしとお姉ちゃんは同じだって。あたし、一番似ているのは自分よりもお兄ちゃんを助けたいって思っていること、お兄ちゃんが好きっていうことだなって感じてたの。違うの、お姉ちゃん？」


    　小首を傾かしげてアリッサへ訊ねる由ゆ衣い。


    「そ、それは……」


    　いつものようにあっけらかんと頷うなずくものだと思っていたアリッサだが、どうしてか言葉を濁にごして僕を横目でちらちらと見てくる。


    　何だよ、その反応……。


    　面と向かって好きだと言われた時よりも心しん拍ぱく数すうが上がり、やけに緊張する。


    「い、いいでしょそんなこと！　ほら、休きゆう憩けい終わり。のんびりしてると日が沈んじゃうわ」


    　これまでは僕の役割だったごまかしの台詞せりふを口にすると、アリッサはベンチから立ち上がった。


    「あ、ああ、そうだな。今日はたくさん街を見て回るんだろ、由衣？」


    　アリッサの様子は気になったが、今はこの話題を終わらせるのが先決だと僕も便びん乗じようする。


    「うん、そうだったね！」


    　由衣の方は特に追及する意思がなかったようで、素直に立ち上がって歩き出す。


    「「ふぅ」」


    　溜ため息いきが重なった。声のした方を向くとアリッサと目が合う。


    「あはははは……」


    　苦笑いするアリッサの頬ほおが赤く見えたのは、きっと山の端はに近づいた西日のせいだったのだろう。
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    　由衣の意表を衝つく発言はあったものの、僕らは日が完全に沈むまで街を歩き回り、満足した様子の由衣と共に男子寮へと戻ってきた。もちろん寮の門からはアリッサが自分と由衣に透明化魔術を使い、見み咎とがめられないようにしている。後ろから小さく足音がついてきているのを確かめながら、僕は電気が灯ともった寮の玄関口で自分のポストを開けた。すると中には二通の手紙。片方は赤と青の斜線で縁取られたエアメールだ。噂うわさをすれば……というやつかもしれない。僕はその封筒を背後にいるはずのアリッサに見えるよう掲げてみせる。すると「あっ」という小さな声が何もない空間から聞こえた。僕は含み笑いをしつつ、もう一通の差出人を確認する。


    「近こん桐どう……」


    　その苗みよう字じを見て、一瞬思考が固まる。


    　それは親しん戚せきの――僕の後見人である叔お父じ・近こん桐どう忠ただ志しからの手紙だった。僕は二通を纏まとめて持つと、階段を登り、自室へと向かう。部屋の鍵かぎを開けて中へ入ると、透明化魔術を解いたアリッサと由ゆ衣いが虚こ空くうから姿を現す。


    「ねえ、ケースケ、それはトウコからの手紙でしょう？」


    「あ、ああ……」


    　僕は頷うなずくと、エアメールをアリッサに渡す。居ても立ってもいられない様子でアリッサは手紙を早く読もうと靴くつを脱ぎ、部屋の奥へ駆け込んでいった。


    「お兄ちゃん、どうしたの？」


    　立ち尽くしている僕を訝いぶかしく思ったのか、由衣がそう訊ねてくる。


    「いや、何でもない」


    　僕は笑顔を浮かべてごまかすと玄関に靴を脱ぎアリッサを追った。僕の手に残された一通の手紙を強く意識する。実際たいしたことではないのだ。用件は分かっているのだから。


    　美み澄すみさんの手紙を熱心に読んでいるアリッサの向かいに腰を下ろして、僕は封を切る。ざっと流し読んで、すぐに封筒へ戻した。内容は予想通り。


    　――戻ってこい、か。


    　いつも長期休暇の前には届くのだ。遠えん慮りよせずに家に帰ってこいという手紙が。だが僕は去年の夏休み、冬休み、さらには今年の春休みも美み傘かさ市から出ることはなかった。そのせいか今回の手紙はやけに長い。


    　これ以上顔を見せないのも失礼だろうな……でも……。


    　由衣と両親の墓参りに行くのも悪くない――以前、そんな話をした。けれど今日の様子を見るに、やはり由衣に三年という月日を目まの当たりにさせるのは早いと思う。僕もまだ、あの町に残してきた様々な物事と向き合うのは辛つらい。


    　僕の後に続いて部屋に入ってきた由衣は、すぐに手紙を封筒に戻してしまった僕を不思議そうに見ていた。首を僅わずかに傾ける妹の仕草は昔と変わらない。


    　けれど由衣は――生き返ったわけじゃない。


    　故郷に帰っても元通りの日常には戻れない。仮に外見上の特徴を隠して、行ゆく方え不明の妹が帰ってきたと説明しても、いつか破は綻たんする。きっと由衣は成長することがない。もう肉体的には死んでいるのだ。一時的に居場所を手に入れても、そのせいで失うことになる。それに由衣を形作っているのは自立型魔術である《魔銀の黒狼ウオルフ＝グレイプニル》だ。僕から長く離れては存在を維持できない。


    　そうだな……今回もここに残った方がいい。それが由衣のためだ。余計な心配をかける必要はない。由衣には黙っていることにしよう。顔を合わせることも、言葉を交かわすこともできないのに知り合いと会っても辛いだけ。


    　僕は立ち上がり、手紙を鍵かぎのかかる机の引き出しに仕舞う。そして何か訊かれる前にと、由ゆ衣いの注意をアリッサの方へ逸そらすことにした。


    「なあ、美み澄すみさんからの手紙、何て書いてあったんだ？」


    「あ、さっき話してくれたお姉ちゃんのお友達からなんだよね？　あたしも気になる！」


    　由衣は思おも惑わく通りトテトテとアリッサに近寄って、肩越しに手紙を覗のぞき込む。


    「えっとね、前と変わらず経過が順調なこととか、毎日何があったとかの話かしら。悪いことは何にも書かれていないわ。でも――」


    　アリッサはそう言って少し表情を曇くもらせた。


    「ん？　何かあるのか？」


    「いえ……何でもないわ。ほら、ケースケも読んだら？」


    　僕に手紙を差し出すアリッサ。僕がそれを受け取ると、まだ読んでいる最中だったのか、由衣がアリッサの背後から僕の隣となりに移動してきた。


    「あ、悪い。ほら、ここ座れ」


    　僕は読みやすいようにと、膝ひざの間に由衣を座らせて、その肩越しに文章を追う。そこにはアリッサの言う通り、治療が効果を上げていることや、日常のあれこれが綴つづられていた。以前来たものと同じような感じだ。


    　あれ……同じ？


    「そういやアリッサ。前の手紙に返事は出してたよな？」


    「ええ、何言ってるのよ。ケースケも色々手伝ってくれたじゃない」


    　そうだ、アリッサはホリィ＝ライトとの戦いが終わり、ようやく落ち着いたということで美澄さんへ手紙を書いていた。だが宛あて先は遠い異国――僕はアリッサの前に置いてある封筒を手に取る。その差出人の住所末尾にはＵＳＡアメリカ合衆国と記されていた。


    「いや……手紙を出したのは確か四日ぐらい前だろ？　国を跨またいだ手紙にしては返事が早すぎる気がしてさ。というかたぶん、アリッサの手紙はまだ美澄さんのところに届いていないと思う」


    　美澄さんの手紙は近きん況きようばかりで、アリッサが書いた手紙への反応が一切なかった。きっとそこにアリッサも引っかかったのだろう。


    「あ、そういうものなのね。知らなかったわ。返事が届く前に、次の手紙を書くなんてトウコってば意外とせっかちなんだ」


    　だが予想に反して、アリッサは驚いたような顔をした。


    「え……あれ？　アリッサはそこが気になったんじゃないのか？」


    　僕の問いに、アリッサは少し答えるべきか迷ったようだったが、やがて口を開く。


    「――ううん、違うわ。ただあたしは、トウコが何か困ってるんじゃないのかなぁって感じたのよ」


    「困ってる？」


    　ピンと来ずに僕は問い返す。手紙には何もそんなことは書かれていなかったが……。


    「ほら、手紙の後半。何度も何度も書き直した跡があるでしょう？」


    「ん……？」


    　言われてみれば綺き麗れいに消されてはいるが、文字が書かれた凹へこみが残っていた。それも消された文字が何か分からないほど、文字跡は幾いく重えにも重なっている。


    「あたしだって手紙は何回も書きなおしたから別に不思議じゃないんだけど……気になったのよ。何となく、トウコはもっと本当に書きたいことがあったんじゃないかって」


    「うーん……どうだろうな。考えすぎじゃないか？」


    　単に上手うまく文章が纏まとまらなかっただけだと考えた方がしっくり来るが……。確かにアリッサの返事を待たずに二通目が来たということは、それだけ伝えたいことがあったのかもしれない。だが実際、この手紙には切迫した事柄は書かれていないのだ。


    「そうよね……色々あったから悪い方にばかり考える癖くせが付いちゃったのかしら」


    　アリッサは苦笑して、立ち上がった。


    「――じゃああたし、そろそろ一度ミユの家に戻るわ。夕食には顔を出さないと怪しまれちゃうし。ユイはどうする？」


    　実は僕と一緒に暮らすことを許されているのは由ゆ衣いだけで、アリッサはこっそり魔術で通って来ていたりする。まあ許可と言っても、単に友とも月づきが認めているかそうでないかというだけなのだが。しかしアリッサが同居することを猛烈に反対している友月に知れれば衝突は必至。アリッサが言っても聞かない以上、それを避けるためには僕も黙っているしかない。まあアリッサのおかげで僕が出かけている間も由衣を寂しがらせずに済んでいるため、助かってはいるのだ。


    「んー……今日はお姉ちゃんと一緒に行くよ。お兄ちゃんいつもカップラーメンじゃ可か哀わい想そうだもん」


    　由衣はそう言って僕の膝ひざから離れ、アリッサの手を取った。


    「んなこと気にしなくいいんだけどな」


    　僕は由衣がいる時はできるだけ買い置きのインスタント食品で夕食を済ましている。寮には食堂があるのだが、部屋に一人由衣を置いていくのは気が引けたのだ。ちなみに由衣は物を食べることはできるものの、基本的に食事は必要としない。精神体だったアリッサと同じく、体の維持に必要なものは僕の精神力だ。


    「あたしが気にするの！　いいから今日はまともなものを食べてきてね」


    「わかったわかった」


    　僕がおざなりに了りよう承しようすると、由衣はむーっと頬ほおを膨ふくらませる。


    「ちょっとケースケ、ちゃんとユイの言うこと聞くのよ？　あたしはおいしーいクダナの料理を食べてくるけど、持ってきてあげるわけにはいかないんだから。そうだユイ、今日は向こうで一緒にお風ふ呂ろに入りましょう。浴場でなら人の姿になっても平気だもんね」


    「うん、あたしお姉ちゃんの背中洗ってあげる！」


    「ありがと。ならあたしはユイの頭を洗ってあげるわ。それじゃケースケ、また十時ぐらいには戻ってくるから」


    「おう」


    　アリッサの言葉に頷うなずく。そしてアリッサはベランダに出て小さく「過ぎし輝きパストグロウ！」と呪文を唱えた。


    　一瞬の閃せん光こうと共にアリッサと由ゆ衣いの姿が消失する。寮に入ったときのように不可視化したわけではなく、別の場所へ転てん移いしたのだ。


    　急に静けさが満ちた室内で、僕は大きく伸びをした。にぎやかなのは楽しいが、少しばかり疲れもする。今夜は由衣の厚こう意いに甘え、食堂で静かな夕食としよう。


    　僕は手に持ったままだった美み澄すみさんの手紙をきちんと封筒に戻し机の上に置く。すると先ほどアリッサが見せた心配そうな表情が思い浮かんだ。


    　アリッサにはああ言ったけど、今度美澄さんの電話番号を聞いておくか……。


    　手紙には住所が記されているものの、電話番号までは書かれていない。だが向こうの病院を紹介した友とも月づきに尋ねれば恐らく教えてくれるだろう。


    　心配なら、直接確かめるのが一番いいしな。


    　僕は胸中でそう呟つぶやくと、ベランダの鍵かぎは開けたままで寮の部屋を出たのだった。


    



    　その日、十時を過ぎてもアリッサたちはなかなか戻ってこなかった。


    「先に寝てようかな……」


    　静かなせいか妙に睡すい魔まに襲おそわれ、僕は床に布ふ団とんを敷いて横たわる。明日は学校なので夜よ更ふかししてもいいことはない。ベッドはいつものごとく二人のために空けておいた。


    「ふぁ～あ……」


    　欠伸あくびをして瞼まぶたを閉じかけたとき、ベランダで金色の光が瞬またたく。僕は眠りに落ちかけていた意識を踏みとどまらせて身を起こした。


    「あ、ケースケ、起こしちゃった？」


    　ベランダの窓を開いて入ってきたアリッサは、申し訳なさそうな顔をする。その腕には由衣が抱かかえられていた。


    「いや、今さっき横になったところだよ。それより……由衣は寝てるのか？」


    「ええ。お風呂から上がった後、すぐにウトウトしちゃってね。人の姿だったからクダナに見つからないよう部屋に運ぶのが大変で……少し時間がかかったの」


    　そう言ってアリッサは由ゆ衣いをベッドに下ろし、シーツをかける。


    「そっか、面倒かけたな」


    「いいのよケースケ。あたしも何だか本当のお姉ちゃんになったみたいで楽しかったし」


    　アリッサは首を振り、笑顔を浮かべた。だがふと何かを思い出したように真剣な表情になる。


    「そうだ。ねえケースケ、一つ訊いていい？」


    「ん、何だ？」


    「さっきの手紙、何だったの？　トウコのじゃなくて、ケースケに来てた方」


    　いきなりの問いかけに僕は息を呑のむ。美み澄すみさんの手紙を読むことに集中していたようだったが、僕の様子がおかしいことにも気づいていたのだろう。


    「それは……」


    　言葉を濁にごしかけた僕だったが、アリッサには話しても構わないだろうと思い直す。僕は由衣が寝息を立てていることを確かめてから、あれは親しん戚せきの叔お父じが寄越した手紙であること、夏休みに帰ってこいと催さい促そくされていることを語った。


    「――でも、僕は今回も帰らないつもりだ。それが由衣のためだと思う」


    　アリッサは僕の目をじっと見た後、頷うなずく。


    「そう……ケースケがそう決めたのなら、それでいいと思うわ」


    　少し含みのある台詞せりふに聞こえ、僕は首を傾かしげる。


    「アリッサは、違う意見なのか？」


    「ううん、そういうんじゃない。あたしにも何が正しいのかなんて分からないわよ。だってもしケースケが由衣を連れて実家に帰る選択をしたら、あたしは反対したようにも思うし」


    「だけど何か言いたいことはあるんだろう？」


    「あるかもしれないけど……それが分かんないのよ。だから――ケースケが決めた通りでいいわ」


    　アリッサはそう言うと僕に近づいてきて、身を起こしていた僕の上半身をポンと押し、布ふ団とんに横たわらせた。


    「ほら、もう寝るところだったんでしょう？　あんまり長く話していると目が冴えちゃうわよ」


    「そうだな……」


    　僕は頷いたものの、何となく枕元に座ったアリッサに目が行く。友とも月づきの家で着替えたと思われる薄手の白いブラウスから覗のぞく腕がほんのりと赤く染まっていた。風ふ呂ろから上がってからそれほど間がないのだろう、傍そばにいるとわずかにアリッサから熱を感じる。


    「な、何じろじろ見てるのよ？」


    「――いや、なんかさ、今初めてアリッサには体が戻ったんだなって感じたんだ。精神体とはどこか違う」


    　するとアリッサは首を捻ひねる。


    「変ね。実体化していた時のあたしは、肉体をほぼ完全に再現していたはずなんだけど」


    「上手うまく言葉にできないけど……すごくしっかりと、アリッサがここにいるって気がする」


    　左手を伸ばして、アリッサの腕に触れる。そこにはしっとりとした肌の感触と、僕より僅わずかに高い体温があった。


    「ちょ、ちょっとケースケ……」


    　アリッサが顔を赤くして僕から距離を取る。


    「あ――わ、悪い」


    　ほとんど無意識の行動だった。僕も急いで手を引っ込める。


    「あたしも、もう寝るわ……」


    　アリッサは顔を背そむけて、ベッドに上り由ゆ衣いの隣となりに横たわった。


    「ごめん……おやすみ」


    　もう一度謝って僕も目を閉じた。今更心臓が高鳴っている。これでは寝付くまでに時間がかかりそうだ。


    　何やってんだ……。


    　軽はずみな行動を後悔する。アリッサが精神体のときは一緒にいることが必要で当たり前のことだった。しかしもう僕の体を貸していたときとは違う。頭のどこかでアリッサがまるで自分の一部みたいに錯さつ覚かくしていたのかもしれないが、これからはきちんと肉体で区切られた他人であることを意識していかないと。


    「おやすみケースケ――別に、怒っているわけじゃないから……」


    　脳内で反省を繰り返していると、アリッサの囁ささやくような声が耳に届いた。


    　え？　そうか、怒ってはいないのか……。


    　よく分からないがとてもほっとする。すると遠ざかっていた眠気が緩ゆるやかに戻ってきた。


    　僕は堂どう々どう巡めぐりの思考を止めてその穏やかな誘いに身を任せ、闇に沈んだ――。
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    　翌日、太陽は一層燦さん々さんと輝き、じりじりと地上にあるものたちを焦こがしていた。


    　しかしそんな夏の最中にあっても、クーラーがある教室は快適だ。天井から吹き降ろす冷風が熱を外へと追いやってくれる。むしろ効き過ぎな程であり、半そでの腕は少し肌寒い。色々と理わ由けありの生徒を多く受け入れているという全寮制の私立学校だけあって資金は潤じゆん沢たくなのか、学園の施設には軒のき並なみ冷暖房が完備されている。もちろん……あの耐久年数ギリギリの男子寮は除いてだが。


    　まあこの辺りは都会というほど発展しておらず、山が傍そばにあるので熱帯夜とは無縁だ。夜は窓を開けたまま寝てしまうと、夏でも風か邪ぜを引いてしまうぐらい冷え込むことがある。昨夜も特に寝苦しくはなかった。しかし日中、平然と過ごせる場所ではないので、今頃由ゆ衣いはアリッサと共にどこかへ避難していることだろう。


    「――分かっているだろうが夏休み明けには期末テストがあるからな。皆、あまり気を緩ゆるめすぎないように」


    　夏休み最後の平常授業ともなれば、当然配られる課題の数々。どの先生も判で押したかのように同じことしか言わない。僕は今日四回目となるその台詞せりふを聞いて嘆たん息そくした。


    　この傘さん陽よう学園は二期制だ。テストの回数が少ないのはいいのだが嫌らしい時期に実施されるため、宿題をきちんとやっていないとひどい目に遭あう。だが今年に限っては魔術がらみの事件で勉強する暇ひまなど全然なかったので、命拾いしたのかもしれない。


    　頑張って取り返さなきゃな……叔お父じさんにも申し訳が立たない。


    　だが気合を入れなおし、心しん機き一いつ転てん今日から頑張ろうと決めた僕の覚悟は、四時間の終わりを告げるチャイムが鳴ると同時にやってきた悪友の一声で瓦が解かいする。


    「よしっ遠とお見み、授業終わったぜ！　これで夏休みだ。今年は徹底的に遊び尽くそうぜぇい！」


    「……色々と間違ってるぞ山やま崎ざき。まだ終業式が残っていて夏休みじゃないし、遊んでばっかりじゃダメだって先生が釘くぎ刺してただろうが」


    　ちなみに二期制なので学期の終わりはまだ先にあり、ゆえに終業式という呼称は正しくない。だが夏休みに向けて学園長が長ったらしい訓くん示じを垂れる行事は、夏季うんたら臨時式典とかいう長く覚えづらい名前なので生徒どころか先生も終業式という単語を使っていた。


    「何言ってんだよ。もう夏休みみたいなもんじゃねえか。今年は夏休みに入るのが遅かったから、明日には式を放り出して帰郷する奴らも多いんだよ。だから俺たちも明日からのために今日はしっかりと夏休みの計画を立てるぞ。勉強？　んなもん最後の方に纏まとめてやりゃいい。今から頭に詰め込んでも、テストの頃には抜けちまってるさ」


    　この自じ業ごう自じ得とくかつ自爆コース確定な理論を力説するのはクラスメイトの山崎勉つとむ。眼め鏡がねを掛けた細見の外見は頭が良さそうに見えるが、その実態は先ほどの台詞セリフから推おして知るべし……だ。そしてこの山崎と常にセットとなって現れるもう一人の悪友がいる。


    「山崎の言う通りだよ。遊べるときに遊ぶのが正しい。遊べなくなるほど切せつ羽ぱ詰つまってから勉強した方が必死になるから効率いいんだぜ。これは俺の特技の一つ、夏か季き課か題だい三みつ日か撃げき滅めつ法ほうだ。遠見にも伝授してやろう」


    　そう言って現れた小太りのクラスメイトは宮みや島じま通とおる。声こえ真ま似ねや腹ふく話わ術じゆつなど無駄に多くの特技を持つ器用な男だが、頭の中身は山崎と似たり寄ったりだ。


    「あのなあ去年それで失敗したのを忘れ――」


    「いいからいいから、ほら遠見、お前にはその夏休みを潤うるおいのあるものへ変える崇すう高こうな役割があるんだよ」


    　抗弁する僕だったが二人は聞く耳持たず、僕を強引に立ち上がらせると背中を押してくる。そしてそのまま窓際一番後ろの席で帰り支じ度たくをしていた女生徒の前に連れて行かれた。


    「あ、啓けい介すけくん。何？」


    「悪い友とも月づき。なんかこいつらが……」


    　肩までの黒髪と透けるような白い肌。まるで精せい緻ちに作られた人形のような美しさを持つ少女の名前は友月未み由ゆ。山やま崎ざきたちと同じくクラスメイトだが、僕やアリッサと一緒に戦った仲間でもある。


    「あ、友月さん。実は遠とお見みが夏休みの予定をこれから決めようとか言っててさ。話し合いのために寄り道して帰ろうかと思ってるんだけど、よかったら一緒に来ない？」


    　僕の横から顔を出した山崎が友月へそんなことを言い出す。


    「おい、僕はそんなこと……もがっ」


    　訂正を入れようとした僕の口を宮みや島じまが塞ふさぐ。


    「黙ってろって。遠見がいれば友月は引き込めるはずなんだからよ」


    　耳元で囁ささやく宮島。だがその予想に反して友月は申し訳なさそうに横に首を振った。


    「ごめん、啓介くん。今日は陽ひ名なさんが私の家に来ることになってるの。九く棚だなに授業が午前中までだって伝えたら、久々に昼食は家で食べることになって……その後でいいなら付き合えるんだけど」


    「あ、別にいいんだ。用事があるなら」


    　僕は宮島の手を振り払って友月に答える。当てが外れた山崎と宮島が肩を落とした。しかしそこに別の声が割り込んだ。


    「あら、だったら皆で友月さんの家に行けばいいんじゃないかしら。そこで夏休みについての会議をしましょうよ」


    「……当然のように入ってきて厚かましい提案をするなよな、冬ふゆ上がみ」


    　僕はジト目を声の主に向ける。そこには長く癖くせのない黒髪に、はっきりした顔立ちの、美人と評して差し支えのない少女が立っていた。彼女は冬上雪ゆき絵え。容よう姿し端たん麗れい、頭ず脳のう明めい晰せきでクラスの中心的存在だが、かなり性格に裏表がある。友月とは因いん縁ねん浅からぬ間柄だ。


    「何、遠見くん。まるで私は呼んでないみたいに。そんなことないわよね？」


    　僕ではなく山崎と宮島に同意を求める冬上。すると二人は当然だと首しゆ肯こうした。


    「はぁ……もういいよ。だけどさっきの案は却下だ。友月に迷惑だろ」


    「そう？　私は別に歓待して欲しいって言ってるわけじゃないわ。友月さんが負担だって言うなら昼食ぐらい自分で買っていく。それでもダメかしら？」


    　冬上は挑発的に友月へ尋ねる。


    「もしかして……それが〝お願い〟？」


    　不機嫌そうに友月は問い返す。前の事件で友月は冬上に借りを作ったので、何か一つ言うことを聞くという約束をしていた。恐らくそのことだろう。


    「いいえ、これは単に提案よ。この程度のことに約束を使わなきゃいけないほど、友とも月づきさんは狭きよう量りようなのかしらね？」


    　ぴくりとわずかに友月の眉まゆが動いた。


    「……わかった。招待してあげる。ちゃんと食事も出すから」


    　友月は冬ふゆ上がみと睨にらみ合いながらそう告げた。


    「おい、友月。そんな乗せられなくても……」


    　僕は心配して声をかけるが、友月は首を振る。


    「いいの。これはプライドの問題だから。あ――陽ひ名なさん。今日は啓けい介すけくんたち皆も一緒に来ることになったわ」


    　近寄ってきた一見小学生かと思うほど小こ柄がらな少女へ、友月は告げる。彼女――朝あさノの宮みや陽名はこれでも元《群れクラウド》の魔術師だ。今は友月家の援助で学校に通っており、寮では友月のルームメイトでもある。


    「あはは、聞こえてましたですよ。まあ賑にぎやかになりそうで、わたくしは嬉うれしいです」


    　陽名ちゃんの言葉に、多少置いてきぼりだった山やま崎ざきと宮みや島じまが我に返る。


    「おぉー、マジで俺たち友月さんの家に行けるのか!?」


    「確かすげー豪ごう邸ていだって噂うわさだよな！」


    　テンションを上げる二人に、僕は苦笑する。


    　何だかよく分からない展開になってきたな……。


    　ただ一つ確実なのは、勉強をする暇ひまはなさそうだということだけだった。


    



    　友月の家は高級住宅が立ち並ぶ区画に一ひと際きわ広い敷地を有して建っている。南中をわずかに過ぎた太陽の下、汗がじっとりと背中を濡らすのを感じながら、僕らは友月と陽名ちゃんの先導で門の前に辿たどり着いた。向かいの家で換算すると十軒分ほどの距離がある高い塀へいが左右に伸びている。その上からはこちらを威圧するかのように監かん視しカメラがレンズを向けていた。


    　黒い電動式の馬鹿でかい門に度ど肝ぎもを抜かれ、そこから屋敷までの距離に呆ほうけている山崎と宮島の後ろに続いて歩きながら、僕は隣となりの冬上へ小声で囁ささやく。


    「……冬上も物好きだな。ここ、冬上にとってはあんまりいい思い出のある場所じゃないだろ？」


    　以前、冬上は友月にこの屋敷へ拉ら致ちされている。その時、一時的に心を壊してしまうほどの恐怖を受けたはずだった。


    「あら遠とお見みくん、心配してくれてるの？」


    「まあ……少しだけな」


    　ここへ近づくにつれて明らかに冬ふゆ上がみの歩調は鈍っていた。それが気にかかった僕は最後尾についたのだ。


    「ふふ、平気よ。私、トラウマを潰つぶしておくにはいい機会だと思って、あえて来たんだから。友とも月づきさんと対等以上になるためには、苦手意識なんて残しておけないでしょ？」


    　冬上は不敵な笑みで僕に告げる。


    「相変わらず、友月に関してはすごい執念だな……」


    「まあ何をするにも原動力は必要ってことよ。こういうのって結局は慣れだと思うから、本当に心配しないで大丈夫。大抵のことって、背後を見ないで逃げているうちは怖いけれど、実際振り返って直視したら案外大したことのないものなのよ」


    　冬上はそう言って肩を竦すくめた。


    「妙に実感の籠こもった言葉だな」


    「そりゃね、一番大きい壁は友月さん自身だったから。大嫌いで怖くて憎にくいものでも、その本質を理解したら全部がクルンと引っ繰り返ることもあるって知ったのよ」


    「ふうん、そういうもんか……」


    　いまいち僕はピンと来ず、曖あい昧まいに頷うなずく。


    「ふふ、別に分からなくてもいいわ。あら――？」


    　冬上が何かに気を取られたように正面を向く。いつの間にか先頭の友月たちは玄関に着いていた。


    「未み由ゆ様、朝あさノの宮みや様、お待ちしておりました」


    　内側から扉を開けて現れたのは執事服姿の男性。彼はこの屋敷だけでなく様々なことを取り仕切っている友月の秘書的役割を務めている。名前は九く棚だな裕ゆう也やといい、友月家の分家出身だそうだ。


    「はいです。今日はお招きありがとうございましたです」


    　そう言って軽く頭を下げる陽ひ名なちゃん。九棚さんは滅めつ相そうもないと首を横に振ってから、後ろに控えた僕らへ目を向けた。


    「おや、しかし思っていたよりも大所帯のようですね」


    「ごめん九棚、今から皆の分も食事を用意できる？」


    　友月の言葉に九棚さんは嫌な顔一つ見せず頷く。


    「もちろんです。今日は元々大人数向けの料理を作っていましたから、少し量を増やすだけで対応できますよ」


    　そう言って僕らを招きいれようとした九棚さんの足元を小さな黒い影がすり抜け、こちらへ駆けて来た。


    「ワン！」


    「え、由ゆ衣い？」


    　それは黒い子狼の姿になっている僕の妹・由ゆ衣いだった。そうか、今は昼食時だ。アリッサが一緒に連れてきたんだな……。


    「あ、やっぱり！　さっき鳴き声が聞こえた気がしたのよ！」


    　先ほどの少し暗い表情を吹き飛ばし、冬ふゆ上がみが黄色い声を上げる。僕の足元で嬉うれしそうにぴょんぴょん飛び跳ねていた由衣は、その声にびくっと身を震わせて後退した。しかし時既に遅く、冬上は腕を伸ばして由衣を抱き上げる。


    「キャンキャン！」


    「ああ～可か愛わいいわねぇ～」


    　抵抗する由衣だったが、冬上に頭や喉のど元もとを撫なでられると、次第に鳴き声が小さくなりトロンとした表情になる。


    「キューン……」


    「よしよしよし」


    　力の抜けた由衣を抱っこして至福の表情を浮かべる冬上。ようやく念願が叶ったと言ったところだろう。冬上は由衣と前回の事件で顔を合わせており、そのときからしきりに触りたがっていた。


    「おい遠とお見み、その犬もしかして……」


    　山やま崎ざきと宮みや島じまが、豹ひよう変へんした冬上に驚きつつも僕へ尋ねる。


    「ああ、前にいなくなったとき情報を集めてもらった犬だよ。あのときはありがとな」


    　二人へ見つかったことは報告してあったが、実際に見せてはいなかった。


    「そうか友とも月づきさんの家に預けてたんだな。少し俺にも見せて――がふっ！」


    　納得したように頷うなずき、こちらに近づこうとした宮島だったが、その体が玄関から走り出てきた何者かに突き飛ばされた。


    「あ、ユイ！　こんなとこに――ってあれ……ケースケ？」


    　地面に倒れた宮みや島じまをそのままの勢いで踏みつけて立ち止まる金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女。そこにいる全員の視線を集めて戸惑っているのは、どこからどう見てもアリッサだった。


    「ば、バイオレンスぅ……」


    　宮島の上げた謎なぞのうめき声だけが、その場に空しく響き渡る。


    　そうだ、由衣がここにいる以上、こうなって当然だった。だが山崎と宮島、あと冬上はアリッサとほぼ面めん識しきがない。断片的に事情を知っている冬上はともかく、山崎達にどう説明しようかと僕は頭を悩ませる。


    「ん？　あの子、確か前に図書室で……」


    　山崎がアリッサを見ながら呟つぶやく。そう、アリッサは一度学校に来たことがあり、僕が慌あわてて連れ出したのだが、そのとき姿を見られていた。あの後はいい加減にごまかしたが、もう追及を避けられまい。


    「――その、あの、あたし……」


    　アリッサは執とるべき行動を見失ってしまったようで、宮みや島じまを踏んだままオロオロしている。恐らく本来関わるつもりではなかった山やま崎ざきや宮島に、どう対応していいのか分からないのだ。しかし思わぬところから助け舟が入る。


    「――彼女は外国からの留学生で、ここにホームステイされているアリッサ様です。アリッサ様、そろそろお客人から退どいてあげてはいかかでしょうか？」


    　そう告げたのは九く棚だなさんだ。その声でアリッサはようやく我に返る。


    「あ、そ、そうね。悪かったわ」


    　宮島から慌あわてて離れたアリッサは、周囲を見回すとはっとしたように僕の方へ走ってきて、隣となりの冬ふゆ上がみを睨にらみつける。


    「ユイを返して」


    　そう言って腕を差し出すアリッサ。冬上は最初驚いた顔を見せたが、ユイというのが子犬を指していることに気づいたようで、むっとした表情になる。


    「嫌よ。確かこの子、遠とお見みくんのいも――じゃなくて犬なんでしょ？　あなたに指さし図ずされる覚えはないわ」


    　そっぽを向いて断る冬上。


    「なっ……い、いいわよ別に。だったらユイの方から戻ってきてもらうから。ほらユイ、早く帰ってきなさい」


    　自信満々に呼びかけるアリッサ。だが由ゆ衣いは冬上の超絶な撫なでのテクニックで骨抜きにされてしまっていて、アリッサの声にも反応せず脱力したままだ。


    「ユイ～～」


    　よほどショックだったのか、アリッサは今にも泣き出しそうな表情で情けない声を上げた。僕は溜ため息いきを吐ついて、勝ち誇った顔の冬上からヒョイと由衣を取り上げる。


    「と、遠見くん、何するの!?」


    「僕なら返してもらう権利はあるんだろ？　ほら、アリッサ」


    「ありがとう、ケースケ！」


    　アリッサは歓喜の声を上げて由衣を受け取ると、もう取られまいとするようにぎゅっと抱き締めた。冬上は残念そうにやれやれと首を振り、僕の後ろから「がるるるる」と威い嚇かくの声を発しているアリッサを呆あきれたように見る。


    「……これが噂うわさのアリッサさん？」


    「まあ――そのアリッサだ」


    　苦笑して頷うなずく。冬上はこれまでの事件でアリッサに関する伝聞は耳にしていたが、こんな人間だとは想像していなかったのだろう。


    「思ってたよりも親しみやすそうな人ね」


    　冬ふゆ上がみは皮肉なのか賛辞なのか判別のつかない口調と表情でそう呟つぶやいたのだった。


    



    
      ４

    


    



    　値の張りそうな調度品や絵画が自然と馴な染じむ屋敷の廊ろう下か。石造りの床はひんやりとした冷気を漂わせていて、冷房がなくても暑いとは感じない。


    　屋敷に招かれ客間で時間を潰つぶした僕らは、食事ができたことを伝えにきた九く棚だなさんに案内されて食堂へと向かっていた。


    「――そういや訊くの忘れてたけど、アリッサさんは何処どこの国から来たんだ？」


    「え？　その、はこぶ――い、いえ、ちっちゃい島というか何というか……」


    　あれからアリッサは客間で待っていた間もずっと山やま崎ざきと宮みや島じまの質問攻めにあっていた。宮島は出合い頭いきなり踏み付けられたというのに、気にした様子もない。


    「おお、島国なんだ！　南の方？　暑い？　寒い？」


    「うぅ……」


    　矢や継つぎ早ばやに繰くり出される質問の嵐にアリッサはしどろもどろだ。時折、こちらに助けを求める視線を投げてくるが、僕は引きつった笑みで答えるしかない。下手へたに藪やぶを突っ付けば、こちらに矛ほこ先さきが向くのは目に見えていたからだ。


    「啓けい介すけくん、放っておいていいの？」


    　友とも月づきが見かねたように尋ねてくるが、僕は頷うなずく。


    「ああ、九棚さんが上手うまく説明してくれたし、後はアリッサがよっぽど変なことを言わない限り留学生で通るだろ。まあ正直に魔術師だとか言ったところであいつらは信じやしないだろうけどさ」


    　それに九棚さんの言ったことはある意味本当だ。アリッサがここに住まわせてもらうことになったとき、表向きには留学生という扱いになった。友月によると、その方が色々とやりやすいそうだ。しかし僕の返事に友月は顔を曇くもらせた。


    「そのね、啓介くん……私が言いたいのは啓介くんがこの後大丈夫かなって……。アリッサさん、すごく恨うらめしそうな顔をしてるよ？」


    「う……それはかなり不味まずいかもな」


    　とりあえず身振り手振りで『悪い、もう少し我が慢まんしてくれ』の意を伝える。するとアリッサは頬ほおを膨ふくらませ、べーっと舌を出した。もう手遅れだったらしい。何とか機嫌を直す方策を考えておかねば。また美み澄すみさんからの手紙でも来れば、ころりとこんなことは忘れてくれるのだろうが……昨日の今日でそれは望めまい。


    「って――そうだ。友月に訊きたいことがあったんだ。あのさ、美澄さんって覚えてるよな？」


    「うん。私がアメリカの病院を紹介した人でしょう？」


    「ああ。その病院の連絡先――いや、住所は知ってるから電話番号を教えてくれないか？」


    「いいけど、どうしたの？」


    「えっと昨日――」


    　友とも月づきの問いに僕は昨日の出来事をそのまま話しかけて、慌あわてて言葉を飲み込んだ。危ない……アリッサが部屋に出入りしていることを話せば、非常に不味まずい事態となってしまう。


    「何？」


    「い、いや、何でもない。そ、そのさ、前にアリッサが美み澄すみさんと直接話したがってたんだよ」


    「そうなんだ。そのぐらいならすぐ分かると思う。でも啓けい介すけくん、美澄さんへ直接電話をするのは無理かもしれない。私の病院でもそうだけど、大抵病室の電話は内線用で、外線には発信だけしかできないようになってるの。だからまず病院の人に連絡を頼んで、美澄さんの方からかけ直してもらわないと駄目かも。英語……話せる？」


    「う……あ、いや、アリッサなら……」


    　僕は思いもしなかった関門に怯ひるむが、アリッサの使う魔術の《起動言語トリガー》には英語が多かったと気付く。アリッサなら英語も普通に話せるかもしれない。


    「何とかなる気はするけど、確かめてみる。無理なら取り次ぎだけ誰かにお願いするよ」


    「わかった。そのときは九く棚だなに頼めばいいわ。じゃあ、帰るまでには調べておくね」


    「ありがとう、助かる」


    　僕が礼を言うと、友月は「うん」と笑みを浮かべた。


    　そんなやり取りをしているうちに食堂へ到着する。広く伸びた長方形のテーブルが中央に鎮ちん座ざしているその部屋には既に先客がおり、席に座っていた。露出の多い、派手なドレスを着た金髪の女性だ。大きく開いた襟えり元もとから、豊満な胸の谷間が覗のぞいている。


    「にぎやかだと思ったらケイスケじゃないの。久しぶりね」


    「まあ一週間ぐらいしか経ってないですけど……お久しぶりです、ウルトさん」


    　僕は軽く頭を下げて挨あい拶さつした。彼女の名前はウルト＝クラノ＝ストーリング。名前の通りアリッサの血縁者で、伯お母ばにあたる人らしい。《方はこ舟ぶね》からアリッサを追ってやって来たのだというが、ホリィ＝ライトを送還した後もアリッサを連れ帰ろうとするでもなく街に留とどまっている。前回の戦いが終わってから、直接会うのは初めてだった。


    「え、だ、誰だよ遠とお見み！　このすごいおっぱ――じゃなくて綺き麗れいな人は!?」


    　当然のごとく僕に詰め寄る山やま崎ざきと宮みや島じま。するとまたもや九棚さんが間に入り説明する。


    「この方はウルト様。アリッサ様の伯母君です。留学しているアリッサ様の様子を見にやって来られて、今はこの屋敷に滞在されておられます」


    「へー……確かに言われたらよく似てるな」


    　山崎が感心したようにウルトさんとアリッサを見比べた。


    「まあそういうのは後でもできるから席に着きなさいよ。私、お腹が空いてるんだから」


    　ウルトさんはそう言って僕らを促す。


    「す、すみません」


    　恐縮したように山やま崎ざきは謝り、手近な席に着く。宮みや島じまはその隣となりに、アリッサは山崎たちから逃げるように僕とウルトさんの間の席へ素早く移動した。


    



    「……そろそろ許してくれてもいいんじゃないか？」


    　食事中、僕は隣に座るアリッサへ小声で訊ねる。


    「何のこと？」


    　膝ひざの上に由ゆ衣いを乗せて食事をしているアリッサはツンと僕に視線を向けないまま、平然と問い返してきた。


    「足だよ、足」


    　そう、先ほどからアリッサは僕の足の甲こうを思いっきりグリグリと踏み付けてきていた。おかげで美味おいしいはずの料理は味も分からない。


    「天てん罰ばつよ、天罰。因いん果が応おう報ほう。これは無む慈じ悲ひなケースケがしっぺ返しを受けてるだけ」


    「ぐぅ……」


    「でも――そうね、これで勘かん弁べんしてあげようかしら」


    　アリッサはにやりと微ほほ笑えみ、素早く僕の皿から鶏とりのローストを一切れ奪い取った。


    「うわ、ちょっとアリッサ、それはさすがに――」


    「何、文句ある？」


    　僕の足をつま先でツンツンと突つきながらアリッサは首を傾かしげる。


    　確かに踏まれながら味も分からず食べるよりは、ローストを一切れ犠ぎ牲せいにしたほうが賢いかもしれない。


    「あるよ。踏まれた上に料理まで取られたんだからな。けど今はそれで妥協してやる。ただしアリッサ――過か剰じような報復は新たな復ふく讐しゆうを生むことを覚えておけよ」


    「不毛なことは止やめなさい、ケースケ。憎にくしみの果てにあるのは虚むなしさだけなんだから」


    「最初に八つ当たりしてきたのはお前だろうが……」


    「何ですって～？」


    　食事の手を止めて僕とアリッサはにらみ合う。だが向かいの席に座っていた山崎がこちらを呆あつ気けに取られたように眺ながめていることに気がつき、我に返る。しまった、いつの間にか声が大きくなっていたようだ。


    「遠とお見み……お前、アリッサさんとすげぇ仲がいいんだな」


    「え、そ、そんなことないぞ」


    　僕は山崎の言葉に慌あわてて首を振る。


    「いや、ごまかしても無駄だぜ。お前、俺たちに対しても滅多に面と向かって嫌味を言ったりしないだろうが。よっぽど気を許してる証拠だよ。そういや学校で見たときも、お前を待ってたみたいだし……いったいどういう関係なんだ？」


    「どういうって、単に友とも月づきを通しての知り合いだよ」


    　僕はそう答えるが、山やま崎ざきは疑いの目を向ける。しかしそこに冬ふゆ上がみが口を挟はさんだ。　


    「ねえ山崎くん。夏休みの話はしないの？　私、待ってるんだけどな」


    「え？　そ、そうだったな、夏休みの会議をしに来たんだったぜ！　あはははは、何俺、余計なこと言ってたんだろ」


    　冷や汗を垂らし、冬上の機嫌を損ねぬよう取り繕つくろう山崎。僕は安あん堵どの息を吐く。冬上を見ると、こちらに意味ありげな視線を向けてきていた。貸し借りに拘こだわる冬上のことだ、先ほど僕が心配した礼のつもりなのかもしれない。


    「そんじゃあ、それぞれの予定についてなんとなく確認しようぜ。まあ要するに全員の予定が合いそうな日があれば皆でどこかに遊びに行こうかってことだ」


    　山崎の言葉に冬上が楽しそうに笑う。


    「いいわね。私は七月中だと他の友達との予定が詰まってるけど、八月は暇ひまなものよ。皆、その頃になるとほとんど実家に帰っちゃうもの」


    「そっかー、冬上は居残り組だったんだな」


    　宮みや島じまが少し嬉うれしそうな声を上げる。


    「そうね、帰っても別にいいことないもの」


    　冬上は自じ嘲ちよう気味な笑みを見せて同意した。それを聞いてどこか複雑そうな表情を浮かべる山崎。


    「俺と宮島も似たようなもんだぜ。同じく、もぬけの空からになった寮でお留守番。遠とお見みは今年どうすんだ？」


    「あ……僕は――」


    　振られた質問に僕は口ごもる。脳のう裏りに昨日届いた手紙の文面が過よぎった。


    　帰らないと決めたはずなのに、何な故ぜかとっさに頷うなずけなかった。


    「ん？　もしかして今年は帰省組か？」


    「い、いや、違うって去年と同じだよ。僕も寮に残る」


    「そっか、だったら俺たち四人の予定はあまり気にしなくてよさそうだな」


    　山崎は僕の返事を聞いて破は顔がんする。僕はその顔を見て、これでよかったんだと安堵した。


    　実は去年、山崎や宮島と本格的につるむようになったのは、夏休みに帰省しないという共通点があったことが大きい。多くのクラスメイトがいなくなり暇になった僕らは自然と一緒に行動し、夏休みが明けてからもよく遊ぶようになったのだ。


    　もちろんそのことはきっかけに過ぎず、僕一人帰省すると言ったところで、今更関係にヒビが入ったりはしないだろう。しかし他人の感情に確信など持てるはずもなく、僕は二人を裏切るような台詞せりふを告げずに済んで、ホッとしていた。


    「なら後は友とも月づきさんに、陽ひ名なちゃん。あとアリッサさん次第だな」


    「え？　あ、あたしも？」


    　山やま崎ざきの言葉に驚くアリッサ。


    「当然。この場にいるんだから仲間外れなんかにはしないって。あ、ウルトさんもよかったら是非！」


    「私？　まあアリッサが行くなら保護者として付いていってもいいけど。どうなの？」


    　もう既に食事を終えていたウルトさんは、隣となりのアリッサへそう訊ねる。


    「え、えっと……」


    　迷っている様子のアリッサ。僕は歯がゆくなり顔を近づけてアリッサに耳打ちする。


    「――あのなあ、お前どうせ僕らが行くことになったらこっそり付いてくるとか言うだろ？　だったらここで素直に頷うなずいておけって」


    「そ、そうね――ええ、あたし行くわ。予定なんてないからいつでも大丈夫よ」


    　アリッサとウルトさんの了りよう承しようが取れたことでガッツポーズをする山崎。　


    「よっしゃ、俄が然ぜんワクワクしてきたぜ！　で、友月さんたちは？」


    「私もたぶん大丈夫。実家はここだから、ね。七月にちょっと家の用事があるけど、八月ならいつでもいいよ」


    　……家？


    　少しその単語が引っかかる。だが友月の表情に暗さはないように見えた。以前のような相続問題やら、婚約騒動みたいに厄やつ介かいな事情ではないと思いたい。


    「わたくしも、特に何もありませんです」


    　残った陽名ちゃんが簡潔に答え、山崎が満まん足ぞく気げに頷く。


    「よし――上々だな。これで全員八月は空あいていることが分かったわけだ。日程を合わせるのは簡単そうだし、次は何をするかってことだな。誰か意見のある奴いるか？」


    「はい！」


    　ピシッと挙手したのは宮みや島じま。山崎は少し嫌そうな顔をしたが「言ってみろ」と促す。


    「食べ歩きツアーなんてどうだ？　毎日皆で街の美味おいしい店を回るんだ」


    「まあ……宮島にしちゃ悪くない案だが、せっかくの夏休みで今年はこれだけ仲間がいるんだ。俺は夏じゃないとできないことで、もっと盛り上がることがしたいんだよ！」


    　暑苦しく力説する山崎に、「はい」と今度は冬ふゆ上がみが発言の許可を求める。


    「おう、冬上。どうぞ！」


    「私は普通に海がいいかな。こう四し六ろく時じ中ちゆう山に囲まれた場所にいると、たまに広い景色を見たくなるのよね。それにやっぱり思いっきり泳ぎたいわ」


    「きたきたきたー！　それだよ、俺はそれを待っていたんだ！　普通なんてとんでもない。海こそが夏の一日を最高に演出してくれるベストプレイス！　不動のナンバーワンだ！　よし、海にしよう。いいよな皆!?」


    　ぎらぎらとした瞳で全員に確認を取る山やま崎ざき。


    「い、色々と邪よこしまなものが透けて見える気がするですけど……わたくしも海には行ってみたいです」


    　陽ひ名なちゃんが顔を強こわ張ばらせながら賛同する。僕も特に反対する理由がないため頷うなずいた。友とも月づきやアリッサも首しゆ肯こうする。


    「うっしゃ、決まり！　でもどうすっかな。ここからだと海まではかなり遠いし、日帰りだとかなり忙せわしないことになる。とは言っても民宿なんてこの時期じゃ予約は無理だろうな。第一そんな金もねぇ」


    「なら始発電車で出発して、出来る限り遊ぶしかないんじゃないかしら？」


    　冬ふゆ上がみがそう告げると、皆それしかないかと頷きかけた。だがそこに給仕役として壁際に控えていた九く棚だなさんの声が割り込む。


    「皆様、すみません。もしよろしければ私から一つ提案があるのですが……」


    「どうしたの九棚？」


    　友月が不思議そうに訊ねる。


    「いえ実は私、夏期休暇を快適に過ごしていただくため、未み由ゆ様に避ひ暑しよ地ちへ赴おもむかれることをお奨すすめしようと思っていたのです。ですがもちろんご友人方と遊びに行かれた方が楽しいでしょう。それゆえ黙っていたのですが、もし宿泊地や金銭面に問題があるのでしたら、皆様方全員で友月家の別荘に行かれるのもいい考えだと思いまして。近くに海もあります」


    「べっ……そう？」


    　聞き慣れない単語を耳にした宮みや島じまが硬直している。気持ちは分かる。およそ一般市民が日常生活で使うことのない言葉だからだ。


    「その……無ぶ粋すいな提案でしたら申し訳ありません。学生なりの旅行を楽しもうとされているのでしたら、私の言葉は聞き流して――」


    「そんなことないです！　ぜひお願いします！」


    　山崎が九棚さんの言葉を遮さえぎって叫ぶ。


    「誰も文句なんてないよな？」


    　山崎の問いに僕やアリッサは頷くが、冬上だけは渋い顔をした。


    「確かに願ったり叶ったりだけど、また友月さんのお世話になるのね……」


    　すると友月が小さく呟つぶやく。


    「冬上さんは、人の厚こう意いを素直に受け取れないほど器量が小さいの？」


    「……友月さん、その嫌味はさっきの仕返し？」


    「別に」


    　冬ふゆ上がみの眉まゆがぴくりと動いた。


    「わかったわよ。私一人意地を張っても馬鹿みたいだしね。だけど食費とか負担できる限りは自分で払うから。今日はあくまでお招きだから遠えん慮りよなくご馳ち走そうになるけど、自分が楽しむための旅行まで全部肩代わりしてもらうつもりはないの」


    　しぶしぶ首しゆ肯こうした冬上を見て、はらはらしていた山やま崎ざきが胸を撫なで下ろす。


    「これで決まりだな。夏休みは友とも月づきさんの別荘にゴーだ。九く棚だなさん、ほんっとに感謝します！　あ、冬上の言う通りちゃんと自分たちで負担できるところは負担しますから！」


    「わかりました。ではご招待というより、格安ツアーと表現し直すことにいたしましょうか。ちなみに別荘は友月家のもので、私はあくまで手配するだけです。感謝なら未み由ゆ様にお願いします。それで期間ですが、当初は二週間ほどを考えていたのですが――」


    　どんどん話が進んでいく。この分だと今年の夏は忙しくなりそうだ。故郷に帰っている暇ひまなどありはしないだろう。何だか気が楽になった。これで色々余計なことを考えなくて済む。皆と遊んでいれば心の奥に残っている正体不明のしこりを忘れていられるはずだ。


    「ケースケ、いいの？」


    　隣となりのアリッサが僕にだけ聞こえる声で囁ささやいてきた。その表情は心配げだ。アリッサには叔お父じの手紙について話してある。たぶん僕が黙っているのを見て気にしてくれたのだろう。


    「ああ」


    　僕は短く答えて、アリッサの膝ひざ上うえで丸まっている由ゆ衣いを見る。きっと由衣もこちらの方が楽しいはずだ。てきぱきと話を詰めていく山崎と九棚さんを見ながら、僕は自分自身を納得させる。


    　それから食事の後も話し合いは続いたが、長期間の旅行になりそうだということもあり、それぞれ確認や調整が必要だと終業式の後に再度集まることにして解散となった。


    　僕は友月から美み澄すみさんが入院する病院の電話番号を聞く用事が残っていたため、山崎や冬上たちと一緒には帰らず、少し遅れて屋敷を出た。隣には人型になった由衣と僕を送っていくという名目で付いてきたアリッサ。話し込んでしまったために、空は既に夕焼けの赤から夜の群ぐん青じよう色に移り変わろうとしている。太陽が沈むと共に暑さも遠とお退のき、涼しげな風が吹いていた。チリンチリンと、どこかの家から風ふう鈴りんの音が響いている。


    「たらったたたーん」


    　由衣は上機嫌だった。また例の歌を口ずさんでいる。旅行が楽しみなのだろう。山崎達や九棚さんが一緒では人の姿になれる機会は少ないに違いないが、それでも嬉うれしそうだ。


    　アリッサもところどころ由衣と一緒になってメロディーを歌っていた。


    　さて――いつ切り出そうか。


    　僕はポケットの中にある紙切れを意識する。そこには美澄さんと言葉を交かわすための番号が書かれている。アリッサが気にしていた昨夜の疑問も直接話せば解消するだろう。


    「なあアリッサ、お前英語話せるか？」


    　とりあえずそれを確かめるべきだと、僕は口を開く。


    「え？　何よ突然」


    「いいから、どうなんだ？」


    「うーん……たぶん話せると思うわ。お爺じい様さまが生まれた国の言葉らしくて、お母様もたまに使ってたから」


    「たまに？」


    「ええ、日常語じゃなかったわ。普段使っていたのは今話しているこの言葉。私のお婆ばあ様さまはどうもこの国に縁ゆかりのある人だったみたいなの。ケースケには言ってなかったかしら？」


    「いや、初めて聞くような……そういやアリッサは最初から日本語上手うまかったな」


    「実はお爺様とお婆様は出会ったとき、ほとんど言葉が通じなかったらしいんだけど、お爺様は言語体系をすぐに理解して、基本的にお婆様の言葉で話すようになったみたい。それから家族の間ではこの言葉を使うのが普通になったって聞いたわ。追われる身としては内緒話に最適だしね。魔術の《姿の言葉シヤープワーズ》がこの国の言葉なのも、本来は呪文の意味を掴つかませないようにするためだったらしいわ」


    「へえ、そんな事情があったのか……」


    　当時の戦場はこの国から遠く離れた場所だったのだろう。だが未知の言語体系をすぐ理解するなど、やはりアリッサの祖父ヒース＝ストーリングは傑けつ出しゆつした人物だったらしい。


    「でも普段英語を使ってなかったなら、会話は苦手なんじゃないか？」


    「そんなことないわよ。方はこ舟ぶねにあった書物の多くは英語だったし、お母様にしっかり教わったわ。不安があるとしたら今の文法や発音と差異があることかしらね。まあケースケのパソコンでネットってやつを使った時、大体の違いは把は握あくしたから問題はないと思うけど」


    　違いを把握、か。これまで勉強をしているところなど見たことはないが、アリッサも相当頭がいいのかもしれない。血筋というやつだろうか。少なくても僕よりは英語の会話力や応用力があるだろう。


    「なら大丈夫そうだな。実は……」


    　そう言って僕は友とも月づきから渡されたメモ用紙を取り出す。


    「何これ？」


    　アリッサが首を傾かしげ、手を伸ばそうとしたときだ。由ゆ衣いが突然悲鳴を上げる。


    「きゃっ！」


    　僕もはっとして立ち止まる。気づけば目の前に壁が聳そびえていた。道が突き当たりだったわけではない。何な故ぜならその壁は無機物ではなく、一人の人間だったのだから。由衣は怯おびえたように僕の背後へ隠れてしまう。


    　だが僕は道を塞ふさぐ巨きよ躯くに驚きつつも、恐れは抱いだかなかった。


    「……オウ、ル？」


    　僕は確かめるように、仁に王おう立ちする知ち己きの人物へ呼びかけた。


    「久しいな、少年」


    　その低く通る声は、やはりよく知ったもの。だが本来ここにはいないはずの人間が発した声だった。


    「どうして……」


    　日本に？


    　そう訊ねる前に、オウルは巨躯を勢いよく折り曲げ、深々と頭を下げた。


    「頼む。娘を、透とう子こを助けてやってくれ」


    　搾しぼり出すようにオウルが告げた言葉に、僕とアリッサは息を呑のむ。


    　僕はアリッサが感じていた不安が今――明確な形を得て現れてしまったことを悟り、手の平に乗ったままだったメモ用紙をくしゃりと握り締めた。


    



    　　　　　　＊


    



    　人が減り、急に静まり返った街有数の大きな屋敷の中。金髪の女性がカツカツと靴くつ音おとを鳴らしながら石いし畳だたみの廊ろう下かを歩いていた。女性は豪ごう奢しやなドレス姿で洋風な屋敷の空間にとても馴な染じんでいる。


    　それまで自分の頬ほおに当たっていた夕陽の熱が途切れたことを感じ、彼女はふと足を止めて窓の外を眺ながめた。山の際が燃えているように赤く染まっている。それは昼の時間がこれから訪れる夜へ精一杯の抵抗をしているかのようだ。


    「また、時が巡めぐる……今日も来なかった、か。こんなお膝ひざ元もとにいるんだから気づいているはずなんだけど、私が来るのが早すぎたのかもしれないわね。まあできるなら、もうしばらくはこんな日々が続いて欲しいけれど」


    　口元に小さく笑みを浮かべながら、女性は気けだるげに呟つぶやく。だが景色を横目で見ていたその瞳から突然ふっと光が失われた。


    「――っ!?」


    　女性はよろめき、まるで視界を失ってしまったかのように近くの柱に縋すがりついた。


    「……これ、は――」


    　手で顔をおさえながら、女性が呻うめく。そしてそのままの姿勢で硬直してしまう。十秒ほど経った後、女性は大きく息を吐いて頭を振った。その瞳には光が戻っている。


    「今の……あんたが見せたの？」


    　女性は強こわ張ばった表情で視線を誰もいない虚こ空くうへと向けた。


    「――そう、見せたというより、見えた、か。これは本当に〝流れ〟の行く先？」


    　何者かへ問うように女性は呟つぶやく。


    「ふん、支流のはず、か……あんたに分からないことが、私に分かるわけないわよ。けれど、私の仕事なのは確かね」


    　女性はぎりっと歯を噛かみ締めた。


    「異常事態？　どうでもいいわ、そんなこと。私にとってこれは壊すべき予言。ただそれだけ。私はアリッサを――助けてみせる」


    　凛りんと背筋を伸ばし、強く告げる女性。先ほどまでの気けだるげな雰ふん囲い気きは微み塵じんもなく、女性は靴くつ音おと高く早足で歩き出した。
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    第二章　惑う選択、示す言葉


    



    
      １

    


    



    　夜が訪れると共に現れたのは、かつての敵であり《梟オウル》という名を《群れクラウド》において名乗っていた男。そしてアリッサの友人、美み澄すみ透とう子この養父である人物だった。美澄さんと共にアメリカへ渡ったはずのオウルが、どうしてここにいるのか僕らには分からず、さらに彼が口にした言葉の意味も把は握あくできてはいない。


    「トウコを助けてくれって……どういう意味なの？」


    　表情を険しくしてアリッサがオウルに問いかけた。


    「――何も訊いてはいないか？」


    　オウルは顔を上げ、逆に問い返す。


    「ええ、何が何だかさっぱりよ。トウコからは昨日手紙が届いていたわ。少し引っかかる部分はあったけど、そこには特別なことなんて書かれていなかった」


    「そうか、君にも……」


    　深刻そうに呟つぶやくオウル。


    「だから話して。トウコに何が起こっているのか。トウコを何から助ければいいのか、全部聞かせて。いったい敵は誰？」


    　その言葉にオウルは顔を歪ゆがめた。


    「敵など――おらんよ。これはそういう単純な話ではない。分かった、一から話そう……長くなるので場所を変えても構わんか？」


    「ええ」


    　アリッサが頷うなずく。オウルはそれを確認すると僕らを先導して歩き始めた。


    「ねえ、あのおじさん誰？」


    　オウルの大きな体たい躯くにまだ怯おびえている由ゆ衣いが僕に尋ねる。


    「あの人は昨日話した美澄さんのお父さんだ。色々あったけど、見た目ほど悪い人じゃないから安心しろ」


    「う、うん」


    　由衣は半信半疑のようだったが、僕の背後に隠れるのは止やめてオウルのことをジロジロ観察し始める。


    「……その少女は？」


    　気になったのかオウルが振り返り、僕らへ質問した。その途端、由衣はまた小さく悲鳴を上げて僕を盾たてにする。


    「妹だよ。名前は由衣。事情は知ってるから魔術絡がらみの話もして大丈夫だ」


    「そうか。しかし普通の人間ではないようだが……」


    　オウルは目を細めて呟つぶやく。由ゆ衣いの耳や首輪は当然帽ぼう子しとスカーフで隠していたが、何か違和感を覚えたらしい。さすが元《群れクラウド》の魔術師――それも幹部クラスだったという男だ。


    「まあ……な。由衣は僕の魔術で実体化している存在だ。以前のアリッサと同じように肉体があるわけじゃない」


    　由衣を安心させようと頭を撫なでながら説明する。


    「なるほど、立ち入ったことを聞いてしまったようだな。すまない。だが《方はこ舟ぶね》の姫君にも以前と異なる部分があるように感じていたが、そちらは体を取り戻していたのか。私たちがこの国を発たってさほど間がないというのに――多くの出来事があったようだな」


    「ああ。こっちも話すとすごく長い話になる。聞くか？」


    　オウルは僕の問いにしばし黙考したが、首を横に振った。


    「いや……興味はあるが、私はもう《群れクラウド》の一員であった自分を喪失した。ゆえに透とう子こと生きて行くことができるのだ。あまり知り過ぎるつもりはない」


    「わかった。じゃあ僕も余計なことは言わないようにする。だけど今の言い方だと、美み澄すみさんの話に《群れクラウド》や魔術は関係ないのか？」


    「そうだ。とても現実的な話だ」


    　それきりオウルは黙って足を動かし、繁華街からは少し離れた場所にあるファミレスへ僕らを案内した。賑にぎやかな店内には家族連れの客が多く、やけに凝こった制服を着たウェイトレスが忙せわしなく行き交かっていた。


    　てっきり人ひと気けのない場所へ向かっているものだとばかり思っていた僕は拍子抜けするが、漂ってきた食べ物の匂においに腹の虫が鳴る。そういえばもう夕食の時間だ。


    「好きなものを頼むといい。私が奢おごろう」


    「あ、ありがとう」


    　僕は礼を言う。今日はずいぶん食費に優しい日だな……。だがこんな場所へ連れてきたということは、本当に余よ人じんが耳にして困るという話ではないらしい。


    　運ばれてきたグラスの水で喉のどを潤うるおし、注文を告げた後、オウルは重々しく口を開いた。


    「では……まず透子の現状から話そうか」


    「お願い」


    　アリッサは表情を引き締めて促す。僕とアリッサの間に座った由衣も、ぴしっと背筋を伸ばして耳を傾ける。


    「あの子の体はとても重い難病に蝕むしばまれている。三年前は治療法さえ見つかっていなかったほどの病に……な。だが現在は新しい治療法を試験的に行っている病院があり、君らの友人が紹介してくれたおかげで臨床試験の被験者として入院することができた。その件はとても感謝している」


    「ええ。治療は順調じゃないの？　手紙では問題ないって書いてあったけど……」


    　不安そうに尋ねるアリッサ。


    「いや、すまない。最初に無用な心配は取り除いておくべきだったな。透とう子この病が悪化しているわけではないのだ。今現在、透子は投薬による治療を受けているが、それは十分に効果を上げている。残り半年だと言われた命も、長く繋つないでいくことができるだろう」


    「よかった……それじゃあ、いったい何が問題なの？」


    「問題――そう表現していいものかは分からない。むしろ透子に与えられたのは好機チヤンスだからだ」


    「チャンス？」


    「ああ。今、透子の前に新たな可能性が提示されている。上手うまく行けば病気は完治するかもしれない」


    「ホント!?　何よ、深刻な顔をしているからてっきり悪いことだと思えば、いい知らせじゃない！」


    　歓声を上げるアリッサ。だがオウルは大きく溜ため息いきを吐ついた。


    「それだけならば私が来る理由がないだろう。透子はな、その可能性を拒否したのだよ」


    「拒否……って何で!?」


    「はっきりとしたことは分からん。あの子は私にも話してはくれなかった。だが想像はできる。その可能性を掴つかむために受けなければならない手術。それを恐れているのだろう」


    　僕は頭の中でオウルの言ったことを整理しながら口を挟はさむ。


    「手術って、そんなに危険なものなのか？」


    「いや、確かにリスクはあるが成功率は決して低いものではない。今では一般的になった移植手術だ。あの子の病――症状としては臓ぞう器き不ふ全ぜんの一種でな、昔は移植による治療も試みられていた。だが根本的な原因が臓器にはなかったため、健全な臓器を移植しても再び病気に冒おかされ時間稼ぎにしかならなかったのだ。しかし今の新しい治療法と併へい用ようすることで、移植後に再発を防ぐことができるようになったらしい。一人目の患者は根こん治ちに成功したそうだ。けれど二人目は――」


    「失敗、したのか？」


    　沈ちん痛つうな表情でオウルは頷うなずく。アリッサの体が一瞬震えた。


    「手術自体は上手くいったが、拒絶反応がひどかったらしい。臨床試験ゆえに三例目である透子はリスクを知る権利があり、そのことも説明された。恐らくそれで手術を受けることを拒絶したのだろう」


    「確かにそれなら二の足を踏む気持ちは分かるな……」


    　前例が二件しかなく、その片方が失敗している。実際の成功率はどうあれ、美み澄すみさんにとっては五割の失敗が重く圧のし掛かるだろう。


    「だが私は透子に手術を受けて欲しい。担当医には結論を待ってもらっている。だがドナーの必要な手術であるため、あまり先延ばしにはできん。もう時間がないのだ。しかし私では言げんを翻ひるがえさせることができなかった……」


    　オウルは広い肩を落とすと、アリッサに目線を合わせて頭を下げる。


    「だから頼む。透とう子こを説得してくれ。君の言葉なら透子も耳を貸してくれるだろう」


    「あたし……が？」


    　少し怯ひるんだようにアリッサが息を呑のむ。


    「君にしかできないことなのだ」


    「――それは、どうしても必要な手術なの？　今の治療法だけじゃダメなの？」


    「確かに現在の投薬治療は効果を上げている。病気の進行は大きく抑えられるだろう。しかしそれが限界だ。長く生きられたとしても透子は一生病人として安静に過ごさざるを得まい。体に負担が掛かること――例えば出産などは叶わないのだ。私はそういう幸せを透子に得て欲しい」


    「でも……」


    「二例目の失敗は私も不安に思う。だが透子が歩んでいく長い人生のために、これは賭かけるべき機会なのだ！」


    　オウルの気迫は凄すさまじく、いつか拳こぶしを交まじえたときと同じくらいの圧力を覚えた。しかしアリッサは首を縦には振らない。
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    「トウコはもう決めたんでしょう？　オウルにできないことが、あたしにできるなんて思えない」


    「いや、君なら透とう子この心を揺ゆらせる。あの子は自分の命を君から与えられた物のように考えている。説得の余地はあるはずだ」


    「少し……考えさせて」


    　消極的なアリッサの返答。オウルはしぶしぶ「わかった」と気勢を収めた。


    　その後、料理が運ばれてきて食事が始まったが、アリッサはずっと黙りこんだままだった。僕や由ゆ衣い、オウルもアリッサの邪魔をしないよう黙々と箸はしを運ぶ。やがて全員の皿が空き、食器が下げられた後、ようやくアリッサが口を開いた。


    「ごめん――ずっと考えてたけど、やっぱりまだ何が正しいか分からない……」


    　アリッサは力のない声で謝る。それを聞いたオウルは嘆たん息そくした。


    「仕方あるまい。すぐに答えが出せることではないと理解はしている。できるだけ早く透子の元へ戻りたかったが、もうしばらく待とう。心が決まったら此こ処こを訪ねてくれ」


    　オウルはそう言うとテーブルの端にあるファミレスのチラシを取り、その裏にホテルの名前と部屋番号を書き記してアリッサへ渡した。


    「期限は……いつまでなの？」


    「透子が手術を受けるかどうかの答えを出すリミットへ間に合うためには、こちらは遅くとも明後日の始発電車で空港へ向かわねばならん。航空便は君が決断したら直ぐに出発できるよう、順次予約便を変更しておく、君が透子を説得してくれる気になったならば同行して欲しい。パスポートの問題はあるが君ならばどうとでも潜もぐり込めるだろう」


    「同行って、直接会いに行くってこと？」


    　驚いたようにアリッサが訊き返す。


    「そうだ。そのつもりがなければ自らここへ赴おもむきはせんよ。電話では透子が一度拒めばそれで終わってしまう。あの子の決心は既に固い。相あい対たいして言葉を交かわさねば説得は不可能だろう。もし君が今日明日中に結論を出せなくても、私は明後日の朝ギリギリまで駅の改札で待っている。できうるならあの子が長く幸せな時を過ごせる選択を促して欲しい」


    　オウルはそう言うと、気き押おされてポカンとしているアリッサをしばらく見つめ、立ち上がって伝票を取った。


    「先に出る。勘かん定じようは済ませておくから、ゆっくりしていってくれ」


    「待って！　あんたはもし透子が手術を受けて、それで……失敗したら後悔しないの？」


    　足を止めてアリッサへ顔を向けるオウル。


    「後悔は――するだろうさ。どうしようもないほどにな。しかしそれでも……」


    　言葉を切り、無骨な拳こぶしをぐっと握り締めたオウルは、それ以上何も言わずにファミレスを出て行った。


    　アリッサは店外へオウルの姿が消えると、隣となりの由衣へ縋すがるように手を伸ばし抱き寄せる。


    「お姉ちゃん？」


    「……あたし、どうしたらいいんだろ」


    　それは呟つぶやきとも、由ゆ衣いか僕への問いかけとも取れる言葉だった。しかしアリッサと同じように、僕と由衣も答えなど出せていない。確かにこれは〝現実〟だった。たとえアリッサが魔術師であり、世界の守護者《天使王ミトロン》の器うつわであったところで無意味な、揺ゆるがぬ事象。


    　倒すべき敵が居た方がある意味気楽だったかもしれない。


    　不ふ謹きん慎しんで短たん絡らく的だと分かりつつも、僕はそう思わざるを得なかった。


    



    　その日は寮に戻ってからも会話は少なかった。皆がそれぞれ、オウルの話に対する回答を模も索さくしていた。由ゆ衣いは考え疲れてしまったのか、アリッサが一度友とも月づきの家に戻って帰ってくるころにはスヤスヤと寝息を立てていた。窓から入ってきたアリッサは、眉み間けんに皺しわを寄せたまま眠っている由衣を見て苦笑を浮かべる。


    「ユイには悪いことをしたわね。夢の中でも悩ませちゃっているのかしら。これはあたしが考えなきゃいけないことなのに……」


    　ベッドの縁に腰掛けてアリッサが呟く。


    「アリッサの力になりたいんだろ。まあ由衣には難しすぎる問題だと思うけどな」


    「そうね、正解なんてないもんね。ケースケ……あたし色々考えたの。まだ結論は出ていないけど、少し聞いてくれる？」


    「ああ、もちろん」


    　断る理由などない。アリッサが心を整理するのに必要ならば、いくらでも話を聞こう。


    「私ね、オウルの言うことはよく分かるの。トウコが長く生きるだけじゃなくて、病気を治して普通の生活を送って欲しいって気持ち……同じだもの。せっかくのチャンスなんだし、手術を受けて元気になってくれれば言う事ないわ」


    「そうだな、手術が上手うまくいけば、それが最上の結果だしな」


    「ええ。けど……どうしても失敗した時のことを考えるの。もし失敗したら、その時点でトウコはこの世界からいなくなっちゃう。それはすごく怖い。このままトウコが手術を受けなければ、少なくてもその終わりは避けられるわ。今の状態でも長く生きられるってオウルは言ったもの。きっとトウコも――」


    　はたとアリッサは言葉を止める。


    「どうした、アリッサ？」


    「ねえ、ケースケはトウコがあたしと同じように考えたと思う？　手術を受けて仮に失敗したとき、あるはずだった時間まで失くしてしまう――その可能性が怖くて手術を止やめたんだと思う？」


    「それは……そうなんじゃないのか？　他に理由なんて思いつかないけど」


    　僕はそう答えたが、アリッサは納得のいかない表情を浮かべていた。


    「あたし、よく分からないけど、確信なんて全然ないんだけど……トウコはあたしと同じ考え方をしない気がする」


    「じゃあアリッサは美み澄すみさんが手術を拒こばむ理由は他にあるって言うのか？」


    「他って言うか……何かが少しだけズレてる感じがするの。何となくトウコらしくないのよ」


    　僕にはアリッサの言っていることが分からなかった。アリッサの感じたものは、美澄さんと話した時間の少ない僕には共有できないものだろう。けど、鼻で笑い飛ばすつもりはなかった。


    「だったら……確かめてみるか？　実は今日、友とも月づきから美澄さんが入院してる病院の電話番号を教えてもらったんだ」


    　僕は先ほど渡しそびれ、しわくちゃになってしまったメモ用紙をポケットから取り出す。


    「これ――もしかして昨日、あたしがトウコのことを気にしてたから？」


    「まあな。オウルの言う通り電話で説得するのは難しいだろうけど、美澄さんが何を考えているのかを確かめるぐらいならできるだろ」


    「いつもお節せつ介かいなのね、ケースケは……」


    　アリッサはそう言って微ほほ笑えむと、メモ用紙ごと僕の左手を両手で握った。


    「お、おい」


    　触れ合った手の温度にどぎまぎする。


    「電話は、あたしの気持ちが決まったときにするわ。そうじゃなきゃまともに話せそうにないからね」


    　僕の手からそっとメモ用紙を受け取り、アリッサは告げる。


    「そうだな。それがいい。中途半端な気持ちで話したら、きっと美澄さんの思いに引きずられるだろうからな」


    「ええ。だけど――明後日までに答えを出せるかしら」


    「もし難しいと思うなら、僕や由ゆ衣い以外の人にも相談してみたらどうだ？　今みたいに話をしていれば、新しく見えてくるものがあるかもしれない」


    「いいのかしら……頼っちゃって。自分で決めなきゃいけないことなのに」


    「答えを丸投げするんじゃなければ、構わないと思うぞ。色んな人の視点を参考にするのは答えを出す近道だと思う」


    「そうね……一人で考えるには時間が足りない、か。でも誰に？」


    「信頼できる人なら誰でも構わないだろ。魔術が絡からんだ話じゃないんだからさ。年長者だとウルトさんや九く棚だなさんなんか適役じゃないかな」


    　アリッサは「確かに、伯お母ば様やクダナなら――」と呟つぶやく。


    「他にも友月や陽ひ名なちゃん、冬ふゆ上がみ。あと山やま崎ざきや宮みや島じまだっている」


    「……ヒナまでなら信頼できるわね」


    　どうやら冬ふゆ上がみ、山やま崎ざき、宮みや島じまは不合格らしい。まあ今日初めてまともに言葉を交かわしたのだから仕方ないが、冬上に関しては由ゆ衣いに関する一件で警戒しているのかもしれない。


    「よし、じゃあ明日は休みだから一緒に回ろう」


    「わかったわ。ありがと。あたし一人だったら、ずっと悩んでるだけだった。ケースケのおかげで前に進んで考えられる」


    　そう言ってアリッサは、わずかに支つかえが取れたような表情を浮かべたのだった。


    



    
      ２

    


    



    　翌日、僕は狼の姿になった由衣と共に友とも月づき邸ていを訪れた。土曜の朝ということもあり、周囲の住宅街は静まり返っている。インターホンを押し、監かん視しカメラに見える位置でしばらく立っていると、キュルキュルキュルと甲かん高だかい音を立てて電動式の門が開いていった。


    　アリッサは一足先に魔術を使って戻っている。ついさっきまで同じ部屋にいた人間を迎えに行くというのは変な感じだ。玄関で出迎えてくれた九く棚だなさんに用件を伝える。


    「アリッサ様ならウルト様のお部屋に居られるはずです。朝食の後、お話しがあるからと一緒に出て行かれました」


    　そう九棚さんは説明し、案内しますと告げて歩き出した。僕は「そうなんですか」と応じながらも、そのことは既に知っていた。アリッサが部屋を出る前に、とりあえずウルトさんには一人で相談してみると言っていたからだ。身内ならば僕や由衣が傍そばにいなくても気兼ねなく話せるということだろう。


    　九棚さんは西館の三階へと僕を導く。どうやらウルトさんの部屋は以前僕らが泊まった北館ではないらしい。並んでいる扉のどれだろうかと視線を巡めぐらせていると、その一つが内側からキィッと開かれた。出てきたのはアリッサだ。顔を俯うつむけて、どこか元気がないように見える。


    「アリッサ？」


    　声をかけるとアリッサは鈍い動作でこちらに目を向けた。


    「あ、ケースケ……」


    「どうした？　顔色悪いぞ」


    「そう？　気のせいだと思うけど。それより迎えに来てくれたのよね。ちょっと一度部屋に戻って用意してくるから待ってて」


    　早口で僕の心配を杞き憂ゆうだと言い切るアリッサ。そして僕らが登ってきたのとは反対の階段へ走り去ってしまう。やはり様子がおかしい。


    　僕は屈かがみ込み、子狼の姿で隣となりを歩いていた由衣に小さく囁ささやく。


    「――由衣、アリッサに付いて行ってくれ」


    「ウォン！」


    　わかった、と言うように由ゆ衣いは強く吠ほえるとアリッサの後を追いかけていった。


    「よいのですか、遠とお見み様？」


    　アリッサと由衣が駆けていった方を見ながら九く棚だなさんが訊ねる。


    「はい。僕はウルトさんと話がありますから」


    「そうですか……では私はここで失礼します。またご用がありましたら、いつでも申しつけ下さい」


    　そう言って立ち去る九棚さんに礼を述べてから、僕はウルトさんの部屋をノックする。


    「――誰？」


    　扉の向こうからくぐもった声。


    「えっと、遠見……遠見啓けい介すけです。少し話したいことがあるんですけど」


    「ケイスケか。いいわよ、入りなさい」


    　了りよう承しようが取れ、僕は扉を開けて部屋へと足を踏み入れた。広い間取りと品のいい調度品、大きなダブルベッドが置かれた居い心ごこ地ちの良さそうな空間だ。だがそこはいつか友とも月づきの親しん戚せきを変わり果てた姿で見つけた部屋の構造と酷こく似じしており、僕は嫌な既き視し感かんを覚えた。


    　だがあれは東館の一室だ。ここではない。


    「お邪魔します」


    「いらっしゃい、ケイスケ」


    　ウルトさんは部屋の中央にある小さなテーブルの傍そばで佇たたずんでいた。テーブルには椅い子すが二脚設しつらえてあったが、うち一つは何な故ぜか床に倒れている。


    「今、アリッサが出て行ったみたいですけど……何かあったんですか？」


    　差し向かいでウルトさんと話すのは初めてだなと思いつつ、僕は気になっていることを訊ねた。


    「別に。あることを相談されたから助言をしただけよ。少しきつい言い方をしてしまったかもしれないけど」


    「きつい言い方って――アリッサが相談したのって美み澄すみ透とう子こさんの手術についてですよね？　いったいどんな事を言ったんですか？」


    「そう。ケイスケは知ってるのね。確かに私はトウコという子が手術を受けるべきか否いなかを訊かれたわ。だけど私はそれ以前の問題だって叱しかったの。その子が受けないと決めたのなら、そこで結論は出ている。決意に水を差す必要はないわって」


    　僕は少し意外に感じる。ウルトさんは何となく消極的な安全策を嫌う性格かと思っていたのだ。


    「でもウルトさん。アリッサが迷っているのはオウルに頼まれたからで、あいつが悪いわけじゃ……」


    　部屋から出てきた時のアリッサを思い出して僕は告げる。ウルトさんの言いたいことは分かるが、何も叱しかる必要はないだろう。


    「それがあの子のためよ。まったくオウルとかいう男……厄やつ介かい事ごとを持ち込んでくれたもんだわね」


    　不機嫌そうにウルトさんは毒づく。その台詞せりふに僕は違和感を覚えた。


    「アリッサのため？　これは美み澄すみさんの話じゃないんですか？」


    　数秒、沈黙が落ちる。


    「――ケイスケは耳聡みみざといのね。口が滑ったかしら」


    　苦い表情を浮かべるウルトさん。


    「どういうことですか？」


    「……今から言うことはアリッサに話さないでおいてくれる？」


    　その問いに僕は少し迷いつつも頷うなずく。


    「私はね、トウコって子の運命にアリッサを関わらせたくないの。もしアリッサの説得で手術を受けることになり、結果失敗してしまえばあの子は心に大きな傷を負うことになる。そんな危ない橋を渡らせるわけにはいかない。保護者としても、方はこ舟ぶねの一員としてもね」


    「方舟の？」


    　どうしてその単語が出たのかが分からなかった。伯お母ばとしてアリッサのことを優先させるのは理解できたが、どうもそれ以外の理由があるようだ。


    「ねえケイスケ。あんたはホリィを倒して――全部終わったと思っている？」


    「それは……」


    　言葉に詰まる。確かに《魔狼フエンリル》の正体、三年前の真実、アリッサを鍵かぎとしたホリィ＝ライトの計画は明らかになった。世界に再び魔術を取り戻すという《群れクラウド》の企たくらみも成じよう就じゆすることなく、僕らが打ち砕いた。


    　けれど、まだ謎なぞは多い。アリッサの祖父、ヒース＝ストーリングが《天牢ウオルフ＝ライエ》を創ったそもそもの理わ由けや、本来滅ぼされるはずだった《魔狼フエンリル》が逆に《天使王ミトロン》を圧倒した矛む盾じゆん。それに目の前にいる女性が未だこの街に留とどまっていること……考え出せばキリがない。


    　でも、出来うるなら終わりであって欲しいと思う。


    「そんなに甘くないわよ、ケイスケ」


    　僕の心を読んだかのようにウルトさんが告げる。


    「ウルトさんは……何を知っているんですか？」


    「何も知らないわ。知らないからこそ、ここにいる。私はただ、よりよい未来へと方舟を導く〝舵かじ〟でしかない」


    「意味が、分かりません……」


    　深い碧あお色いろの瞳からはウルトさんの感情さえ読み取れない。


    「そう？　分かりやすく言ってあげたつもりだけど。まあいいわ、とにかく私はアリッサに無用な傷を付けたくないということよ。それが今導くべき未来。たぶんあの子も分かってくれたでしょうし、もう心配はないと思うけどね」


    「もし、アリッサが説得することを選んだら？」


    「できればケイスケにもそうならないよう協力して欲しいわね。私の言うことは理解できたでしょう？」


    「はい。僕もアリッサに辛つらい思いはさせたくないです」


    　僕がそう答えると、ウルトさんは満足そうに頷うなずいた。だが僕の言葉は終わっていない。


    「――けどアリッサは自分のことじゃなくて、美み澄すみさんのことを考えて出した答えを選ぶはずです。そして美澄さんのことを考えての助言が欲しかったはずです。だから僕にはどっちがいいかなんて分からないけど……ウルトさんには協力できません」


    「そう……残念ね。けど中立ならそれでよしとするわ」


    　残念そうに肩を落とすウルトさんへ頭を下げる。


    「じゃあ失礼します」


    「待ちなさい、ケイスケ」


    　背を向けて部屋を出ようとした僕だったが、ウルトさんが僕を呼び止めた。


    「あんたに見せたいものがあるわ。今夜十二時〝終わっていない〟ことを知りたいなら、部屋のベランダで待ってなさい。一人でね」


    「――はい」


    　僕は振り返らずに頷くと、扉を開けた。


    　もしかしたらウルトさんは一番相談してはいけない相手だったのかもしれない。そんな予感を抱いだきながら、僕は怒られて落ち込んでいるはずのアリッサを捜さがしに歩き出した。


    



    「えっと、ここだな……」


    　僕は以前屋敷に泊まったときの記憶を頼りに北館二階――アリッサの部屋前へとやってきていた。この階は一部屋がとても大きく扉の間かん隔かくが広い。そのためか妙に廊ろう下かが短く見えた。


    　フロアは静まり返っていたが、部屋の内側からはわずかな物音が聞こえ、誰かがいる気配がある。この部屋で間違いないだろう。具体的にウルトさんから何を言われたかまでは分からないが、早く元気づけてやらないと。


    「入るぞー」


    　ノックを一回だけして僕は扉を開く。中にいるのは毎日僕の部屋で過ごしているアリッサのはずだ。ゆえに返事も聞かずに気安く行動した……してしまった。


    「「――え？」」


    　間の抜けた声が重なる。僕の視界には白い素肌を晒さらした下着姿の少女。窓から差し込む朝日の中、その肌は黒髪とのコントラストも相まって透き通るような美しさを放っていた。


    　そう、黒髪だ。目の前であられもない姿のまま硬直しているのはアリッサではなく、何な故ぜか……友とも月づきだった。


    「み、みみみ未み由ゆ？　な、何で……」


    　とっさに名前で呼んでしまう。いや、二人のときはそう呼ぶという約束なので間違ってはいないのだが、これは単に焦あせった結果だ。


    「け、啓けい介すけくん……？」


    　友月の白い肌が、さぁっと朱しゆに染まる。何というか、以前友月の裸に近い姿を見てしまったことはあるが、あの時は夜だったため今と印象がまったく違う。


    「えと、その、き、綺き麗れいだな」


    　思わず自分でも訳の分からないことを口走ってしまった。


    「はぅ……」


    　友月は足の力が抜けてしまったのか、ぺたんと床に座り込んだ。


    「お、おい大丈夫――」


    　駆け寄りかけて、自分がすべきことは逆なのだと気づく。


    「って、わ、悪い！　今すぐ出てく！」
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    　半裸に近い友とも月づきの姿から無理やり視線を引き剥はがすと、僕は一いち目もく散さんに部屋から出て扉を閉めた。


    「はあっ、はあっ……」


    　部屋の中からここまで、わずかな距離ながら恐らく人間の限界速度で動いたのだろう、動どう悸きが激しい。「はぁー……ふぅー」と気持ちを落ち着かせるために深呼吸をする。


    「あ、あの……啓けい介すけくん？」


    　すると扉を挟はさんで友月の声。


    「い、いや、ほんっとゴメン！　ここアリッサの部屋だと思ってて……」


    　僕は必死に謝罪する。これは完全に僕が悪い。仮に中にいたのがアリッサだったとしてもよく考えれば同じ事態になったかもしれないのだ。無ぶ遠えん慮りよに扉を開けた自分の馬鹿さ加減に呆あきれかえる。


    「そうだったんだ……私こそ、驚かせちゃったね。もう服着たから入っていいよ」


    「わ、わかった」


    　正直さっきの映像が脳のう裏りをチラついてまともに友月の顔を見られるか危あやうかったが、僕はゴクリと唾つばを飲み込んで扉を開ける。友月は落ち着いた色調のブラウスと丈たけの長いスカートを纏まとってクローゼットの傍そばに立っていた。


    「…………」


    　気まずく視線を絡からませる。友月の頬ほおはまだ少し赤い。


    「その、ね」


    　固い声で沈黙を破る友月。


    「――こ、ここは特別なお客様用の寝室なの。昨日は陽ひ名なさんが泊まっていくことになって、私も同じ部屋で寝ちゃったから……。アリッサさんの部屋は西館二階になったんだよ」


    　言われてみれば、友月と陽名ちゃんは屋敷に残っていた気がする。


    「知らなかった……でも陽名ちゃんはいないようだけど――」


    「何か用事があるらしくて、もう寮へ帰ったみたい。私は寝坊しちゃって――今起きて、そこの書置きを読んだとこなの」


    　友月の指差す先を見れば、机の上に丸っこい字で『ぐっすり眠っておられるようなので、起こさずに帰ることにしますです』と書かれた紙の切れ端が乗っていた。


    「そっか、じゃあ陽名ちゃんと僕は入れ違いだったんだな。事情は分かったけど――その、怒ってないのか？　ビンタの一、二発なら甘んじて受けるぞ？」


    　恐らくアリッサなら蹴けりか魔術の一撃が飛んでくるところだろう。


    「び、びんた？」


    　裏返った声を上げ、友月が驚く。


    「え？　や、やっぱりそれじゃ足りないか？　できれば死にそうな魔術は勘かん弁べんして欲しいんだけど……」


    「啓けい介すけくん、ち、違うよ。私、別に怒ってないから。恥ずかしかったけど……悪気がなかったって、分かってるし」


    　予想外の台詞せりふに僕は呆ほうける。アリッサの過か剰じよう報ほう復ふくを日常的に受けてきた僕には、まるで友とも月づきが女神のように思えた。


    「ほ、本当か？　油断させておいて、不意打ちとかないよな？」


    「私、そんなことしないよ……啓介くん、よく分からないけど苦労してるんだね」


    　哀れむような眼まな差ざしで疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっている僕を見つめる友月。


    「まあな……だけど、ありがと。そんで悪かったな。ビンタがなしなら、今度何か奢おごるよ」


    「うん。それならまた学食のパンを買ってきてもらおうかな。あ……だけどもう終業式が終わったら夏休みだったね」


    　友月はそう言って笑う。僕も釣られて笑った。


    「じゃあ九月に持ち越しだな。忘れないようにしておく」


    「お願いね、啓介くん」


    　空気が和なごみ、僕はほっとする。


    「あ、そうだ。胸の傷――ちゃんと治ってたみたいで安心したよ」


    　気が緩ゆるんだせいで、僕はふと思いついたことを深く考えることもなく口に出した。


    　さっき見た白はく磁じのような肌にはホリィ＝ライトに刻まれた黒傷は跡形もなかった。友月の口から治ったとは聞かされていたものの、この目で確かめたのは初めてだったのだ。


    「え――そ、その……うん……」


    　だが友月はまた居い心ごこ地ち悪そうに、顔を赤くして俯うつむいてしまう。


    　しまった、わざわざ話を戻してどうするんだよ……。


    「悪い、えっとそんなジロジロ見てたわけじゃないんだ」


    「う、うん。いいの、気にしてくれてたのは嬉うれしいから」


    「でもどうして急に治ったんだろうな……よかったとは思うけどさ」


    「そうだね――私にも分からない」


    　友月は言葉少なく同意した。これまで何度か同じ話題を出したことがあったが、いつもこんな感じだ。


    「本当に、何も心当たりがないのか？」


    　今は二人きりなので少し深く突っ込んでみる。


    「ない、と思う。あの時は痛みがひどくて何も覚えていないから……それより啓介くん、アリッサさんに何の用事だったの？」


    「え？　ああ、実は――」


    　何となく友月がこの話題を避けたがっているように思えたが、勘違いである可能性も高い。そのため僕は追及を控えることにし、美み澄すみさんの件とアリッサの悩みを説明した。


    「――ってわけで、答えが出ないからとりあえず色んな人に相談して回ろうかと思ったんだ」


    　僕が話し終えると、友とも月づきは大きく溜ため息いきを吐ついた。


    「難しい問題だね……やっぱりウルトさんに相談するのが一番じゃない？」


    「いや、それがそうでもなかったみたいで……」


    　僕は先ほどウルトさんに言われたことを掻かい摘つまんで話す。


    「そう……アリッサさんのことを考えるなら、間違いじゃないと思うけど――ちょっと、違うね」


    「まあな。僕も何か納得できなかった。だからアリッサを捜さがして、まだ結論を出していなかったら他の人に相談してみるつもりだ。よかったら未み由ゆも力になってやってくれ」


    　だが友月は困ったような表情で首を横に振った。


    「私には、無理だよ。そんな難しい問題に、答えなんて出せない。むしろ……私の方が訊いてみたいぐらいだもの。正解のない選択を前にしてどうすればいいか――」


    「そっか……まあそうだよな。じゃあやっぱり次は九く棚だなさんに相談するしかないか」


    「九棚に？」


    「ああ。正直僕らの周りにいる大人ってウルトさんと九棚さんぐらいしかいないからな」


    「うん――そうだね。九棚なら、力になってくれると思う。よかったら私からも頼んでみようか？　私も九棚がどういう答えを出すか気になるから。それに、一つだけ訊いてみたいこともあるし」


    「助かる、正直九棚さんとはそれほど親しいわけじゃないからな……。あとついでにアリッサの部屋も教えてくれないか？」


    　僕の言葉に友月は頷うなずく。


    「また、誰かの着替えを覗のぞいちゃったら大変だもんね。じゃあ私が、直接案内するよ」


    　友月にしては珍しい、からかうような台詞せりふに苦笑する。


    「そうだな、次にあんなことがあったらどんな目に遭あうか……」


    「――私は、何度でも怒らないよ。啓けい介すけくんなら」


    　それも恐らく冗談の続きなのだろうが、一瞬ドキリとした。


    「あ、あんまりからかうなって！」


    　動どう揺ようしたのが恥ずかしくて、僕は顔を背けて部屋を出る。


    「ごめん、ね」


    　後をついてきた友月はそう言って曖あい昧まいに笑った。


    



    「――そうだ啓介くん。旅行、楽しみだね」


    　廊ろう下かを並んで歩いていると友とも月づきが口を開いた。


    「ああ、僕もだ。ありがとな、別荘にまで招待してくれて」


    　叔お父じからの手紙についてはもう考えないことにして、そう答える。


    「お礼なんていいの。皆で行った方が賑にぎやかだから、私も嬉うれしい。友月の姓を名乗るようになってからは、一度も行楽目的の旅行なんてしたことないから、すごくワクワクしてる」


    「僕も似たようなもんだよ。旅行はしばらくしてない」


    　三年前、海かい難なん事故で滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまった船旅が、僕にとって最後の旅行だ。


    「――でも美み澄すみさんのことが何とかなるまでは、まだ浮かれた気分にはなれないけどな。アリッサもきっとそれどころじゃないだろうし」


    　それを聞くと友月は少し寂しそうな表情を見せて、僕から視線を外して前を向く。


    「そうだよね……ごめん、さっき話を聞かせてもらったばかりなのに。啓けい介すけくんは――すごいよ。いつも一いつ生しよう懸けん命めいに、アリッサさんを支えようとしてる。私は、他ひ人と事ごとみたいに考えていたのかもしれない」


    　どこか沈んだ声こわ音ねで小さく呟つぶやく友月。


    「いつもってわけじゃないと思うけどな……。それにこれはアリッサ一人で抱かかえるには重い問題だしさ」


    「けど重荷なら誰の物でも手を貸すわけじゃ、ないよね？」


    「まあ……そりゃ世界中の困ってる人を助けたいとか、そんな正義の味方みたいなことはできないし、やろうとも思わないさ。単にアリッサは手の届く場所にいるからだよ」


    「手の届く場所、か。やっぱり啓介くんの一番近くにいる人は、アリッサさんなの？」


    　友月はずっと前を向いたまま話をしているので、表情が読みづらい。どういう意図の質問なのか量りかねたが、何となくきちんと答えなければいけない気がしてゆっくりと言葉を紡つむいだ。


    「それは……アリッサとは嫌でも一緒にいなきゃいけない状態だったからな。昨日山やま崎ざきに指摘されて気がついたけど、あいつにはたぶん僕の普通なら見せない部分を見せてるんだと思う。そういう意味じゃ近いんだろうな」


    「そう――当たり前だよね。毎日傍そばにいるんだもん。アリッサさん、寮では騒がしくしてない？」


    「まあ、そこまでは……って――え？　今、何て？」


    　寮では騒がしくしてない？　それはまるでアリッサがこっそり僕の寮へ出入りしていることを知っているような台詞せりふだった。


    「やっぱり、ね。カマをかけてみたの」


    　友月はそう言って朗ほがらかに笑う。背筋を冷や汗が伝った。


    「あ、そのな、落ち着いてくれ。アリッサは由ゆ衣いのために来てくれてる面もあって――」


    「いいよ、啓介くん。私、たぶんこうなると思ってたから」


    「え？」


    　友とも月づきの口調は予想に反して穏やかだった。


    「アリッサさんは、私が何を言ったところで縛しばっておける人じゃないもの。やりたいことがあるなら、どんな鎖でも引きちぎって飛んでいける自由な人。私とは――正反対」


    「未み由ゆ？」


    　友月の横顔にどこか危あやうさを感じて、僕は名前を呼ぶ。だが友月はその表情を微ほほ笑えみで覆おおい隠した。


    「でも黙認してると思われるのは嫌だから、私が気づいたことは内緒にしておいてね」


    「ああ……」


    　頷うなずくものの、友月の様子がやはりおかしいように思い、僕は言葉を続ける。


    「――そのさ、アリッサを助けたいって思うのは、あいつが開あけっ広ぴろげに迷いをぶつけてくれるからだ。何を悩んでいるか分かるから、手を伸ばせるんだよ。僕は未由が困っていても絶対助ける。だから何かあったら相談してくれ」


    「うん、ありがと」


    　今悩み事があるなら話してくれという意味で告げた言葉だったが、友月は笑みを浮かべたまま頷いただけだった。


    　僕の考えすぎだったのかもしれないが、もし友月が自分を〝遠い〟と感じて口を開いてくれないのなら、一つ訂正すべきことがあった。僕は歩調を少し速めて友月の前に出ると、振り向かずに言う。


    「あのさ、確かにアリッサは僕の一番近くに来たやつかもしれない」


    　アリッサとは仮か面めん憑つきが溢あふれる街で出会い、僕はその窮きゆう地ちを脱するために体を貸した。結果、否いや応おうなく零ゼロ距きよ離りでの付き合いをする羽目になったのだ。けど僕はそれ以前からもっと踏み越えたい〝距離〟があった。狭い教室の中、見えない壁に遮さえぎられて近づけなかった僕の斜め後ろ、窓際の席……。


    「でも、僕が自分から初めて近づこうとしたのは、近づきたいと思ったのは――たぶん、未由なんだ」


    　机がなくなり立ち尽くしていた友月へ、新しい机を持って近づいて行った一歩一歩は、自分の意思で踏み出したものだった。その時の思いは今も変わらず胸にある。


    「え？」


    　友月の声が揺ゆれた。


    「…………それだけ、覚えといてくれ」


    　あまりに恥ずかしい台詞せりふを口にしてしまった。僕は耐えられず、早足で友月から離れる。


    「あ、け、啓けい介すけくん！　アリッサさんの部屋通り過ぎちゃってるよ！」


    　我に返った友月が追いかけてくるまで、僕は無駄な距離を歩き続けていた――。
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    　コンコン。


    　先ほどの教訓を踏まえて、アリッサの部屋をノックした僕は返事があるまで待つ。しかし返事がない。隣となりの友とも月づきが「いないのかな」と呟つぶやいた。


    「ど、どうだろ……」


    　まだ自分自身のクサイ台詞せりふにより受けた精神的ダメージが癒いえておらず、友月をまともに見られない。だが友月はあまり気にした様子はなく、僕一人あたふたしていても格好悪いと無理やり気合を入れ、もう一度扉を叩く。


    「アリッサー？」


    　そう呼びかけた時、扉の内側からパタパタと足音が聞こえた。


    「お兄ちゃん？」


    　ガチャッと扉が開かれ、人の姿になった由ゆ衣いが顔を出す。


    「あ、いたんだな。アリッサは？」


    「いるよ。ごめん、ノック誰か分からなかったから……」


    「まあ由衣は九く棚だなさんに見つかったら困るからな。えっと、入っていいか？」


    「うん。あっ――」


    　頷うなずいた由衣だったが、僕の隣に友月がいることに気づいて逃げるように部屋の中へ戻っていった。


    「私……もしかして、嫌われてるのかな？　そういえば住む場所のことで揉もめたとき、怯おびえさせちゃったもんね」


    　少し寂しそうに友月が呟く。


    「いや、そんなことないと思うぞ。由衣は人見知りするから、友月に驚いただけだって」


    　慌あわててフォローしながら、僕は部屋へと入る。


    「あ、ケースケ、ミユ」


    　ベッドの上に三角座りをしていたアリッサが、今気づいたように僕らを見た。そして、はっとした顔を見せて立ち上がる。


    「ごめんケースケ、迎えに来てくれたのね。少しぼーっとしてて忘れてたわ」


    「別にいいよ。ウルトさんにきつく叱られたんだろ？」


    「そっか……伯お母ば様に聞いたのね」


    　肩を落として頷くアリッサ。


    「――トウコの決めたことに口出しするべきじゃないって言われたわ。あたし、オウルの話に囚とらわれて、そういう見方をしてなかったから……反省してるの」


    「なら、説得はしないのか？」


    　ウルトさんに協力するつもりはなかったが、それがアリッサの選択ならば口は出さないでおこうと思いつつ問いかける。


    「まだ、分からない。伯お母ば様は正しいけど、それでいいのかなって気持ちもあるの」


    「じゃあ……？」


    「ええ、他の人にも相談してみたい。背中を押してもらいたいんじゃなくて、伯母様みたいに、あたしが見えていなかった部分を教えてくれるかもしれないから。あたしは――できる限り色んなことを考えて、知って、自分で決めるわ」


    　その言葉を聞いて、どこか安心する。


    　アリッサはきっと、ウルトさんが知っているアリッサとは違うんだな……。


    　先ほどのウルトさんはまるでアリッサがほぼ確実に従うと考えているような口ぶりだった。《方はこ舟ぶね》にいた頃、ウルトさんの指示は絶対に近かったのかもしれない。


    　先ほどウルトさんとの会話で感じた引っかかりの一つは、そんな風にアリッサが軽く見られていることへの苛いら立だちなのだろう。


    「だったら次は九く棚だなさんに話してみないか？　友とも月づきも頼んでくれるっていうし」


    　隣となりの友月が前に進み出て頷うなずく。


    「うん、私はいいアドバイスなんて思い浮かばないから……代わりにね」


    「それで十分ありがたいわよ、ミユ」


    　アリッサは微ほほ笑えんで礼を言う。


    「じゃあ付いてきて。この時間なら、たぶん洗せん濯たく物ものを干していると思うから」


    　つくづく何でもこなす人だな……。


    　僕は胸中で九棚さんに感心しつつ、アリッサと狼の姿に変身した由ゆ衣いと共に、友月の後へ続いたのだった。


    



    　物干し場は東館一階から出ることができる裏庭にあった。古びた物置小屋や、今は使われていないと思われる蓋ふたをされた井戸が見える。きちんと手入れされた中庭に比べれば、雑多な印象だ。さらに多くの洗濯物が風に靡なびいているのが生活感を滲にじませている。白いシーツが目に眩まぶしい。その中でシャツの皺しわを伸ばしながらハンガーにかけている九棚さんを見つけ、僕らは近づく。


    「おや、どうなされたのですか？　こんなところへ皆様方で来られて……」


    　声をかける前に気づいた九棚さんは僕らへ問いかけてきた。


    「えっと、少し相談したい事があるんです――お仕事が一いち段だん落らくしてからでいいんですけど」


    「ええ、構いませんよ。もうすぐ終わりますから」


    　快こころよく承しよう諾だくしてくれた九く棚だなさんはほとんど空っぽになった洗せん濯たく籠かごを指差した。


    「九棚さん、僕も手伝います」


    　何もしないのは悪いような気がして、僕は洗濯籠から黒い布切れのようなものを取り出す。どうやらこれが最後みたいだ。


    「――だ、だめっ！」


    　丸まった布を伸ばして洗濯バサミに止めようとした僕だったが、突然友とも月づきが大声を上げたのに驚く。


    「どうしたんだ、友月？」


    　そう訊ねた後で自分が手にしている黒い布の正体に気が付いた。それは細かい刺し繍しゆうが施ほどこされた高級そうなＴ字型の下着。一般的にパンツと表現すべきもの……。頭の冷めた部分が十分ほど前に見た映像を再生させる。あの時見た友月の下着は白。


    　そう――白だ。黒じゃない。


    　この屋敷はこれだけ広いのだ。見かけたことはないが、九棚さん以外の使用人もいるはずだ。僕は一いち縷るの望みに賭かけ、九棚さんへ問う。


    「あ……あの、九棚さん、この屋敷にメイドさんとか……女性の方は働いておられるんですか？」


    「いえ、以前はいたのですが今は私一人だけです。私が来てからそれまでの使用人には全て暇ひまを出しましたので。人手不足ですから新たに雇やとい入れてもいいとは思っているのですがね。今のところ足りない手は外部の業者に頼んでいるという状態です」


    「そうですか……」


    　希望は潰ついえた。いや、ウルトさんや、アリッサのものだという可能性も――。


    「うぅ～～……」


    　だが目の前で真っ赤になっている友月を見て、それを検討する意味などないことを悟る。


    「お、大人っぽいのも持ってるんだな」


    　言い訳をしようとして、またもや余計なことを口走った。


    「…………」


    　顔を伏せて無言で詰め寄ってくる友月。今日二度目の失態だ。さすがに許してくれないかもしれない。


    「ご、ごめん！」


    　反射的に友月へパンツを差し出す。


    「……啓けい介すけくんの、ばか」


    　小声でそう呟つぶやいた友月は僕の手からパンツを取り上げると、自分の手で洗濯バサミに吊つるした。よく見れば、隣となりにはブラジャーもぶら下がっている。女物の下着はその他にも二枚あった。


    「ジロジロ見てるんじゃないわよ、ケースケ」


    「ぐわっ！」


    　アリッサが僕の背中を蹴けり飛ばす。大きく吹っ飛んだ僕は地面に倒れ伏した。


    「ワウッ」


    　さらに由ゆ衣いまでもが頭に齧かじりついてきて、僕は焦あせる。


    「痛っ、ちょっ……痛いって由衣！」


    　よく分からないうちに女性陣全員を敵に回したようだ。そのまま僕は九く棚だなさんが止めてくれるまでアリッサと由衣から逃げ回る羽目となった――。


    



    「そうですか、ご友人が難しい岐き路ろに立たされているわけですね……」


    　九棚さんがアリッサの話を聞いて深々と首しゆ肯こうする。


    　あれから全身に足型と歯型を付けた僕は、微妙に余よ所そ余よ所そしくなった友とも月づきとアリッサと共に客間へ移動していた。体中がひりひりしたが、神妙な顔を保ってアリッサと九棚さんの会話を見守る。


    「ええ。クダナはどう思う？　どんなことでもいいから聞かせて欲しいの」


    「どんなことでもですか。しかし私などが軽々しく意見するには少々重過ぎる問題のように思うのですが……」


    　九棚さんは困り顔でそう答えた。そこに友月が口を挟はさむ。


    「――なら、アリッサさんの問題じゃなくて、九棚が難しい選択に直面した時どうするかを聞いてみたいな」


    「私の、ですか？」


    「うん。例えば九棚の気持ちと、友月家としての役目が相あい反はんしたときに、どうするか……とか」


    　友月は真剣な表情で九棚さんを見つめる。これが友月のしたかった質問なのだろうか。今の問いはもしかしたら友月が抱かかえている悩みの一端かもしれない。


    「確かにそのような状況は過去に何度かありました。もしその話をするならば経験談のようなものになってしまいますが……」


    「お願い。そういう話の方がむしろ嬉うれしいわ」


    　アリッサはそう答え、友月も頷うなずく。だが九棚さんは何な故ぜか友月を窺うかがうように目を細める。


    「けれどこれは未み由ゆ様の母君――未み世よ様に関わるお話となります。よろしいでしょうか？」


    「え……お母さんの？」


    　友月は驚きの声を上げる。


    「はい。私が高校に通うため、友月本家に居い候そうろうさせていただいていた時のお話です」


    「本当!?　私、聞きたい。そういう話、九棚はあまりしてくれないんだもの……」


    　九棚さんは友月の返答を聞いて微ほほ笑えむ。


    「どうやら過去はもう、未み由ゆ様にとって知りたいと思えるものになったのですね。以前はご両親の話題が出ると悲しそうな顔をなされたので避けていたのですよ」


    「あ――ごめん、九く棚だな。私、気を使ってもらっていたのね……」


    「構いません。私としては喜ばしいことです。これもきっと遠とお見み様方のおかげなのでしょう。それでは、少し長くなるかもしれませんがお話ししたいと思います」


    　友とも月づきとアリッサは頷うなずく。そして九棚さんの昔語りが始まった。


    「私はかつて二度、友月家の役割と自身の気持ちとの狭はざ間まで揺ゆれ、アリッサ様と同じように、正答の分からぬ問いに迷ったことがあります。一度目は私が高校二年生――ちょうど未由様や遠見様と同じ年に起こった出来事でした。以前の未由様と同じように、未み世よ様へ婚こん姻いんのお達しがあったのです」


    　お達し――それは逆らうことの許されない命令だったのだろう。親族会議に潜もぐり込んだ時、本家の当主代理秘書が高圧的に告げるところを僕も見ている。


    「しかし未世様はとても悩まれておりました。その頃、未世様には通っていた大学で交際なされている男性がいましたから。その事を知っていたのは本家では私ぐらいのものだったでしょう。私は幼い頃より度たび々たび本家に訪れていて、比較的年の近い未世様とは姉と弟のような関係でした。普段は私の方が話を聞いてもらう立場だったのですが、こと恋愛事には不慣れだった未世様は、私によくその男性について相談を持ちかけていたのです」


    「九棚がお母さんと親しかったっていうのは知っていたけど……その男性ってお父さんのこと？」


    　友月が我が慢まんできないといった様子で口を挟はさんだ。


    「はい。その方は笹ささ代しろ由ゆ紀き斗と――未由様のお父様ですよ。直接お目にかかったことはないのですが、人格的に優れた方だというのは話を聞いていれば分かりました。お二人が通われていたのは美術を専攻する大学で、笹代様は傑けつ出しゆつした才能を持っていたと聞き及んでいます。しかし友月家から見れば、ただの一般人――家に益えきをもたらす人物とは見なされません。交際が明るみにでれば反対されるどころか、笹代様に害が及ぶ事態にもなったでしょう。体が弱く、それまで重きを置かれていなかった未世様でしたが、結婚が決まってからは監かん視しが強くなり、笹代様と会える機会も減りました」


    　そこまでは以前、僕へ個人的に九棚さんが聞かせてくれた話をなぞっていた。確かこの後二人は――。


    「未世様の沈み様は見ていられないものでした。私は未世様に笑っていて欲しくて、体調を崩くずし寝込んでしまった未世様を励まし続けましたが、私の言葉は届きませんでした。そんな時、未世様から駆け落ちを考えていることを打ち明けられたのです」


    　九棚さんの表情からは苦い思いが読み取れた。もしかしたら九棚さんは友月の母親を姉以上の存在として見ていたのかもしれない。


    「私は反対しました。友とも月づき家から逃げられるわけはない、連れ戻されるのは目に見えていると言い聞かせました。けれど未み世よ様の意志は強く、彼と一緒でなければ生きて行く意味もないと、ご自分の命を盾たてに迫り――私は見み逃のがすことを承しよう諾だくしました」


    「お母さんがそんなことまで……」


    　友月は意外そうな表情だ。きっと頭の中にある母の像と一致しないのだろう。


    「はい。ですが私の〝選択〟はそこからでした。その時、未世様のお世話をしていた私が目を瞑つむれば、逃げ出すことはできるでしょう。しかしそこまでです。友月家の手から抜け出せないことは、私には分かりきったことでした。私が生を受けた九く棚だな家は、友月分家の末まつ席せきであり、友月家を裏から支えることが役目。ゆえに私は友月家が有する情報網の広さをよく知っていたのです。未世様を自由にして差し上げるためには、帰る場所をなくしてしまう外ほかないと私は悟りました」


    「帰る場所を失くす？」


    　僕の疑問に九棚さんは自じ嘲ちようを含んだ笑みを見せる。


    「未世様の駆け落ちを、大きく脚色した上で婚約者となった方にリークし、友月家の面めん子つを潰つぶすということです。そうすれば友月家は責任とケジメを付ける形で未世様を勘かん当どうせざるを得なくなり、友月家の縛いましめからは解き放たれます。ですが私は迷いました。友月家の息が掛かった組織は多く、たとえ自由を得てもお二人は苦しい生活を送ることになることが分かっていましたから。それに未世様が勘当されれば二度と会うことはないことも……」


    「だけどクダナは、それを選んだんでしょう？」


    　アリッサがそう問いかける。


    「そうですね。私は未世様にとって一番の幸せは笹ささ代しろ様と共にあることなのだと信じて行動しました。しかしそれが正しかったのかは、今も分かりません」


    「後悔してるの？」


    「全くしていないと言えば嘘うそになります。結果として未世様は命を落とされたのですから。私が捨て去った選択の先に、未世様が生きていた未来があったのかもしれないと思えば、自分が正しかったなどと言える訳がありません」


    　その言葉に友月が反論する。


    「でも、結婚していたらお母さんは不幸だったと思う。私の家には、お金はあまりなかったけど、お母さん達はいつも笑ってたよ」


    「――ありがとうございます、未み由ゆ様。私も……分かっています。それに何よりお二人が結ばれなければ、未由様はここに居られないのですから」


    　九棚さんは友月へ優しげな視線を向けた。


    「九棚は……役目よりも自分の気持ちを取ったんだね」


    　友月の確かめるような言葉に九棚さんは苦い表情で笑う。


    「いえ……そのときの私は結局自分の役割を全て捨て切ることはできませんでした。それまで培つちかってきたものと、将来を鑑かんがみて、自分のしたことが露ろ見けんしない程度の手助けしか……。そして二度目――未み由ゆ様をこの屋敷から逃のがすために全寮制の学校へ入学させようとした時も、中途半端に灘なだ世せ様の目が届く傘さん陽よう学園を選びました。どれも自分の立場を完全に失ってしまわないようにする妥協点ですよ」


    「九く棚だな、それに関しては私、ちゃんと分かってるよ。もし友とも月づき家から弾き出されちゃったら、それ以上私を庇かばうことができなくなるからでしょう？」


    「……綺き麗れいな言い方をすれば、そうなるのかもしれません。ですが私は生まれた時から友月家の一部として働くことを義務付けられ、育てられました。私の役割を否定することは自分自身の存在意義を否定することです。結局私は九棚という友月分家の冠かんむりを捨てられないのですよ。それに学園に入学された後、未由様は辛つらい状況にあったと聞きます。私は決して最善の選択はしていないのです」


    　そう呟つぶやくと九棚さんはアリッサを見る。


    「アリッサ様。私は選択自体に正否は存在しないと考えています。どちらを選んだところで長い未来の果てには良いことも悪いことも起こります。ですから後悔しない選択など、この世にはないのでしょう。私は未み世よ様が亡くなられたと知ったときから、そう思うようになりました」


    　アリッサは難しそうに腕を組んで首を傾かしげる。


    「ならどちらを選んでも一緒ってこと？」


    「いえ、そうではありません。確実に未来は選択によって行く先を変えます。先ほど言ったのは単なる私なりの心構えというやつです」


    「心構え、か……それって何のためのもの？」


    「選んだことを――最後までやり遂とげるためのものですかね。何も考えなくても選ぶことは誰にだってできます。ですが選択したことを行動に移すときに覚悟がなければ、止まってしまいますから」


    　それをアリッサは唇くちびるに指を当て呟く。


    「最後まで……だからオウルは――」


    　何かを理解したような顔でアリッサが頷うなずいた。


    「クダナ、聞かせてくれてありがとう。すごく参考になったわ！」


    「そうですか、私でお力になれたのなら幸いです」


    　九棚さんに礼を言ったアリッサは席から立ち上がる。


    「――ケースケ、あたし次はヒナと話さなきゃいけないわ」


    「陽ひ名なちゃんと？」


    「ええ。今のあたしにクダナが言ったような心構えなんてない。よく分からないけど、それを手に入れるにはクダナみたいに自分の選んできた道を見つめ直さないとダメな気がするの。だから陽ひ名なには相談じゃなくて――約束を果たしに行く」


    「約束って……あ――」


    　一瞬、何のことだか分からなかったがすぐに思い出した。


    「元気になったら方はこ舟ぶねで過ごしていたときのジンについて話して聞かせる――あたし、ヒナとそう約束したわ。戦いが終わってから忘れてたわけじゃないけど、まだいいかって先送りにしてたの。でも何か今やらなきゃいけないことに思えてきたのよ」


    「そ、そっか……」


    　今――やらなきゃいけないこと……。


    　僕は何な故ぜかアリッサの台詞せりふに動どう揺ようした。理由は分からない。ただ心の奥がズキリと痛んだ。


    「ミユ、よかったら一緒に来てくれない？　あたし、この格好じゃ寮に入れないから。それに部屋も知らないしね」


    「うん、いいよ。私もどうせ寮へ戻るつもりだったし」


    　友とも月づきは頷うなずき、席を立った。僕も立ち上がり九く棚だなさんへ「ありがとうございました」と礼を言う。そして意い気き揚よう々ようと部屋を出て行ったアリッサの後に続いたが、友月は扉を出る直前に立ち止まり、九棚さんを振り返った。


    「九棚、私もきっと役割と気持ちは、両方とも捨てられないと思う。だから、私は――私にとっては、九棚は正しかったよ」


    　小さく友月が言った言葉が耳に届く。既に部屋の外へ出ていた僕には九棚さんの返事までは聞こえなかったが、友月がわずかに微ほほ笑えんだのを目の端に捉えていた。
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    　屋敷を出ると高くなった太陽が容よう赦しやなく強い日差しを浴びせてきた。朝方に残っていた夜気の名な残ごりはもう消え失せて、気温はずいぶん上がっている。


    　僕らは帽ぼう子しとスカーフを身につけて人の姿になった由ゆ衣いを加えた四人で女子寮へ向かっていた。太陽がほぼ真上にあるので日陰を選んで歩けないのが辛つらい。


    「ミユ、それいいわね。涼しそう」


    　アリッサが白い日ひ傘がさを差している友月を羨うらやましそうに眺ながめる。


    「あ――よかったら入りますか？」


    「そんなことしちゃミユがはみ出ちゃうでしょ。その傘小さいんだから」


    「屋敷で言ってくれれば貸してあげたんですけど……」


    「だってこんないい天気なのに傘を使うなんて思わないじゃない。そういう用よう途との傘もあったのね」


    　指で友月の傘に触れながらアリッサは感心したように呟つぶやいた。日傘という概念をこれまで知らなかったようだ。


    「はい、日光専用です。雨の日には使いません」


    「へー……確かに光も空から降ってくるものだしね。そうだユイ、暑かったらミユに入れてもらいなさいよ。ユイなら傘かさの影に収まりそうだし」


    「い、いいよお姉ちゃん。あたし暑くないし」


    　アリッサの提案に由ゆ衣いはふるふると首を横に振って僕を盾たてにするように友とも月づきから距離を取る。


    「私、やっぱり……」


    　友月ががっくりと肩を落とす。また嫌われていると思ったのだろう。


    「ほら由衣、隠れるなって。友月は悪いやつじゃない。前の戦いでも僕たちを助けてくれたじゃないか。忘れたのか？」


    　先ほどと同様に首を振る由衣。


    「なら平気だろ？　ちゃんと挨あい拶さつぐらいはしなきゃダメだ」


    「え？　あ、お兄ちゃん!?」


    　足を止めた僕は由衣の背中を押して、友月の前に立たせる。


    「ゆ、由衣ちゃん、今更だけど……こんにちは」


    　二回も拒絶されているため、緊張気味に友月が口を開いた。


    「こんにちは……」


    　小さな声で無愛想に答える由衣。けれど反応してくれたことが嬉うれしいのか、友月は顔を綻ほころばせた。


    「えっと、ちゃんとした自己紹介はしてなかったね。私は――友月未み由ゆ。漢字は友達の友にお月さまの月、そして未来の未に理由の由ね。啓けい介すけくんのお友達、だよ」


    「あ……由って漢字、あたしとおんなじだ！」


    　由衣がびっくりしたように声を上げる。


    「そうなんだ、偶然だね。お揃そろい」


    「う、うん。えと、その……あたしは遠とお見み由衣――だよ。由は一緒の字で、衣はコロモって読む衣なの」


    「いい名前だね。よろしく、由衣ちゃん」


    「よろしく……み、未由――さん」


    　それを聞いた友月はちらりと一瞬だけアリッサに視線を向けた。


    「由衣ちゃん――よかったらでいいんだけど……私もお姉ちゃんって呼んでいいんだよ」


    　どうしてか友月は顔をわずかに赤く染めて、そんなことを言い出す。


    「未由……お姉ちゃん？」


    「そ、そう！　その方が仲良くなれた気がするよね？」


    　やけに声を弾ませて友とも月づきが由ゆ衣いの手を握る。


    「う、うん。何となく……分かったよ、これからはそう呼ぶね。未み由ゆお姉ちゃん」


    　そしてそのまま友月と由衣は並んで歩き出した。


    「よかった、何とか打ち解けてくれたみたいだな」


    　僕がそう嘆たん息そくすると、隣となりのアリッサは複雑そうに呟つぶやく。


    「お姉ちゃんはあたしだけだったのに……」


    「いいだろ？　そのくらい」


    「――よく分からないけど、何かその台詞せりふイラッと来るわね。どうしてかしら」


    　不機嫌な表情でアリッサは僕を睨にらむと早足で友月達を追いかけていった――。


    



    　女子寮へ到着後、僕らは近くに待機して友月が陽ひ名なちゃんを呼んでくるのを待った。男子寮と同じく寮の前には道路を挟はさんで川が流れており、ガードレールに腰掛けながら水の流れる音を聞く。由衣は傍そばにある橋の欄らん干かんから水面を見下ろしていた。たまに顔見知りの女生徒が通り過ぎ、興味ありげな目で見てくるがそっぽを向いてやり過ごす。アリッサや由衣がいるので不審者には見られないだろうが、逆に目立っているような気もした。


    「――お待たせ、啓けい介すけくん」


    　数分後、寮の門から出てきた友月だったが、陽名ちゃんの姿はない。


    「いなかったのか？」


    「うん、一度戻ってきてはいるみたいだけど、また出かけたみたい」


    　アリッサは残念そうに息を吐く。


    「ミユ、どこに行ったかは分からない？」


    「私は朝、用事があるとしか……。でもたぶん――」


    　何かを言いかけた友月だったが、途中で言葉を切ってしまう。


    「どうしたの？」


    「えっと……アリッサさん。お話ってジンさんに関することだって言いましたよね？」


    「ええ、そうよ」


    「なら――いいのかな。私、一応心当たりはあるの。ついてきて下さい」


    　友月は迷う様子を見せたものの、そう言って歩き始めた。


    「当てって何だ？」


    　僕が気になって問いかけると、友月は「来れば分かるよ」とだけ答えた。


    　女子寮の前を流れる川沿いの道。下流に行けば学園が、さらに進むと男子寮がある。だが友月はそちらではなく上流方向へと向かう。僕の記憶が正しければ、この先は舗ほ装そうもされていない山道になるはずだった。


    「こっち」


    　山登りでもするのかと不安になったが、友とも月づきは少し進んだところにある脇道へと進路を変えた。方角からして女子寮裏手へと続いているように見える。脇道はすぐに斜面となり、長い木の階段が上へと伸びていた。


    　黙々と上っていく友月に、僕らも続く。梢こずえを揺ゆらす風が、草木とは異なる匂においを運んで来る。甘いというには少し強い香り――。やがて開けた場所に出ると、僕は目の前に現れた景色に唖あ然ぜんとする。目を眩くらませるような幾いく多たの色彩がそこには溢あふれかえっていた。


    「わあっ、お花畑だ！」


    　由ゆ衣いが歓声を上げる。赤、白、黄色、紫……雑多な花々が群生し、時に交まじり合い、咲き誇っている。花の周りを舞う蝶ちようの種類も様々で、花畑にさらなる色合いを加えていた。どういう訳かここだけは背の高い樹木や、密集した藪やぶがなく、日当たりがやけにいい。遮さえぎるものがないので傍そばの女子寮を真っ直ぐに見下ろせる。


    「何なんだ、ここ？」


    「昔、古びた社やしろがあったんだけど、老ろう朽きゆう化して管理する人もいなかったから更さら地ちにしたんだって。以来ここはちょっとした秘密の空間になって……それでいつの間にかこんな風に。この花はたぶん女子寮の人達が植えたんだと思うけど、半分野生化しちゃってるみたい」


    　僕の呟つぶやきに友月が答えた。


    「詳しいな」


    「一応この辺りの山は友月家傘さん下かにあるグループの所有地みたいだから、九く棚だなに調べてもらったの。もし近いうちに工事の予定とかがあったら困るから」


    　山まで持っているのかと半ば呆あきれたが、一つ疑問が浮かぶ。


    「確かにいい場所で荒らされたくはないけど、どうしてわざわざ調べたんだ？」


    「それも――行けば分かるかな」


    　友月は花畑を進んで行く。その先には向日葵ひまわりが群生している一角があった。近づくまでは草花に隠れて気づかなかったが、向日葵畑の前に一人の少女がしゃがみこんでいた。


    「……陽ひ名なちゃん？」


    　僕はその名前を呟く。友月の言う通り、ここにいた。


    「えっ!?　み、皆さんで、いったいどうしたのですか？」


    　僕の声に振り向いた陽名ちゃんが驚いて立ち上がる。すると陽名ちゃんの背後にあるものが目に映った。


    　こんもりと盛られた土とその上に立てられた太い木の棒。それはまるで――。


    「……お墓？」


    　ぽつりとアリッサが言葉を漏もらす。


    　友月はそれを肯定するように頷うなずいて見せると、陽名ちゃんの前へ歩み出た。


    「ごめんなさい、陽ひ名なさん。この場所はあまり人に教えない方がいいって分かってたけど、アリッサさんがジンさんの話をしたいって聞いて……。それなら、むしろここの方がいいんじゃないかと思って、連れてきたの」


    　陽名ちゃんは友とも月づきの説明を聞いて、表情に理解の色を浮かべる。


    「ああ、そういうことだったのですか……アリッサさん、約束覚えていてくれたのですね」


    　笑顔を見せて言う陽名ちゃんに、アリッサが首しゆ肯こうする。


    「ええ。ずっと忘れてなかったわ。なのに――後回しにしちゃってた。ヒナ、ごめん」


    「わたくしはいつでも構わないと言ったじゃないですか。だから全然構わないですよ。確かにこの場所で聞きたいお話です」


    「この場所で？　えっと、ヒナの後ろにあるのって……お墓よね？」


    　アリッサが指し示す木の棒を、陽名ちゃんも見た。


    「はい。これは――兄さんの墓標です」


    「ジンの!?」


    　アリッサが驚きよう愕がくして叫ぶ。


    「もっともここに埋うまっているのは、兄さんの形見となったわたくしの色々な持ち物だけですけどね。ただの自己満足です。自分の心に区切りを付けるためには必要なものでしたから」


    「ヒナ……」


    「けど、せっかくですから日当たりが良くて、わたくしが暮らす寮を見下ろせる場所に作ったのです。これだけお花があれば供える必要もないですからね。休みの日はたまに来て、ぼんやりしてるのですよ」


    　笑う陽名ちゃんにアリッサは苦い表情を見せた。


    「ヒナの方が、あたしよりずっと前から――ちゃんと向き合っていたのね」


    「そんなことないです。この前みたいにホリィ＝ライトさんが容た易やすく付け込めるほど、わたくしの心は弱くて曖あい昧まいです。だからほんの僅わずかでも、兄さんがいた証あかしとなるものを、その名な残ごりを求めてしまうのです」


    「じゃあ、あたしが話すことはヒナにとって助けになるの？」


    「もちろんです。私は、兄さんのことを胸に留とどめるほど、強く生きていける気がします。ですから……お願いできますか？」


    「当たり前よ。そのために来たんだもん」


    　アリッサは胸を張って頷く。


    「あ、だけどその前に……あたしもジンに挨あい拶さつしていいかしら？」


    「はいです。アリッサさんがこれをお墓と見てくれるなら――ぜひ」


    　陽名ちゃんの了りよう承しようを得ると、アリッサは墓標の前にしゃがみこんで祈るように両手を組んだ。


    　正直、僕にとってジンは死を悼いたむような相手ではなかった。けどジンはこの手で、僕の意思で滅ぼした相手。肉体を捨て《高次存在ヴイナー》となったジンは既に人間ではなかったが――あいつを殺したのは間違いなく僕だ。だから背中を向けることはできない。


    　僕はアリッサの後ろで立ったまま、無言で手を合わせる。


    「…………」


    　目を閉じても祈る言葉は浮かんでこなかった。そのまま数秒間まぶたの裏にある暗闇と向かい合った後、目を開く。するとこちらを見上げている陽ひ名なちゃんと視線がぶつかった。


    「……悪い、僕には陽名ちゃんの前でこういう事をする資格はなかったかもしれない」


    「いえ、確かに複雑な気分ですけど――それで正しいのだと思うです」


    　陽名ちゃんは苦笑して、首を振る。


    「正しい……か。ありがと」


    　そして僕と陽名ちゃんはまだ目を閉じているアリッサを見た。どんなことを考えているのか、僕には分からない。友とも月づきと由ゆ衣いは一歩下がった場所で僕らを見守っていた。


    　やがて長い祈りの後――アリッサが口を開く。


    「あたしがジンと初めて会ったのは、方はこ舟ぶねの結界と衝しよう突とつした船に乗っていた人達を、できる限り助けて戻った時だったわ。あいつ、砂浜に倒れていたの」


    　ゆっくりとした口調で、記憶をなぞるようにアリッサは呟つぶやいた。


    「すぐに外へ連れ出そうとしたんだけど、異常を感じて《箱庭ガーデン》から出てきた伯お母ば様に見つかっちゃって……物もの凄すごい剣幕で怒られたわ。正直に全部話したら絶対にもう外へ出るなって言われて、結界の穴を塞ふさがれちゃった」


    　ウルトさんの反応は当然だろう。《方舟》の外には掟おきてを破った者を喰らう《反牙リバスウオルフ》という防衛システムがあることを知っていたはずだから。もっともその時《反牙リバスウオルフ》はホリィ＝ライトにより安全装置付きの代しろ物ものに改変されて、僕の右手に《魔狼フエンリル》として宿っていた。すぐに発現する心配はなかったが、そんなことは当時のウルトさんに分かるはずもない。


    「そこでジンが意識を取り戻したの。きっとあたし達の声がうるさかったのね。伯母様は方舟のことを知った人間を外へ帰すわけにはいかないからって、ジンをあたしが暮らしていた城の地下に幽ゆう閉へいしたわ。あたしに余計な事はしないよう言い含めて、ジンの処置を話し合うために一度《箱庭ガーデン》へ帰っていった。ジンの世話は伯母様の自立型魔術で作られた人形が担当してたんだけど、でもやっぱりあたしは外の世界や人間にすごく興味があったから扉越しに話してみたの」


    　陽名ちゃんがそれを聞いて笑う。


    「アリッサさんらしいですね。その時の兄さんはどんな様子だったんですか？」


    「そうね……喋しやべり方は乱暴だったけど、丁てい寧ねいにあたしの質問に答えてくれた。一方的に牢ろう屋やへ押し込められたのに、あたしへ辛つらく当たったりはしなかったわ。今考えると演技だったんでしょうけど、あたしはすっかりいい人だって思いこんで、伯お母ば様を説得したわ。《箱庭ガーデン》での協議もそう悪い結果じゃなかったらしくて、ジンはあたしの世話係として働くことになったの」


    「兄さんは年下の女性に対してだけはわずかに優しさを見せる人でしたよ。わたくしもよく知らないのですが、たぶん過去に何かあったんだと思うです。だから全部が演技とは限らないかもしれません」


    「……あたしにはあの頃のジンが見せた優しさが本当かどうかなんて分からないけど――それからの毎日は楽しかったわ。外界についての話はいくらしても尽きることはなかったし、一人じゃなくなったことが嬉うれしかった。ジンはあたしを〝お嬢様〟って呼んで、何でも言うことを聞いてくれた。だからかなり無茶なこともやらせちゃったわね」


    「それはどんなことですか？」


    　陽ひ名なちゃんが興味深そうに訊ねる。


    「えっとね、一日中組み手の練習台として投げ飛ばしたり、素す潜もぐりで綺き麗れいな貝をあたしが満足するまで取って来させたり、特に意味もなく城の門番を徹夜でやらせたり……かしら」


    「よ、よく兄さん、怒りませんでしたね」


    　僕も今初めてジンに同情した。


    　あいつも……苦労してたんだな。


    「ええ。ジンは怒らなかった。何をしても。妹のヒナを引き合いに出して皮肉や嫌味は言ったけど、それだけ。伯母様に脅おどされてたせいかもしれないけど、あたしに触れようともしなかった。すごく都合のいい人間よね。でもあたしはそれをジンがあたしを一番大事に考えていてくれてるからだって思いこんで、浮かれたの」


    　それからアリッサはジンと過ごした日々の些さ細さいな出来事を陽名ちゃんに語った。


    　過去を追憶するその表情には、楽しさや切なさ、愛しさが溢あふれていた。


    　アリッサはやはり――。


    「でもある日、ジンが初めてあたしにお願い事をしたの……」


    



    　――それは空に入道雲が湧きあがる、今日と同じような暑い夏の日だったわ。伯母様から課せられた書庫での勉強を終えて、あたしは城の外へ出た。


    　太陽はまだ高くまで昇っていなくて、その時間ならジンは果樹園にいるはずだった。城からは少し離れた場所だったから歩いて行くのが面倒で、あたしは飛行魔術を使って空に舞い上がった。


    　いつものように意地悪して、からかって、暇ひまを潰つぶすつもりだったけど、果樹園にはジンの姿はなかった。


    「――あいつ、サボってるのね。伯母様に言いつけてやるんだから」


    　あちこちを適当に飛び回りながらジンを捜さがしていると、島の反対側――海に面した断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに黒ずくめの姿を発見した。


    「あれ……？」


    　すぐに傍そばへ降りなかったのは、ジンの隣となりに誰かが立っているように見えたからだった。けれどそれはまばたきすると幻のように消えてしまって、こちらに気づいたジンがあたしを見上げていた。


    「よお、お嬢様」


    　トンと着地したあたしにジンは普通に挨あい拶さつしてきた。たぶんさっきのは見間違えか何かだと判断して、あたしは果樹園の仕事をサボったことについて叱しかったわ。今考えるとあれはジンに接触していた《求めし愚者ホリイ＝ライト》だったのかもしれないけれど、そのときのあたしには方はこ舟ぶねに他の人間がいる可能性なんて考えなかった。


    「あのねジン、果樹園の管理はあたしの命令じゃなく、伯お母ば様から任された仕事だからって、いい加減にしていいことにはならないのよ？　むしろあたしの命令以上にきちんとしなきゃいけないんだから。伯母様を怒らせたらどんな目に遭あうか分からないわよ？」


    　あたしはジンを慌あわてさせてみたくて意地悪な言い方をしたわ。けれどいつもなら「わりぃな」と言ってすぐに謝るはずのジンは溜ため息いきを吐ついて空を見上げ、全然関係のないことを呟つぶやいた。


    「……ここは、雲が速すぎんだよな」


    「え？」


    「お嬢様、一つ頼みがある。俺に本当の空を見せてくれねぇか？」


    　唐突な問いかけにあたしは戸惑ったわ。質問の意味自体が分からなかったから。でもジンの表情は真剣だった。


    「どういう意味？」


    「あの雲は俺の知ってる何倍もの速さで過ぎちまう。慣れては来たが、やっぱり落ちつかねえんだ。あと一度だけでいい。じっと見ていても変化が分からないほど鈍間のろまな空を見てみたいんだよ。それをケジメにする」


    　今日に限って仕事を放り出してこんな場所にいたことも含め、あたしはジンが本当に悩んでいるんだと思った。そしてジンの言葉に疑問を抱いだくよりも、喜びが湧き上がってきたの。すごく嬉うれしかった。ジンの要求は無茶だったけど、それは初めてあたしに求めてくれたことだったから。あたしが――必要とされた瞬間だったから。


    「わかったわ、任せて」


    　あたしは迷うことなくそう答えていた。ジンは呆あつ気けに取られてたわ。後にも先にもあんなに間抜けなジンの顔を見たことはなかった。きっとあたしは断ると踏んでいたんでしょうね。


    「……いいのか？　俺の言っている意味、分かってんのかよ？」


    「ええ。結界に穴を開けろってことでしょ？」


    「ああ、そうだ。お嬢様のお目付け役には叱しかられるんじゃねえのか？」


    「バレれば説教だけじゃ済まないでしょうね。でもジンは空を見たいのよね？」


    　ジンは何な故ぜか少しだけ躊ちゆう躇ちよしたけど、頷うなずいた。ならもうあたしに迷う理由はなかった。


    「だったら黙って見てなさい」


    「そうか――本当にやってくれんだな」


    　あたしの思い込みかもしれないけど、その時ジンは寂しげに笑った気がした。そしてあたしの頭に手を置くと「ありがとな」って言ったわ。それはたぶん初めてジンの方からあたしに触れた瞬間だった。


    「ま、まだお礼を言うのは早いわよ？」


    「……そうだな」


    　ジンの様子がおかしいように見えたけど、あたしは構わずに呪文を唱え始めた。


    「――願うは流る転てん。暗き蒼あおの海うみ、流れし光の連つらなり。遠き宙そら駆かける星の竜。たゆたい、泳ぎ、止とどまることを忘れし、永久に巡めぐり巡る者。逆巻くことなく、摂せつ理りに従う、時の河。その息い吹ぶき、回廊を疾はやく奔はしれ！」


    　あたしはできるだけ伯お母ば様に気づかれぬよう、以前のように力ずくで結界を破るのではなく、中和する方法を取ることにした。方はこ舟ぶねの結界は時間の境界でもあるから、限定的に時を操る術でも穴を開けられるんじゃないかって考えたの。
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    「奔る竜域レヴアーアクセル!!」


    　あたしは時を加速させた空間を方はこ舟ぶねの天てつ辺ぺんに生み出した。時流を操作する術は一回で精神力を根こそぎ持って行くほど燃費が悪い。方舟の内側を外界と同じ時流まで加速させる前に気を失いそうになったけど、力を振り絞しぼった。ジンはきっと笑ってくれると思ったから。そして長い時間をかけて方舟と外界の境を溶け合わせることに成功した。


    「――やった……ほら、見えるわ。本当の空が。ジン、見てる？」


    「ああ……」


    　ジンはゆったりと流れる雲を、呆ほうけたように見上げていた。そして私を見ると、すっと手を伸ばしてきた。もしかしたらまた頭を撫なでてくれるのかもしれないと、そんな期待をして目を閉じた。しかし……やってきたのは首筋への強い衝しよう撃げきだった。


    　意識が途切れたのはわずかな間だったと思う。けれどあたしが目を開けると口には猿さる轡ぐつわを噛かまされ、手足は縛しばられていた。


    　そしてジンは地面に倒れたあたしの前で背を向け――笑っていた。


    「ははっ……くははははははははっ！　呆あつ気けねえ、嫌ってほど簡単すぎだ！　まったく……馬鹿なお嬢様だよ。こんなに早く――さよならとはな」


    　あたしはジンが錯さく乱らんしてしまったのだと本気で思った。


    「くはははっ、少々物足りねぇが行くとするか。あまり時間はないみてぇだしな」


    　ジンはそう呟つぶやくと手を翳かざす。


    「――欲するは優越。群集の内より天の糸求め、高きを望む腕かいな。愚かなりし賢者。願いを賛美し、欲を愛めで、罪を許ゆるし哂わらう者。その手伸ばし、従順なる僕しもべを掴つかめ」


    　ジンの口から漏もれているのが《姿の言葉シヤープワーズ》だと分かっても、あたしの頭は理解を拒こばみ、何も考えられはしなかった。


    「群れる白式ホワイトバレツト！」


    　ジンが叫ぶと虚こ空くうから幾いく多たもの白い紙が生まれ、その一枚一枚が螺ら旋せん階段のステップとなり、結界の上部に空いた穴へと延びていく。


    　ジンはこちらを振り返ることなく、その階段を哄こう笑しようしながら上って行った。結界の穴はあたしの精神力が途切れたことで狭せばまり始めていたが、その速度は遅い。きっと外の時間こそが本来のものであるだけに、逆の力が働きづらいのだろう。自然に時流が元へ戻るころには、とっくにジンは外へ出ている。今すぐ穴を塞ふさぐためには、さっきと同じ魔術を使うしかないが、そんな精神力は残っていないし、口を塞がれていては魔術自体が使えない。


    　――このままじゃ、ジンがいなくなる。


    　その事実に気づいたとき、あたしは叫んだ。


    「うーっ！　う――――っ!!」


    　猿轡を噛まされては言葉になんてならなかったけど、ひたすら声を張り上げた。何を思っていたのかは分からない。どうしたかったのかも覚えていない。


    　ただジンに向かって叫び続けた。


    　けどジンは少しも歩調を緩ゆるめることなく、階段を上り切った。そして最後にこちらを無感情な瞳で一いち瞥べつし、結界の向こうへと姿を消した……。


    



    「――結界の穴が自然に塞ふさがってから、しばらくあたしは放心してた。あたしを縛しばっていたのは魔術の《黒の呪縛ブラツクバインド》だったらしくて、時間が経って縛いましめから解かれはしたけど、ジンが消えた空をずっと見上げていたわ。でもジンが外へ出たことで起こる事態に思い至った時、あいつを追いかけなきゃいけないって気づいた。そしてもう一度結界に穴を開けられるだけの精神力を回復させてからすぐに方はこ舟ぶねを飛び出したの。家族のために、ジンを殺す覚悟をして……ね」


    　アリッサはそこまで喋しやべりきると、唇くちびるを噛かみ、目を伏せた。陽ひ名なちゃんはそれを見てペコリと頭を下げた。


    「ありがとうございました、アリッサさん。わたくし、ちゃんと心に刻みました」


    「――うん」


    　少し歪ゆがんだ笑顔で、アリッサは答える。


    　アリッサも、陽名ちゃんも、今それ以上の言葉は口に出来ないようだった。


    　話し声が途絶えた花畑に風が吹き、向日葵ひまわりの花がさざめきながら揺ゆれる。


    　これがアリッサの言う〝心構え〟の糧かてになるかは分からない。けれどアリッサは、かつて自分が下した〝選択〟を陽名ちゃんの前で正面から見据えた。


    　アリッサ……お前は、やっぱりすごいよ。


    　背筋を伸ばし太陽をまっすぐに見上げる向日葵の花が――今のアリッサにはとても似合っているように見える。


    　けどあと一歩は僕が背中を押してやらないと。


    　そう、僕にはまだ――やるべきことが残っていた。


    



    「あんなのでよかったのかしら。私、ちゃんとヒナに伝えられたかな」


    　陽名ちゃんが友とも月づきと一緒に女子寮へ戻った後、ジンの墓標の前でアリッサが呟つぶやく。


    　由ゆ衣いはあちこちにある色んな花や、舞い踊る蝶ちようにはしゃいで花畑を走り回っていた。


    「陽名ちゃんは満足そうな顔してたぞ。だからいいんじゃないか」


    「でも、何かまだ……」


    　アリッサは胸に手を当てて呟く。


    「――痛いのか？」


    　その一言を告げるために、僕は腹の底から力を搾しぼり出さねばならなかった。


    「え？」


    「胸、痛くて苦しいんだろ？」


    　問い返すアリッサに、僕は覚悟を決めて問いを重ねる。


    「ケースケ、どうして分かるの？」


    　ぽかんとした顔で訊ねてくるアリッサ。僕は歯は痒がゆくなり、我が慢まんできずに告げた。


    「お前……まだ気づいてないのかよ。アリッサは――ジンが好きだったんだろ？」


    「す、き？」


    　意味が分からない単語だというように、アリッサは首を捻ひねる。


    　だが唐突にその瞳からポロポロと涙の粒が零こぼれ落ちた。


    「あれ――何で……？」


    「悲しいからだろ。好きな人が死んだら、誰だって泣きたくなる」


    　アリッサと目を合わせないようにしながら僕は告げる。僕にはずっと前から分かっていたことだ。けれどアリッサに自覚させることを躊躇ためらっていた。それはアリッサの心を傷つけることになるかもしれないし、好きの意味さえきちんと理解していないアリッサを納得させる自信もなかった。


    「そう……だったのかもしれないわね。今なら何となく分かるわ」


    　だがアリッサは泣きながら頷うなずく。強くなった心と、流れた時間が、大きな痛みを受け入れてくれた。


    「アリッサ……」


    「もう今のあたしと昔のあたしは、ずいぶん変わっちゃったけど――気持ちも隔へだたっているけど、方はこ舟ぶねにいた頃のあたしにとって、ジンは特別な人だったんだと思う」


    　嗚お咽えつの合間に、アリッサは搾り出すように言葉を零す。


    「やっと……やっと自分が何を捨てて、何を選び取ったのかを――本当に理解した気がする。あたしがした選択がどんなものだったのか分かったわ、ケースケ」


    　手を伸ばし、僕の左手を握るアリッサ。


    「あたしはヒナだけじゃなくて、自分のことも後回しにしてたのね……」


    「ごめん、本当は僕がわざわざ言うようなことじゃなかったのにな。アリッサが辛つらい思いをするのは分かってたのに」


    「いいの。言ってくれなきゃ、ずっと気が付かなかったと思う。それに今はジンの時みたいに思い込みじゃなくて、ちゃんと本当に大事な人がいるから――辛くないわ」


    「え……」


    　僕は言葉の意味を確かめようと口を開いたが、そこに由ゆ衣いの大声が割って入る。


    「あーっ!?　お兄ちゃんがお姉ちゃん泣かしてる！」


    「ち、違うって！　お、おい止やめろ！」


    　子狼モードになって駆けて来た由ゆ衣いは容よう赦しやなく僕の頭に噛かみついた。


    「だ、だから噛むなって！　痛っ!?　痛い痛い！」


    「あははははっ！」


    　アリッサが涙を手の甲で拭ぬぐいながら楽しそうに笑う。


    「笑ってないで、助けてくれ！」


    　そう僕は言うが、アリッサが涙を忘れられるなら、しばらく噛まれてもいいかと心の中で考えていた。


    　由衣が顎あごの力を――強めるまでは。


    



    「ったー……少しは加減してくれよな、由衣」


    　あれから何とか誤解を解いた僕は、ズキズキする頭を押さえる。僕らは今、当てもなく街を歩いていた。少し考えを整理する時間が欲しいというアリッサに、とりあえずブラブラしてみることを提案したのだ。気温が上がってきたせいか、蝉せみの鳴き声もあまり聞こえない。


    「ご、ごめん。お兄ちゃんが変なことしたのかと思って――」


    「変なことって何だよ……」


    　ぼやきながら僕は前を歩くアリッサを眺ながめる。


    　ウルトさんと九く棚だなさんの話、そして自身が歩んできた過去の直視を経て、アリッサはヒントを得たのだろうか。ウルトさんの話以外は美み澄すみさんへの説得をするかどうかの選択に直接関わるものではない。アリッサが心構えを得たとしても、そこからどうするつもりなのだろう。


    「アリッサ、まだ誰かに相談するか？」


    　少し足が疲れてきた頃、僕はそう声をかけてみる。


    「ううん。もう大丈夫」


    「じゃあ……もしかして？」


    「違うわ。まだ決めたわけじゃない。でもどんな風に選べばいいのかは分かったの。いえ……選ぶんじゃない。ただ何をするか、きっとそれだけなのよ」


    「選ぶんじゃ……ない？」


    　僕はアリッサが言っている意味が理解できず鸚おう鵡む返がえしに問うた。


    「ジンが魔術を盗み出した時、あたしはそれを追いかけた。あのとき別に、選択なんてあたしはしてない。後から考えればそう見えるってだけ。今だからあたしは、何を捨てたのかが分かる。でもそれは捨てようと思って捨てたものじゃないわ。〝そのとき〟のあたしが行動した結果ってだけ。さっきのあたしみたいに、後で泣くことになるかもしれないけど、思った通りに行動するしかないのよ」


    　様々なものを吹っ切った清すが々すがしい表情でアリッサは告げる。


    「美み澄すみさんを説得するか否いなかの二択じゃないってことか？」


    「ええ。トウコが手術を受けるか、受けないか。二通りしかないように思えるけど、それはただの結果よ。あたしがどちらよりの行動をしたとかで、決まるものじゃないわ。その選択はあたしのものじゃなくてトウコのものよ」


    「確かに……な」


    　オウルはアリッサ次第で美澄さんの気持ちが変わるはずだと言っていたため、錯さつ覚かくしていた。選せん択たく肢しなんてものは元々僕らの前にないのだ。


    「だから単にあたしは、大きな決断の前にいるトウコに対して何をしてあげたいか――それだけを考えればいいのよ。たぶん、ね」


    　最後だけ自信なさげにアリッサは言う。恐らくその何かがまだ分からないからだろう。


    「僕は、それでいいと思う。説得がどうとか忘れて、アリッサのしたいようにするのが一番だったんだよ。何か視界が開けた気がするな」


    「うん――その分、どうしたらいいのか上手うまく纏まとまらないんだけどね」


    「まだ時間はあるんだ。ゆっくり考えて――」


    　ゴーン……ゴーン……。


    　その時、どこかから鐘かねの音が聞こえてきた。時間的にきっと正午を告げているのだろう。


    「あの鐘、確か……」


    　いつか自然公園の前で言葉を交かわした歌姫――珠す洲ず里りユヤを思い出す。彼女はあの鐘が自分の育った児童養護施設を兼ねている教会のものであると語っていた。


    　苦い感情が胸の内に広がる。彼女は美澄さんと同じく、天使因子の保持者だった。しかし僕の力が足らず、彼女は目の前で命を奪われてしまったのだ。


    「お兄ちゃん！　お姉ちゃんが！」


    　服の袖そでを引っ張られ我に返ると、ふらふらと進路を変えて歩き出したアリッサを由ゆ衣いが指差していた。


    「アリッサ、どこ行くんだよ？」


    　僕が慌あわてて追いかけながら問うと、アリッサは鐘の音が響いてくる方向を見たまま呟つぶやく。


    「よく分からないけど……この鐘、懐かしいの。すごく気になる」


    　虚うつろな表情でアリッサは歩を進め、止まる様子を見せない。仕方なく僕らもアリッサの後を追いかけた。


    　次第に大きくなっていく鐘の音は途中で鳴り止やんでしまったが、アリッサはそのまま進んで行く。僕が今まで通ったこともない住宅街の細い道を勝手知った様子で歩くアリッサ。


    　由衣との散歩で通ったことがあるのか？


    　そんな疑念を抱いだいている間にどんどん早足となったアリッサは、遂ついに走り出してしまう。


    「お、おいアリッサ！」


    「待って、お姉ちゃん！」


    　引き離されないよう慌あわてて追いかけるが、急にアリッサは角を曲がった所で立ち止まる。僕はアリッサにぶつかる寸前で踏みとどまったが、後ろを走っていた由ゆ衣いは間に合わなかった。


    「きゃふっ！」


    　勢い余って僕の背中に激突する由衣。


    「ふぁ……ふぁなが（鼻が）～～」


    「だ、大丈夫か？　ちょ……これぐらいで泣きそうになるなって」


    　鼻を押さえて痛がる由衣を宥なだめながら、僕は目の前にある建物を見た。


    　高い鐘しよう楼ろうがある教会だ。広い敷地は柵さくに囲まれ、二階建ての宿舎や運動場のようなものまである。教会がなければ学校と勘違いしたかもしれない。ここが鐘かねの音の出所で間違いないだろう。ユヤのいた教会ならば、多くの子供達が生活しているはずだ。宿舎があるのも頷うなずける。


    「アリッサは、来たことがあったのか？」


    　ここまでの迷いない足取りに僕はそう訊ねた。しかしアリッサは首を横に振る。


    「いいえ、初めてよ。だけど何だか足が自然に動いたの」


    　アリッサ自身も不思議そうに呟つぶやく。


    　するとそこに小さくすすり泣く声が聞こえてきた。由衣が泣き出してしまったのかと思ったが、鼻を押さえながらも涙は流していない。


    「あ、ケースケ。あそこに」


    　アリッサが指を差したのは柵の内側だ。柵沿いにある木の傍そばで小さな女の子が泣いている。


    「――っく……がくる……ったしの……かさは――やぶけて、る――」


    　それは初め、ただの嗚お咽えつに聞こえた。


    「……に、そって……さけて、いる――よわい、あめなら……」


    　けれどよく聞いてみれば微妙にメロディらしきものがある。


    「歌？」


    　アリッサが首を傾かしげる。


    「みたい、だな。これはたぶん――ユヤの曲だ」


    　僕は歌詞に覚えがあった。あの女の子は泣きながら歌っているのだ。理由は分からない。けれどユヤがこの教会に縁ゆかりのある人だということを考えれば、色々と想像はできる。


    「どうしよう、ケースケ？」


    　困った顔でアリッサが訊ねてきた。


    「どうも……できないだろ」


    　僕は目を逸そらす。ユヤはもうこの世にいない。彼女を生き返らせることが出来ない以上、あの子を泣き止やませることも不可能なはずだ。彼女の死を阻はばむことができなかった自分の不ふ甲が斐いなさを思い出して、僕は立ち去ろうとする。


    　だがアリッサは動こうとしない。じっと女の子を見詰め――唇くちびるを動かした。


    「――も、強い雨……」


    　それは小さな声だったが、女の子の歌とわずかに唱和する。


    「アリッサ、この歌知ってるのか？」


    「あ、あれ？　何でかしら……あたしは知らないわよ。けど……さっきと同じ。言葉が自然に浮かんでくるの」


    　そう言うと、より大きな声でアリッサは歌い出す。


    「雨はきっと、私を濡らす。服が重くなり、体が重くなり、骨が重くなる。そして私は止まってしまう――」


    　そこでアリッサが歌うのを止やめた。気づけば泣き声が聞こえない。木の傍そばにしゃがみこんでいた女の子は立ち上がってこちらを見ていた。


    「ゆーちゃん……？」


    　呆ぼう然ぜんとした表情で、ふらふらとこちらへ歩いてくる。非常に心もとない足取りだ。


    「あ、危ない！　柵さくにぶつかるわよ!?」


    　アリッサが慌あわてて制止するが、女の子はそのままガツンと柵に頭を打って転んでしまう。


    「ちょ、ちょっと！　大丈夫!?」


    　僕らは開いていた教会の門から柵の内側に回り込んで、女の子の元へ駆け寄る。アリッサが膝ひざをついて彼女を抱き起こした。


    「ゆーちゃん！　ゆーちゃんなんだよね!?」


    　女の子は焦点の合わない瞳でアリッサへ問いかける。


    　まさかこの子……。


    「えっと、あたしはゆーちゃんって人じゃないわ」


    「あれ……ホントだ。声、違う。でもさっきはゆーちゃんの歌だったのに――」


    　落胆を顔に表わす女の子へ僕は訊ねる。


    「ゆーちゃんって……もしかしてユヤのことか？」


    「うん、そうだけど――あの、誰……？」


    　今初めて気がついたように、僕の方を見る女の子。間違いない。目が見えていないのだ。先ほど彼女がいた木の下には視覚障がい者用の白い杖つえが落ちていた。


    「ごめん、君が倒れたのを見て勝手に敷地へ入らせてもらったんだ。僕は遠とお見み啓けい介すけ。ユヤと間違えられたのがアリッサで、気づいてないだろうけどあと一人僕の妹がいる」


    　僕の言い回しで、アリッサと由ゆ衣いも女の子が目で情報を得ていないことを悟ったようだった。


    「あ、あたしは由衣だよ」


    　声を上げて存在を示す由衣。少しだけ女の子の表情から警戒が薄れた。


    「そうだったんだ……ありがとう。えと、わたしは鈴りんっていうの」


    　自己紹介する女の子――鈴。見たところ由ゆ衣いより幼く、まだ小学校の低学年ぐらいだろう。


    「リン、か。いい響きね。それで頭ぶつけたみたいだけど平気？　どこか痛くない？」


    　アリッサの質問に女の子は頷うなずく。


    「たぶん、へーき……っつ――」


    　だが立ち上がろうとしたところで鈴は顔を顰しかめた。


    「転んだ時に捻ねん挫ざでもしたみたいだな。鈴ちゃん、大人の人がどこにいるか分かるか？　そんなにひどくないようだけど、一応そこまで連れて行くよ」


    　僕がそう言うと、鈴は少し考えてから答える。


    「この時間ならたぶん、れーはいどーにシスターがいると思う」


    　礼拝堂か。あの鐘しよう楼ろうがある建物のことだろう。


    「アリッサ、お前の方が安心するだろうし鈴ちゃんを運んでくれるか？」


    　僕はそう言いながら杖つえを拾い上げる。


    「わかったわ」


    　頷いて鈴を抱かかえ上げるアリッサ。体も小さいので、そう重くもないようだ。


    　ユヤの歌……か。


    　さっきのアリッサは普通ではなかった。僕自身、まるでユヤが歌っているような錯さつ覚かくを覚えた。


    　暗殺された歌姫、珠す洲ず里りユヤは《天使王ミトロン》の七十一番目にあたる因子保持者だったという。その魂たましいはアリッサの内に転生しているはずだ。僕がアリッサの精神と繋つながったとき、《玉座で歌う天女サンダルフオン》と名乗るユヤにも出会っている。それが何らかの影響を与えたのかもしれない。


    　教会へ向かって歩いていくアリッサの後ろ姿を見ながら、それが良いことなのか悪いことなのかを、僕は考えていた――。


    



    　礼拝堂は想像よりもずっと荘そう厳ごんで立派な建物だった。高い吹き抜けの天井、壁面上部にはステンドグラス。色ガラスを通して光彩が床に文様を描いている。部屋の端にはパイプオルガンまであった。


    「私、この施設で副院長を勤めさせていただいている大おお戸ど都みやこです。この度は、本当に申し訳ありません。ご迷惑をおかけしました。海外へ出張中の院長に代わり、責任者としてお礼を言います」


    　礼拝堂の掃そう除じをしていたシスター――大戸都さんは、鈴を運んできた僕らから事情を聞くと、何度も頭を下げた。おっとりした雰ふん囲い気きの二十歳代後半と思われる女性だ。シンプルな紺色の修道服がよく似合っている。


    「いえ、僕らに気を取られたせいでもあるんで……すみませんでした」


    「いえいえ、こちらこそ――」


    　何か無限ループが始まってしまいそうな感じだったが、そこに鈴りんの声が割り込む。


    「ねえねえ、シスター。アリッサさんってお歌がすごく上手うまいの。ゆーちゃんに歌い方とかすごく似てて、わたし、まちがえちゃったんだ。それでびっくりしたの」


    「間違えたって……鈴、あの子はもう天国に行ったのよ。分かってる？」


    「――わかってる、よ。でもそれでも、ゆーちゃんが帰ってきたって思うぐらい、似てたんだもん」


    　瞳に涙を浮かべ、しゃくり上げ始めてしまう鈴ちゃん。


    「ごめんなさい。泣かなくていいから、ね」


    　大おお戸どさんも辛つらそうな顔で鈴ちゃんの頭を撫なでて落ち着かせる。


    「あの……やっぱりここ、ユヤ――じゃなくてユヤさんが育った施設なんですか？」


    　僕はタイミングを見計らってそう訊ねた。


    「はい。どうしてそのことを……？　テレビなどでは公表していないはずですが。優ゆう子このお知り合いでしたか？」


    「優子？」


    「あの子の本名ですよ。珠す洲ず里りユヤは芸名なんです」


    「……初めて知りました。まあその程度の知り合いなんですが、前にこの近くで少し話したことがあったんです。その時に教えてもらいました」


    　僕がそう言うと大戸さんは柔らかい微笑を見せる。


    「まあ、あなたは優子に気に入られたのですね。あの子は滅多に自分のことは話したりしないんですよ」


    「はあ……確かに面白い人だとか色々からかわれましたけど」


    　頭を掻かきながら笑う僕を見て、大戸さんが目を細めた。


    「遠とお見みさんと仰おつしやいましたっけ？　あなたはどこか、この施設にいる子たちと同じ雰ふん囲い気きがします。だから優子も声をかける気になったんでしょう」


    「同じ、雰囲気ですか……そうかもしれません」


    　僕はちらりと由ゆ衣いに目をやってから曖あい昧まいに頷うなずく。今、ここにいる由衣を含め、三年前の海かい難なん事故で僕は家族を一度失っている。恐らくここの子供達と身の上は近しいのだろう。


    「優子と話した時の事、聞かせてもらっていいですか？」


    「あ、はい。もちろん」


    　僕は頷き、あれはユヤが殺される前日だったこと、コンサートのリハーサル前に教会で歌を聞かせてきたんだと言われたことを伝えた。


    「――きっと遠とお見みさんは、あの子が最後に〝優ゆう子こ〟として言葉を交かわした人なんですね。お話の通り、あの子はこの施設で私たちのためだけにコンサートを開いてくれたんです。鈴りんは以前からあの子の大ファンで、一番喜んでいました」


    　大おお戸どさんは鈴を見下ろしながら語る。


    「ゆーちゃん……わたしのオルガンで、また歌ってくれるって言ったのに……」


    　今にも泣き出しそうな様子で、鈴は俯うつむいた。


    「オルガン？」


    「はい。鈴はよくここで弾いているんですよ。外の遊びに混ざれなくて、いつも一人で……。優子の歌も全部覚えていますから、演奏はこの子にお願いしたんです」


    　僕の疑問に大戸さんが答える。するとそれまで黙っていたアリッサが口を開いた。


    「ねえリン。あたしに――オルガンを聞かせてくれない？」


    「え？」


    　アリッサのいる方向に焦点を結ぶことのない視線を彷徨さまよわせて、鈴が戸惑う。


    「あたし、実はさっきの歌、全然知らなかったの。でも何となく、曲を聴けばもう一度歌える気がする。ううん、よく分からないけど、あたし歌ってみたいの。それにユヤって人とそんなに似ているなら、約束を代わりに果たしてあげられるかもしれない」


    　どこか熱に浮かされたかのように話すアリッサ。


    「うん、いいよ。わたしも聞いてみたい……もういちど」


    　鈴は嬉うれしそうに了りよう承しようし、大戸さんの手を借りてオルガンの前に座る。


    「じゃあ、弾くね」


    　そう言うと危なげのない手つきでオルガンを奏かなで始める。鍵けん盤ばんの位置は完全に覚えているのだろう。そしてそれは素人しろうとである僕が聞いても、素晴らしいものだった。


    　アリッサは目を閉じ、耳を澄ましている。


    「――ケースケ、やっぱりあたし、この曲を知ってる。聞いたことないけど、知ってるの」


    　小さくアリッサが呟つぶやいた。


    「それはたぶん……」


    　僕は小声で、珠す洲ず里りユヤが天使因子保持者であったことを教える。


    「そうだったんだ。じゃあリンは本当にあたしの中にいるその人を感じていたのね」


    　アリッサは納得したように頷うなずくと目を開き、曲の途中から声を重ねた。


    「けど――小さな傘かさ。私の手を引く、誰かの手。重なる傘が道を開く――」


    　澄んだ声がオルガンの奏でる音にさらなる命を吹き込む。


    　礼拝堂の空気が歌声に震えた。


    「これは……」


    　大戸さんが驚きの声を上げ、鈴が顔を輝かせる。


    「――足が軽くなり、体が軽くなり、心が軽くなる。次の場所まで共に行こう。並んでいれば雨は遠い――」


    　そしてアリッサは歌い終わる。いつの間にか鈴りんも大おお戸どさんも涙を流していた。


    「まるで優ゆう子こが――またここで歌ってくれているようでした……」


    　その感想は僕も同じだ。決して声質は似ていない。けれど、伝わってくるもの――歌に込められた思いのようなものが、ユヤそっくりだった。鈴が鍵けん盤ばんから指を離して振り向く。


    「……アリッサさん、ありがと。アリッサさんはゆーちゃんじゃないけど、さっきのアリッサさんはゆーちゃんだった。わたし――もう一度ゆーちゃんと一緒に弾けたみたい……」


    　そんな二人を見ながら、どこか大人びた表情でアリッサが微ほほ笑えむ。それはいつか見た歌姫の横顔に似ていた。


    「アリッサ？」


    「何、ケースケ？」


    　だが声をかけると普段のアリッサへ戻ってしまう。


    「いや……何でもない」


    「そう、でも歌ってすごいわね。こんなに人の心を動かせるんだ……。思いを紡つむいで声に乗せる――歌ってそういうものだったのね」


    　僕も今の歌には感動した。けれど同時に不安もあった。以前、自分の内にある〝天使王の魂得体の知れないもの〟に怯おびえていたアリッサの姿を思い出す。
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    「アリッサ、怖くないのか？　お前にとっては自分の中にいる〝誰か〟が勝手に歌ったみたいなものだろ？」


    　僕がそう小声で囁ささやくと、アリッサは苦笑した。


    「確かにね。でも《天使王ミトロン》があたし自身だと認めるなら、そのユヤって人もあたしの一部だってことなのよ。ケースケがあたしをアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト＝ミトロンって定義付けてくれた時から、あたしじゃないあたしを受け入れる覚悟はできてるわ」


    「そっか……」


    　余計な心配だったかと、僕も苦笑いを返した。きっと怖かったのは僕の方なのだろう。アリッサはアリッサのままだったことに安心していると、突然礼拝堂の外が騒がしくなり、たくさんの子供達が扉を開けて飛び込んできた。


    「い、今の、ゆ、優ゆう子こ姉ちゃんの歌だよな!?」


    　鈴りんと同じくらいの年に見える男の子が叫ぶ。


    「俺も聞こえた！」


    「あたしも！」


    　口々に子供たちが声を上げて、僕らの周りに集まってくる。大おお戸どさんが申し訳なさそうな顔でこちらを見た。アリッサが笑みを浮かべて鈴へと訊ねる。


    「リン――もう一度、お願いしてもいい？」


    「うん！」


    　アリッサの言葉に元気よく頷うなずくと、再び礼拝堂はオルガンの音に満たされ――そこにアリッサの歌声が朗ろう々ろうと響いたのだった。


    



    「あはは、ちょっと声、嗄かれちゃったかも」


    　礼拝堂で、あれから何回も子供達のために歌ったアリッサは、少し掠かすれた声で笑う。歌うたびにまた新しい子達が聞きつけて増えてしまうので大変だった。


    　その後大戸さんには何度もお礼を言われ、昼食をご馳ち走そうになってから教会を出たのだ。アリッサは子供達にとても懐かれ、絶対また来てねと念を押されていた。


    「でもお姉ちゃん、すっごく上手うまかったよ。あたしもまた聞いてみたいな」


    　由ゆ衣いがアリッサの前に走り出て、後ろ歩きしながら言う。


    「そうね……またあの教会へ一緒に行ったら聞かせてあげるわ」


    「え？　教会じゃなきゃ、歌ってくれないの？」


    　アリッサは由衣の言葉に悩むような素振りを見せる。


    「上手うまく言葉にできないんだけど――何かあの歌はあの場所じゃないと歌えない気がするし、歌うべきじゃないように思うの。あ、けど他の歌ならいいわよ。まあたぶんあんなに上う手まくは歌えないでしょうけど」


    「うーん……？」


    　由ゆ衣いは理解できないようで首を捻ひねっていたが、僕には何となく分かった。それはアリッサの中にいるユヤを、自分と完全に混同しないためのケジメなのだろう。


    「――けど、ずいぶん時間を取られちゃったな。美み澄すみさんのこと、考えなくちゃいけなかったのに」


    　引き止める子供達の相手をしていたため、空は赤く色づき始めていた。


    「ううん、あたしリンたちに会えてよかったと思うわ。おかげであたしがトウコにしてあげたいこと……少し見えた気がする」


    「それって、どんな？」


    　僕は問いかけるがアリッサは首を横に振る。


    「まだ秘密。というか電話してみてから、あと一晩よく考えて決めるつもり。ギリギリになっちゃうけど明日の朝までにはちゃんと答えを出して、オウルに会うわ。早起きしなきゃいけないし、ちゃんと目覚ましセットしておいてね」


    　アリッサの表情に迷いはなかった。


    　もう助けは要らないみたいだな……。


    「わかった、寝坊しないようにするさ。それと電話するなら深夜にした方がいいぞ。地理の授業でアメリカとの時差は十四、五時間って聞いたことがあるからな。長電話になるだろうし、零れい時ぐらいに友とも月づきの家から掛けたらどうだ」


    　それならば向こうでは午前十時ぐらいになるはずだと、僕は頭の中で計算して告げる。加えて、その時間にアリッサが出払ってくれるなら都合がいい。確かウルトさんは夜の十二時、部屋のベランダで一人待っていろと言っていた。


    「時差？」


    「美澄さんがいるのは、ほとんど地球の反対側だしな。時間にもズレがあるんだよ」


    「……そういえばあたしたちの立つ地面がホントは丸くて、ここが昼のとき裏は夜なんだってお母様から教わったわね。方はこ舟ぶねから出られないんだし、そんなこと覚えても仕方ないって思ってたから忘れてたけど――トウコがいるのはそんなに遠い場所なのね」


    　腕を組んでしみじみと呟つぶやくアリッサは東の空を見上げる。


    「どうしたんだ？」


    　僕が訊ねると、アリッサが苦笑いを浮かべた。


    「えっとね、実はあたし、空の向こうにトウコを感じることがあったの」


    「美澄さんを？」


    「ええ。これもたぶんトウコの中にあった天使因子のおかげなんだろうけど、実際の距離を思い知ったら、何か驚いちゃって……」


    　少し寂しそうなアリッサの頭に僕はポンと手を乗せる。


    「確かに遠いけど、今の時代なら飛行機で一日かからず着く距離だ。電話もあるし、決して隔へだたった場所じゃない」


    「――うん、そうね」


    　僕の言葉にアリッサはこくんと頷うなずき、どこまでも続く空を眺ながめていた――。


    



    
      ５

    


    



    　秒針が暗い部屋に時を刻む音を響かせる。時間は深夜零れい時五分前。僕はそっと床に敷いた布ふ団とんから起き上がった。


    　ベッドには気持ち良さそうに眠っている由ゆ衣い一人。アリッサは美み澄すみさんに電話をするため、まだこちらには戻ってきていない。


    　僕はパジャマの代わりに使っているジャージ姿のままベランダへ出る。ベランダ用の昔履はき潰つぶしたスニーカーを履いて、外の景色を見下ろした。


    　山側に面しているベランダからは街の明かりは眺ちよう望ぼうできず、星が照らす空と黒々とした山の影しか見えない。四階という高所にいても周囲には虫の音ねが溢あふれ、湿っぽい夜気が包み込んでいた。夏とは言え、少し肌寒い。


    　そして待つこと数分。恐らく時間きっかりに金色の光が瞬またたき、僕の目の前にウルトさんが現れた。友とも月づきの家で見た普通の衣服ではなく、幾き何か学がく模も様ようが描かれた法衣を纏まとっている。


    「こんばんは、ケイスケ。ちゃんと待っててくれたのね。あっちの家ではアリッサがバタバタしてたけど、あんたの差さし金がねかしら」


    「この時間ここにいないようには仕向けましたけど、アリッサは単に自分がしたいことをしているだけです」


    「ふうん……そう」


    　ウルトさんは目を細め、含みのある口調で呟つぶやく。


    「それで、何の用なんですか？　見せたいものがあるって……」


    「そうだったわね。じゃあとりあえず行きましょうか。ここであまり話しているとユイを起こしてしまいそうだもの」


    　カーテンを閉めた窓の向こうに目をやってから、ウルトさんは僕の肩に手を置き、短く魔術の《起動言語トリガー》を告げる。


    「――過ぎた輝きパストグロウ」


    　短い浮遊感と眩暈めまいの後、景色が入れ替わった。


    「ここは……？」


    　僕は周囲を見回してウルトさんに訊ねる。それと言うのも辺りは真っ暗で何処どこに移動したのか見当もつかなかったからだ。


    「ちょっと待ってなさい――《照らす陽灯レイランプ》！」


    　ウルトさんが手を翳かざしてそう告げた途端、僕らの上空に山やま吹ぶき色いろの光球が生まれ、辺りを照らし出した。


    「あ――」


    　抉えぐれた大地。削れた山。倒れた鉄塔。傍そばに見える鉄道の高こう架か。


    　見覚えがある。知っている。ここは《天使王ミトロン》と《魔狼フエンリル》がぶつかり合い、僕らとホリィ＝ライトが戦った場所だ。


    「どうしてこんな所へ……」


    「ここに見せたいものがあるからよ。ケイスケ、何か気づかない？」


    　ウルトさんに促されて視線を巡めぐらせる。


    「何かって……すごい惨状としか」


    　何度見ても景色など変わるものではない。


    「鈍いわね。ほら、あそこよ」


    　そう言ってウルトさんが指し示したのは木々がなぎ倒されている森の方だった。注視してみて気がつく。樹木が異常だ。妙な具合に幹や枝葉が捻ねじれていたり、葉が真っ黒に染まっているものがある。
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    「これ、いったい……」


    「召喚された魔ま狼ろうは《天牢ウオルフ＝ライエ》そのものだったわ。魔狼が傷つくということは《天牢ウオルフ＝ライエ》も傷つくということ。《天使王ミトロン》の剣は一時的にだけど、〝壁〟を切り裂いていたのよ。これは恐らくその結果。存在してはいけない景色。世界に忍び寄る危機の断片」


    「危機？」


    　ウルトさんは頷うなずくと片手を上げて鋭く叫ぶ。


    「――終わりの閃きレヴアークラスト！」


    　放たれた金色の矢が森へ吸い込まれ、数秒後木々が光になって消失していく。


    　アリッサがよく使っている高位魔術を無む詠えい唱しようで放ったウルトさんは、溜ため息いきを吐つく。


    「こんなことをしても付つけ焼やき刃ばなんでしょうけどね。一度変質したものは元に戻ることはないんだから。ホリィのせいで、間違いなく方はこ舟ぶねの計画は修正を余よ儀ぎなくされたはずだわ」


    「《方舟》の……計画。どういうことか説明して欲しいです」


    「説明、ね。私にそんな難しいことはできないわよ。前に行った通り〝舵かじ取とり〟の役を負っている私は、多くを知らない。与えられている情報から推測しているだけ」


    「ならその推測を聞かせてください」


    　そうじゃないと、ここに連れてこられた意味が分からない。いったいウルトさんは僕に何を言いたいんだ？


    　ウルトさんは「わかったわよ」と口を開く。


    「……《天牢ウオルフ＝ライエ》と《天使王ミトロン》。これが方舟にとって重要な要素であることは、ケイスケも理解しているわよね？」


    「はい、一応は」


    《天牢ウオルフ＝ライエ》は精神存在が棲すむ《形成界イエソド》とを隔へだてる壁。《天使王ミトロン》はヒース＝ストーリングによって封じられた世界の守護者。どちらも《方舟》にとって大きな意味を持つ存在だろう。


    「だけどその二つは、ホリィの干かん渉しようによって在り方を変えてしまったわ。《天牢ウオルフ＝ライエ》は《魔狼フエンリル》としてケイスケの右手に宿り、《天使王ミトロン》はアリッサとして命を得た。ここまで言えば分かるわよね？　今やケイスケとアリッサは方舟にとって最重要人物なのよ」


    「僕と、アリッサが……」


    　あまり自覚はなかったが、僕らがどれだけ大きな存在を背負っているかを思い知る。


    「これからどうなるかは分からない。未来を〝導く〟のは私でも、〝視みる〟のは私じゃないから。でもあんた達は確実に大きな役割を負うことになると断言できる。さっきの景色が示すように、良くない何かが迫っている。私には、あんた達がそれを越えていけるように〝舵〟を切る義務があるの」


    　ウルトさんはそこで一旦言葉を止めて、僕を鋭い眼光で射る。


    「――だから今、アリッサに危険な賭かけをさせるわけにはいかない。その意味、分かるでしょう？」


    　ようやくウルトさんの目的が見えた気がした。


    「美み澄すみさんのことを……言ってるんですか？」


    「ええ、そうよ。今朝けさ会った時に言った通り。私はアリッサに深い傷を負わせるわけにはいかない。〝方はこ舟ぶねのため〟にもね。この言葉が持つ重さ、今なら理解してくれるでしょう？」


    　ウルトさんには有う無むを言わせぬ気迫があった。だが気け圧おされるわけにはいかない。


    「――僕が考えていた以上に、大きな話だというのは分かりました。あのくるった森を見て、色んなことが終わっていない事も理解しました。けど……それとこれとを一緒には考えられません。僕の答えは同じです。これはアリッサが決めることです。今日一日、あいつはずっと色んな人と話をして考えていました。ウルトさん、これは僕じゃなくてアリッサに直接言うことだと思います」


    「それができるなら、ケイスケに話してないわよ」


    　ふっとウルトさんは笑う。


    「できないって、どうしてですか？」


    「アリッサが今、とても楽しそうだからよ。方舟では見たこともなかったくらい、いい顔で笑っているわ。だからあの子にはできるだけ方舟側のことは伏せて置きたいの。いつまで続くかは分からないけれど、できる限りあの子の日常は守ってあげたい。そのためには伯お母ばとしてしかあの子を説得できないのよ。それに方舟側の理屈じゃケイスケはともかく、たぶんあの子に通じないわ。私はあの子にとってのトウコという人物の大きさを分かってなかったみたいだし」


    　美澄さんが決めたことに口を出すべきじゃない……それがアリッサの伯母としてできる精一杯の抑よく止しだったわけか。


    「ケイスケ――アリッサは、関わるつもりでいるんでしょう？」


    「はい……手術を受けるよう説得するつもりなのかは、分かりません。けど、きっと何かはするつもりだと思います」


    「なら、ケイスケに頼むしかないのよ。アリッサを思い留とどまらせて。もしあの子の行動でトウコって子の気持ちが変われば、失敗したとき取り返しがつかない事態になりかねないの」


    　ウルトさんの言葉は切実だったが、僕は首を縦に振れなかった。九く棚だなさんや陽ひ名なちゃん、教会のシスターや子供達と話したアリッサは手探りで自分のやるべきことを見つけ出そうとしていた。これはアリッサしか決めてはいけないことなのだ。《方舟》だとか、世界の危機だとかは関係ない。


    「僕の意見は変わりません。それにもうアリッサは行動を始めてます」


    　アリッサは今頃美澄さんに電話をしているはずだ。


    「いいえ、それはまだ選択に関わることではないわ。屋敷を出る前に釘くぎを刺そうとしたら、先手を取って、ただ聞きたいことがあるだけだって言われたわよ」


    　ウルトさんは苦笑する。


    「けどケイスケ。あんたの気持ちは分かったわ。どうしても私に協力はしてくれないのね？　たとえアリッサが最悪の未来に落ちる可能性があるとしても」


    　その言葉には一瞬心が揺ゆれた。けれど僕は首しゆ肯こうする。


    「手術の成功率は決して低くはないって聞きました。それに正直、美み澄すみさんの意思を曲げることは難しいと思います。なのに今の内からそんな最悪ばかりを考えて、アリッサのしたいことを止めることなんてできません」


    　僕がそう告げると、ウルトさんはやれやれと首を振り、肩を竦すくめた。


    「はあ……やっぱりそういう結論になる、か」


    「やっぱり？」


    「ケイスケは押しに弱そうだったから、不安要素を並べればいけると思ったんだけどね」


    「ってまさか騙だまそうとしたんですか!?」


    「違うわよ。今まで言ったことに嘘うそはないわ。けど、最悪を真に恐れるには根拠が足りないことは自覚してた」


    　僕は訝いぶかしげにウルトさんを見る。


    「ウルトさんには根拠があるんですか？」


    「……私にとっては意味のある根拠でも、この世界とケイスケにとってはひどくあやふやなことよ。だからまだ口に出すことはできない。ただ私は〝見て〟しまったから、こうせざるを得ないの、絶対に。無茶だとは思うけど、これが最後。ダメ元で頼むわ。私に根拠があることを信じて、協力して」


    　一番の根拠を秘密にしたままでこんなことを言うなど非常識だ。けれどウルトさんの瞳は真しん摯しな光を湛たたえていて、嘘を吐ついているようには見えない。ウルトさんには、どうしてもアリッサを止めたい理由があるのは確かなように思えた。僕は一度疑惑を全て頭から追い出し、ウルトさんの言葉を全部鵜う呑のみにした上で考えることにした。


    　けれど――結論は変わらなかった。


    「……そこまで言うんです、その最悪はきっと恐れなきゃいけないものなんだと思います。でも僕はアリッサを信じます。アリッサは……どんな結果になったとしても、きっと受け止める。あいつは強いですから」


    　僕の答えに、ウルトさんは悲しげな顔をする。


    「いいえ――あの子は弱いわよ。こういう事に関してわね」


    　そう告げるとウルトさんは近づいてきて僕の胸に触れる。


    「過ぎた輝きパストグロウ」


    　ウルトさんが呪文を告げると再び辺りの景色が入れ替わり、僕らは寮のベランダに戻ってきた。


    「ケイスケの協力が得られないのなら仕方がないわ。私は《予言の破壊者》として、あの子の最悪を阻そ止しする。どんな手を使ってもね」


    「伯お母ばとしてじゃなく……ですか？」


    「いいえ。あの子に対してはあくまで家族として――よ。また私、嫌われちゃうかもしれないわね。でもヴェルの時だって私はそうしたんだから……」


    　どこか自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みを浮かべると、ウルトさんは転てん移い魔術で光と共に消えてしまった。


    　一人ベランダに残された僕は、夜空を見上げる。


    「どんな手を使っても、か……」


    　不吉な予感を孕はらんだ言葉だった。


    　無論ウルトさんがアリッサを大切に思っていることは分かっている。危険なことになる可能性は薄いだろう。


    　とにかくアリッサの選択次第だな。僕はアリッサの決めたことを応援するだけだ。


    　それで……いいはずだ。


    　しかしその日眠りに就つくまで、ウルトさんが呟つぶやいた「あの子は弱いわよ」という言葉がずっと僕の頭を離れてはくれなかった――。


    



    　　　　　　＊


    



    　お父さんがお見舞いに来なくなってから二日。私は病室で一人きりだった。


    　やっぱり私が手術を受けないことに怒っているのでしょうか……。


    　とても申し訳なく思う。私はお父さんが大好きだ。私をここまで育ててくれて、命を懸かけてまで守ってくれた。そんなお父さんの頼みなら何でも聞いてあげたい。


    　けど――今回ばかりは頷うなずけないんです。


    〝最悪〟を知ってしまった以上、私は絶対にそれを避けなければならないのだから。


    　そんな時、病室に看護師さんがやってきた。何でも私に電話があったのだという。名前と電話番号を控えたから、必要ならこちらから掛け直すようと言って看護師さんは去っていった。渡された紙に書かれた名前を見て、息を呑のむ。


    「どうして……？」


    　私は居ても立っていられず、すぐに部屋の電話を使おうとしたがボタンを押しても呼び出し音さえ鳴らない。


    　普段は内線用だけど、外線の発信もできるって聞いたのに……。


    「あ、これ……外に掛けるには専用のカードがいるんでした」


    　電話機にあるスリットを見つけて思い出す。


    　確かお父さんに使い方を一度説明されて、念のためにと利用するためのカードも買ってくれていた。慌あわてて捜さがし出して、カードを差し込む。


    　私――動どう揺ようしてますね……。


    　それを自覚する。震える指で今度こそしっかり相手の電話番号を押すと、わずかな間の後呼び出し音が響き、ガチャッと途切れた。


    『――もしもし、トウコ？』


    　その懐かしい声に私はすぐに言葉を返せなかった。


    『もしもし、聞こえてる？　あれ、違う人からかしら……』


    「あ、わ、私です。透とう子こです！　ごめんなさい、本当に出たのがアリッサで、少し驚いてしまいました」


    『よかった！　やっぱりトウコだったのね。電話、掛け直してくれてありがと』


    「いえ、アリッサからの電話なんですから、当たり前ですよ。それで――急にどうしたんですか？　ここの電話番号とかも知らなかったはずなのに」


    『電話番号は、トウコをそっちの病院に紹介してくれた人から聞いたのよ。用件はね、ちょっとトウコに訊きたいことがあったから……』


    　アリッサの声が真剣な色を帯びた。私はそれで何となく次の言葉が予想できた。


    「何、アリッサ？」


    『――トウコ、手術の話があるのよね？』


    　私は小さく溜ため息いきを吐つく。


    「お父さんから聞いたんですか？」


    『ええ。いきなりやってきて、びっくりしたわ』


    　どうりでこの二日、お見舞いに来てくれない訳です。まさか日本まで行っていたなんて……。


    「そうだったんですか、ごめんなさい。きっとアリッサは説得を頼まれて電話をくれたんですよね？」


    　なら悪いけれど断らなければ。これはたとえアリッサの言うことでも聞けないことなのだ。


    『いいえ。確かに手術を受けないっていうトウコを説得してくれとは頼まれたけど、あたしはまだ決めてないわ』


    「え？　じゃあ何で……」


    　私は予想が外れて驚く。


    『言ったでしょう？　訊きたいことがあるの。トウコは手術を受けないって決めたのよね。オウルはその理由を手術が失敗するのが怖いからって言ってた。それは本当？』


    「はい。当たり前ですよ。失敗は怖いに決まっています」


    　アリッサが何を訊きたいのか分からず、私ははっきりと答える。だがアリッサは続けてこう訊ねてきた。


    『なら――死ぬのが怖いの？』


    「…………」


    　言葉が出てこなかった。


    『トウコ、どうして黙ってるの？』


    「と、当然です。死ぬのが怖くないはず、ありません」


    『そうね。あたしもそう思うわ。けど、それが〝一番〟怖いの？　自分が死ぬのが怖くて手術を受けないの？』


    「………………」


    　またしても答えられなかった。


    『違うわよね？　その手術は病気を治す為に、生きる為にするものなんでしょう？　あたしはトウコがそこから逃げる人だとは思えないの。だからお願い、本当の理由を教えて』


    「アリッサには……敵かないませんね」


    　何で私のことがそんなに分かるのだろう。とても不思議だった。けどアリッサなら当然のような気もする。これが〝友達〟というものなのかもしれない。


    「お父さんには、言わないで下さい」


    　そう前置きして、私はアリッサに自分の考えを伝えた。


    『――ありがと、教えてくれて。それじゃ、またね。私のやることが決まったわ』


    「はい、また」


    　アリッサは話を聞き終えると、本当に説得をすることもなく電話を切ってしまった。


    　私は受話器を握りながら安あん堵どする。アリッサも分かってくれたようだ。


    「けど……やることが決まったって、何のことでしょうか？」


    　それだけが僅わずかに引っかかっていたものの、私は深く考えず、ベッドに横たわった。


    　明日の朝、お医者様が最後の確認に来る。


    　その時、首を横に振れば私の〝最悪〟は決して訪れることはない――。
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    第三章　阻む予言、渡る光翼


    



    
      １

    


    



    　ピピピピピピピ――。


    　耳に優しくない電子音が僕の意識を強制的に引き上げる。


    　あ……そうだった。今日はオウルと……。


    　僕は気力を総動員して瞼まぶたを開き、体を起こした。


    「おはよ、ケースケ」


    　すると既に身み支じ度たくを整えたアリッサがベッドに腰掛けて挨あい拶さつしてくる。


    「……おはよう、早いな」


    　確か昨夜は僕が寝付くまで戻ってくる気配はなかった。今は午前四時半。日の出前で外はまだ暗い。遅くまで電話をしていたのなら、ろくに眠っていないはずだ。


    「あはは、緊張していたのかしら。目覚ましが鳴る前に起きちゃったの」


    「まあ……そりゃ仕方ないか。それじゃ僕も着替えてくるから、由ゆ衣いを起こしといてくれ」


    　僕は大音量の目覚ましにも屈せず、平然と涎よだれを垂らして寝ている由衣を指差す。


    「わかったわ」


    　アリッサの返事を背に洗面所へ向かい、そこでＴシャツとジーパンに着替える。顔を洗うと少し意識がはっきりした。だが部屋に戻っても由衣は目覚めていなかった。肩を揺ゆすっているアリッサも困っている。


    「まだこんな時間だし、起きるのは無理か……仕方ない。由衣は寝かせておこう」


    　傘さん陽よう駅はよく利用するので時刻表は持っている。それによると始発電車は五時二十分出発らしい。オウルと話す時間を考えれば、そろそろ出なければならない。


    「だぁめぇ……おにぃちゃん……あたしもぉー」


    　寝ね惚ぼけているのか、それとも単に寝言なのか、顔を覗のぞきこんだ僕の服を掴つかむ由衣。


    「お、おい、行く気があるならちゃんと起きろよ」


    「うなぁうー」


    　意味不明な返事をして由衣は体を丸くする。ダメだこれは……。


    　見かねたアリッサが由衣の耳元で大きめの声で告げる。


    「ユイ、付いて来たいなら狼の姿になりなさい。そうしたらあたしが抱いて行ってあげるから」


    「……ふぁい」


    　一応言葉は通じていたようで、由衣は銀光を放ち子狼へと変じる。


    「これで大丈夫ね。ケースケ、行きましょうか」


    　アリッサが由衣を抱き上げて僕を促した。


    「ああ、そうだな」


    　そして僕らは慌あわただしく扉を開ける。


    　ブワッ！


    「きゃあっ！」


    　途端、吹き付けてきた強風にアリッサがスカートの端を押さえた。部屋の中にいたときは気づかなかったが、白しらみ始めた空を雲が勢いよく流れていた。風が強い。風圧に扉が押し戻されそうだ。


    　何だ……台風でも近づいてるのか？


    　まだ雨は降っていないようだったが、僕は傘かさを持って外へ出た。アリッサも透明化魔術を使って姿を消すと後に付いてくる。


    　寮の門を抜けて公道に出ると、魔術を解除したアリッサが不思議そうに空を見上げた。


    「変な天気ね。昨日はすごく晴れていたのに」


    「そうだな、夜も特に風は強くなかったし……」


    　違和感はあったが、僕らは早足で駅へと向かう。日曜日ということもあり、始発に乗ろうとするサラリーマンの姿もなく街路は閑かん散さんとしている。


    「なあ、それで――決めたのか？」


    　軒のき並なみシャッターが下りているブティック街を過ぎて駅が近づいてきた時、僕はそう訊ねてみた。


    「うん」


    　頷うなずくアリッサ。


    「そうか、よかった」


    　なら、それ以上聞く必要はない。僕はただアリッサの決断を見守ろう。


    　徹夜で騒いでいたらしき大学生の集団がたむろしている駅前広場を抜けて、駅ビルの中へと僕らは入る。エスカレーターに乗って二階の改札口まで上がると、そこに大男が彫ちよう像ぞうのごとく仁に王おう立ちしていた。


    「……怖いわね」


    「ああ、怖いな」


    　アリッサの呟つぶやきに僕は同意する。まぎれもなく、あれはオウルだ。


    　腕を組み、目を閉じ、唇くちびるを固く結んで何かを堪こらえているかのような表情をしている。


    　凄すさまじく怪しいが警察も職務質問を躊躇ためらうであろう強烈なオーラを放っていた。期限ギリギリまで待たされているのだから無理もない。


    「お、オウル？」


    　恐る恐る声をかけると、オウルは瞼まぶたを開く。


    「――おお、来てくれたか」


    　仏ぶつ頂ちよう面づらが一瞬にして破は顔がんし、気味の悪い笑顔に変わる。やっぱり怖い。


    　アリッサも思わず一歩退ひいていたが、頷うなずいて気を取り直すとオウルと向かい合った。そして自分が出した答えを告げる。


    「あたし、トウコに会うわ」


    「そうか、では――」


    　喜びの声を上げかけたオウルだったが、アリッサはそれを制する。


    「待って。確かにあたしはトウコと会いたい。会ってやるべきことがあるから。だけどそれがオウルの言う説得になるかは分からない。ううん、はっきり言えば、あたしは説得のために行くんじゃないの」


    　オウルは難しい顔をしてアリッサを見る。


    「分からぬな……では何のために行く？」


    「トウコの力になるため。それだけよ」


    　アリッサの意図を探るようにオウルはその瞳をしばらく見つめるが、やがて嘆たん息そくした。


    「信じよう。とにかく来てくれるのならばそれでいい。私では既に手詰まりなのだからな」


    　腕時計で時間を確認するとオウルは切きつ符ぷをアリッサに差し出す。


    「空港までの乗車券だ。よろしく頼む」


    「わかったわ」


    　そう言ってアリッサが切符を受け取ろうとした時、駅の構内にアナウンスが響いた。


    『――ただいま強風により一部区間で徐行運転を行っております。つきましては当駅に五時二十分到着予定の上り始発電車は多少遅れて――』


    　オウルはそれを聞いて苦い表情を浮かべる。


    「まずいな。あまり時間に余よ裕ゆうはないというのに」


    「外、風がすごかったものね。嵐が近づいているみたい」


    「何……？　今日は一日中快晴だという予報だったはずだが。私が来たときは風など強くなかったぞ」


    　アリッサの台詞せりふにオウルは訝いぶかしげな顔をした。


    「でもここに来るまで、どんどん天候は悪くなっていたわよ」


    「そんなはずは――」


    　オウルはそう言って、懐ふところから携帯電話を取り出し何やら操作を始めた。


    「ケースケ、あれ何やってるの？」


    　アリッサが僕に小声で問いかけてくる。


    「たぶんネットに繋つないでるんじゃないかな。気象情報とか調べてるんだと思う」


    「へー……あんな小さなものでケースケのパソコンと同じことができるのね」


    　感心した様子のアリッサだったが、オウルの表情が険しいものに変わったのを見て、緊張を浮かべる。


    「どうしたの、オウル？」


    「――日本の南側を通過するはずだった熱帯低気圧が進路を変えたらしい。しかも勢力を強め、もうすぐ上陸するほどの速度だそうだ」


    　オウルはアリッサへ苦々しく告げる。


    　どうりであんなにも空の動きが激しいわけだ。


    「それって……何かまずいの？」


    「航空便が欠航になるかもしれん。くそっ！　よりにもよってこんな時に――」


    　苛いら立だたしげに吐き捨てると、オウルはどこかに電話をかける。きっと空港に問い合わせているのだろう。


    　僕とアリッサは固かた唾ずを呑のんで見守る。しばらく後、荒い口調で会話していたオウルが通話を終えて僕らを見た。そこに宿るぶつけどころのない怒りを見て、結果を悟る。


    「欠航は決まっていないが、運航は見合わせている状態らしい。どちらにせよ大幅な遅ち延えんは確実だそうだ。これではもう――間に合わんな」


    「そんな!?」


    　アリッサが叫ぶ。


    「すまんな……一緒に来る心積もりをしてもらったというのに」


    　オウルは諦あきらめたように肩を落とす。だがアリッサは首を横に振った。


    「いいえ。まだよ。あたしが決断に時間をかけたせいで猶ゆう予よがなくなったんだから、責任は取るわ。あたしはトウコに直接会うって決めたんだもの。嵐が邪魔をするのなら――それを退しりぞければいいのよ」


    「何を……？」


    　オウルの問いには答えずにアリッサは駆け出す。僕らもよく分からないままに後を追った。アリッサは風が吹きすさぶ屋外の大階段に出ると周囲を見回す。こんな時間と天候の折に外へ出ている奇特な人間はどこにもいない。


    「ケースケ、ユイをお願い」


    　抱いていた由ゆ衣いを僕に預けると、アリッサは空を睨にらむ。


    「まさかアリッサ、魔術で――」


    　僕の呟つぶやきにアリッサは笑みを浮かべた。


    「ええ。あたしが力を借りるのは〝流る転てん〟を司つかさどる《高次存在ヴイナー》。流動するものに干渉する力がある。当然、気流を操る術もある」


    　だがオウルは半信半疑な様子で唸うなる。


    「しかし……恐らく台風並みの低気圧だぞ。そのようなものをどうにかできるのか？」


    「分からないわ。けど頭上の雲を吹き払う術を全力で広範囲に展開すれば……」


    　正直スケールが違いすぎて、僕には無む謀ぼうな試みだと思えた。


    「アリッサ、お前台風とかの大きさを理解してるのか？　ここから見渡せる空なんかより、ずっと何倍もでかいんだぞ？　第一こんな場所で使っても意味があるのか？」


    「今、嵐を何とかしないと飛行機が止まっちゃうんでしょ？　やるしかないじゃない。どちらにせよ、ここから嵐の中心まで効果が及ばないようじゃ意味がないわ。大丈夫、勝算はある。今のあたしは《天使王ミトロン》のおかげで莫ばく大だいな精神力があるんだから」


    　そしてアリッサは両手を天に掲げ、高らかに《起動言語トリガー》を告げる。


    「――開く蒼穹エリカレギア！」


    　その瞬間アリッサの手から青い光が天へ駆け上り、空を覆おおい始めていた雲海に円形の穴を穿うがつ。そこから蒼あお色いろの空が覗のぞいた。


    「いける……このまま範囲を広げていけば……」


    　アリッサは瞳に自信を宿して、天上の穴を広げる。だが突然、その拡大が止まった。それどころか逆に収縮していく。


    「やっぱり無理なのか……」


    　僕の呟つぶやきに、アリッサは汗を垂らしながらかぶりを振る。


    「違う！　あたしの力が足りないんじゃない！　もっと強い力で干かん渉しようされてるっ」


    　見る間にアリッサが開いた青空は雲に阻はばまれてしまった。


    　手を下ろして、肩で息をするアリッサ。


    「はあ……はあ……何で――」


    　干渉……だって？


    　僕の脳のう裏りに昨日ウルトさんが言った言葉が過よぎる。


    『どんな手を使っても――』


    　まさか、この天候は……。


    　元から今日の空模様はおかしかった。天気予報の大ハズレはたまにあるとは言え、まるでアリッサの行動を妨害するように次々と移動手段を封じている。


    　でも嵐を操作するなんてことまで可能なのか？


    　自問しても分からない。ただ、先ほどアリッサの邪魔をしたのは確実にウルトさんであるはずだ。作さく為い的にしろ、偶然にしろ、この嵐を利用してアリッサを足止めしようとしている。


    　ウルトさん……ここまでするんですか？


    　胸中で呟く。


    　僕はどうするべきだろう。アリッサに教えた方がいいのか？


    「あたしより大きな〝流る転てん〟への魔術干渉……こんなことができるのは――」


    　だがアリッサは僕が言うまでもなく既に答えを出していた。


    「どういうことだ？　何者かが妨害しているのか？」


    　オウルの問いにアリッサが頷うなずく。


    「たぶん、あたしの――伯お母ば様よ」


    「何だと？」


    「伯母様はあたしがトウコを説得するのに反対してた……。だからってこんなことするなんて思えないけど、あたしの魔術を抑おさえ込めるのは伯母様しかいないのよ。何でか話を聞かないと――ねえオウル、電車が来るまで何分ある？」


    「今は五時五分か……遅れていると放送があるぐらいだ。五分以上の遅ち延えんはあるだろう。短く見てもあと二十分ほどはかかるだろうな」


    　オウルが時計を見て答えると、アリッサは考え込む。


    「じゃあ、飛行機が出発する時間は？」


    「八時だ。列車があまりに遅れない限りは乗り過ごすことはないはずだ。まあ、欠航しなければの話だが」


    「わかったわ。なら最悪、飛行機に乗る場所まで魔術で……」


    　ぶつぶつと呟つぶやくとアリッサはキッと顔を上げて僕を見る。


    「ケースケ、伯母様を捜さがしに行くわよ。できれば二十分以内に見つけて、邪魔を止やめてもらうわ！」


    　そう言って、僕の返事を聞く前に僕の左腕を掴つかむ。


    「オウルはここで待っていて――《過ぎた輝きパストグロウ》！」


    　瞬時にして視界が塗り変わる。転てん移いした際の眩暈めまいが収まると、自分がどこに立っているのかが分かった。周囲を三階建ての棟に囲まれた友とも月づき邸ていの中庭だ。


    「こっちよ、ケースケ！」


    　ぐいぐいと手を引っ張り、勝手知った様子で西館へと入っていく。


    「ちょっ、こけるって」


    　アリッサに引ひき摺ずられるようにして僕は階段を上り、昨日訪れたウルトさんの部屋までやって来る。抱いたままの由ゆ衣いが慌あわただしい移動に身じろぎをした。


    「伯母様、入るわよ！」


    　ノックなしに扉を開けて中へ踏み込むアリッサ。だがそこに人の姿はない。


    「ウルトさん、いないな……」


    　ここまでしてアリッサを妨害するのだ。そう簡単に捕まったりはしないか……。


    「っ……クダナ！　クダナはいる!?」


    　アリッサはそう叫びながら部屋を出て、南館に向かう。バタバタと慌しく階段を降りると、こちらに向かってきていた九く棚だなさんと出くわした。


    「ど、どうされたのですか、こんな朝早くに？　遠とお見み様まで何な故ぜ？」


    　さすがに面食らっている九棚さんだったが、アリッサは構わずに質問を繰り出す。


    「そんなことより伯母様はどこ!?」


    「部屋におられなかったのですか？　私は先ほど起きたところですが、姿は見ておりません。特に外出なさるという事も聞いていませんが……」


    　それを聞いて歯は噛がみするアリッサ。


    「まずいわね……ここにいなきゃ、当てがないじゃない」


    　そう告げるとまた僕の手を引いて走り出した。


    「アリッサ様？　いったい――」


    　九く棚だなさんの声を無視してアリッサは廊ろう下かを抜けるとまた中庭へと出る。


    「もう一度移動するわよ、ケースケ」


    　周囲に人の目がないのを確認してアリッサは再び転てん移い魔術を使う。揺ゆらぐ景色を見ているとまた眩暈めまいを起こすと思い、僕は目を閉じる。


    　浮遊感が終わり、花の香りを感じる。瞼まぶたを開くとそこは色鮮やかな花畑だった。


    「ここは、昨日の？」


    　朝あさ露つゆに濡れた向日葵ひまわりの花とその傍そばにあるジンの墓。女子寮が見下ろせるそこは、昨日、陽ひ名なちゃんとアリッサが話をした場所だった。


    「そうよ。ねえケースケ、あたしの魔術が探し物に向いていないことは、リルの時に思い知ったわよね？」


    「ああ、まあな」


    　アリッサは風で周囲の存在を探る術はあるが、それは特定のものを見つけ出すのには適していない。個々を上手うまく判別できないためだ。


    「だから、もし伯お母ば様が隠れているのだとしたら、あたしには見つけられない。協力を求めるしかないの」


    「協力？」


    「探し物と言えば、すごく頼りになる子がいるじゃない。昨日の今日でちょっと顔は合わせづらいけど、そうも言ってられないしね」


    「もしかして……陽名ちゃん、か？」


    　ようやく僕はアリッサが何な故ぜここに転移したのかを理解した。けれどそれが意味することに思い至って冷や汗が吹き出る。


    「そうよ、ヒナに手伝ってもらうの。ヒナなら魔術の気配を見て、術者の位置が分かるかもしれない」


    「確かに陽名ちゃんならできそうだけど……ってことは女子寮に忍び込むつもり……なんだよな？」


    「当然じゃない。悠ゆう長ちように待っている時間はないの。ほら、行くわよ！」


    「ま、待てって、僕は陽名ちゃんの部屋が何号室だとか知らないぞ。友とも月づきと同室ってことしか聞いてない」


    「あ、それは不味まずいわね。いえ……でもヒナならこれで見つけられるかも」


    　アリッサはポンと手を叩き「撫でるそよ風イーズブリーズ！」と唱える。これは例の精度が低い探査魔術だ。風がアリッサを中心に吹き渡った。


    「――やった、見つけたわよケースケ。思った通りヒナほど小こ柄がらな人は他にいなかったわ」


    　つまり寮全体で一番体格が小さい人間を探ったのか。確かに陽ひ名なちゃんは由ゆ衣いと並べば同年代かと思えてしまうほどなので賢い探索法なのだろう。


    「アリッサ……このことは陽名ちゃんには黙っていてやれよ」


    　一応、陽名ちゃんのプライドを傷つける心配があるため釘くぎを刺しておく。


    「何で？　まあ分かったけど。それじゃ行くわよ、ケースケ」


    「え？　ちょ、行くならアリッサ一人で――」


    　だが僕が抗弁する間もなくアリッサは飛行魔術で僕と共に宙へ浮き上がる。


    「暴れないでケースケ。落ちるわよ？」


    「あのな、ここは女子寮なんだって！」


    　けれど、既に地面が着地できる距離ではなくなっていることに気づいて僕は抵抗を止やめる。


    「あ、そっかケースケの部屋とは反対でここは男が入っちゃダメなのね。けど、バレなきゃいいじゃない」


    　アリッサは迷いなく四階のベランダに降り立つと軽く言う。ここが陽名ちゃん達の部屋なんだろう。


    「あのな、そういう問題じゃないんだって。とにかく部屋の中までは入らないからな」


    　僕は幸いカーテンで遮さえぎられて見えない窓に背を向けて立った。未だスヤスヤと寝息を立てている由衣の毛並みを撫なでて煩ぼん悩のうを退しりぞけようと試みる。


    「わかったわよ。じゃあそこで待ってて」


    　アリッサはコンコンと窓ガラスを叩く。だがしばらく待っても反応がない。試しに開けてみようとしているのかガチャガチャと音が聞こえた。


    「どうしよう、ケースケ。気づいてくれないわ。無理やり開けなきゃだめかしら」


    「おい、早まるなって」


    　僕は慌あわてて振り向き、窓に向けて手を翳かざしたアリッサを止める。


    　そのときシャッとカーテンが引かれた。


    「あ……」


    　思いっきり目が合う。パジャマ姿の友とも月づきと。赤色のパジャマには友月の趣味なのか、可か愛わいいウサギのキャラクターがプリントされていた。


    「お、おはよう」


    　他に言葉も思いつかず、僕は半笑いで挨あい拶さつを告げる。


    「おはよう、け、啓けい介すけくん……」


    　友とも月づきもぎこちなく答えてくれる。だがそれ以上会話は続かず、僕らは鏡合わせのように硬直したまま黙り込んだ。次第にお互いの顔が紅こう潮ちようしてくる。どう言い訳しよう。二日連続、三度目の失態だ。


    「ねえ、ミユ。あたしヒナに用事があるの。開けてくれない？」


    　だがそんな空気をアリッサが容た易やすく壊してくれた。友月は我に返ったように頷うなずき、鍵かぎを開ける。


    「あ、う、うん。えっと、アリッサさんたち、いったいどうしたの？」


    　今更ながらにその質問をする友月。


    「事情は後。ケースケから聞いて。それじゃ失礼するわね」


    　アリッサは靴くつを脱いで部屋へと入って行く。僕は付いて行くわけにもいかず、ベランダに留とどまった。自然とまた友月と向かい合う形になる。半開きになった窓の隙すき間まから、友月達の部屋の香りがふわっと漂ってきた。


    「その、啓けい介すけくん……訊いてもいいかな？」


    「あ、ああ。実は――」


    　僕は妙に緊張して所々つっかえながらも、ここまでの事情を説明する。


    「そうなんだ、ウルトさんを……。わかったよ、啓介くん。私も行く。少し待ってて」


    　友月はそう言うと窓を閉めて、カーテンで視界を覆おおってしまった。恐らく着替えるためだろう。部屋の中からはアリッサが陽ひ名なちゃんを起こしている声や、衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきて、僕は居い心ごこ地ち悪く頭を掻かく。


    　友月まで巻き込んじゃったな……。


    　そのことを少し申し訳なく思いながら、一人ベランダで待つ。数分後、着替えた友月と陽名ちゃん、それにアリッサが窓を開けて出てきた。


    「おふぁようごひゃいまふ、へーすけひゃん……」


    　朝は弱いのか、寝ね惚ぼけ眼まなこで陽名ちゃんが挨あい拶さつしてくる。「おはよう、陽名ちゃん」と僕も返した。


    「アリッサさん、とりあえず移動しましょう。ここで話していると隣となりの部屋とかの人が起きてくるかもしれないですから」


    　友月は玄関から持ってきたと思われる自分の靴を履はくと、アリッサへ告げる。


    「そうね、わかったわ」


    　アリッサが短く転てん移い呪文を告げて、僕らはまた花畑に戻ってきた。ふらふらと揺ゆれている陽名ちゃんの肩を掴つかんでアリッサが告げる。


    「それじゃヒナ、頼める？」


    「わかりましたぁ、です」


    　ごしごしと目を擦こすり、眠気を振り払うように自分の頬ほおを叩く陽名ちゃん。


    「――よしです。ちょっとしっかりしました」


    　重い瞼まぶたを開き、陽ひ名なちゃんは空を見上げた。


    「どう、分かる？　たぶん伯お母ば様が上空へ向けて魔術を行使しているはずなんだけど」


    「はい……〝視みえ〟ます。大気の気配が不自然な形に歪ゆがんでるです。その中心は――」


    　アリッサの不安げな問いかけに陽名ちゃんは陽が昇りつつある東の空を指差した。


    「あっちは……自然公園のある方向か」


    　僕の呟つぶやきに陽名ちゃんは頷うなずく。


    「はいです。位置的にはもう少し先――たぶん啓けい介すけさんたちが《群れクラウド》の刺し客かくと戦った場所だと思うです」


    「キメラと戦った所ね。それなら知ってるし一気に移動できるわ。行くわよ！」


    　呼びかけるアリッサ。僕らは首しゆ肯こうしてそれぞれ手を繋つなぎ、転てん移い魔術に備える。


    「――過ぎた輝きパストグロウ！」


    　アリッサの《起動言語トリガー》が告げられると同時に、色とりどりの花畑は焼き払われた剥むき出しの山肌へと変へん貌ぼうする。キメラという怪物と死闘を繰り広げた戦場跡だ。傍そばには《天使王ミトロン》の斬ざん撃げきにより刻まれた、深い地割れまで走っている。遠くに僕らがよく訪れる自然公園の丘が見えた。連続して転移を経験したせいか、もうあまり眩暈めまいは覚えない。僕は視線を巡めぐらせて人の姿を探す。


    「伯母様！」


    　僕より先にアリッサが見つけたらしく、大きく声を上げる。


    　ウルトさんは山の頂上近く、大地を割る裂け目の縁に立ち、僕らを見下ろしていた。


    　天てん変ぺん地ち異いが蹂じゆう躙りんしたような景色の中で、黒を基調とした法衣を靡なびかせるウルトさんは、感情の読めない薄い微ほほ笑えみを浮かべている。


    「どうしたのアリッサ、こんなところに大人数で何の用かしら？」


    　街中で偶然出会ったかのように問うウルトさん。


    「とぼけないで伯母様！　すぐに邪魔するのを止やめて。あたしはトウコの所へ行きたいの」


    「……そう、分かった上で来たのね。だとしたら前に私が言ったことを忘れたのかしら？　ねえアリッサ、私はその子の選択にあんたが干かん渉しようすべきじゃないって言わなかったっけ？」


    　ウルトさんは微笑を湛たたえたまま、アリッサへ聞き返す。


    「覚えてるわ。これはトウコが決めることだっていうことは理解してる。あたしはトウコの意思を捻ねじ曲げるために行くんじゃないの。単に直接会ってしたいことがあるだけ」


    「それが干渉だというのよ。頭を冷やしなさい、あんたは間違ってる。だから私が代わりに正しい方を選んであげたのよ。高次存在ヴイナー《流ながれし星ほし竜りゆう》の上位同調者である私がいる以上、あんたに天候の操作はできない。諦あきらめることね」


    「嫌よ！　これは間違ってるとか正しいとか、そんな答えがあることじゃないもの。少なくともそれは今、分かることじゃないわ」


    　ウルトさんの顔から笑みが消える。


    「話が通じないわね……。今、分からないですって？　そんなことはないわ。あんたが進もうとしている先には〝最悪〟の種子がある。それが芽吹く可能性がある以上、あんたは間違っているのよ。私は考えを変える気はないわ。大人しく家に帰りなさい」


    「いいえ、あたしは絶対にトウコのとこへ行く！」


    「ふふっ、ならどうするの？　私を倒してでも……とか言うつもり？」


    　事実、アリッサの意思を押し通そうとするならば、それしか手はないように思えた。雲行きの怪しさに僕や友とも月づき、陽ひ名なちゃんは唾つばを飲み込む。


    「――伯お母ば様と、戦えるわけがないじゃない。もう身内で争うのは嫌だもの……」


    　しかしアリッサはウルトさんの問いを否定した。


    「私も同感よ。ありがとうアリッサ。じゃあ諦あきらめてくれるのね？」


    　けれどアリッサはそれにも首を横に振った。


    「あたしは行くわ。伯母様が嵐を呼んで飛行機を飛べなくするなら、あたしが自分の力で飛べばいい」


    「え……？」


    　ウルトさんだけではなく、その台詞せりふには僕も驚きよう愕がくする。


    「あ、アリッサ、それは無茶だろ。嵐を消すなんてことよりずっと途方もない。ほとんど地球を半周するぐらいな距離なんだぞ？」


    「あはは、ごめんケースケ。そう言われても、あたしにはそれがどのぐらい遠いのか分からないわ。でも転てん移い魔術を連続して使えば飛行機とかいう乗り物より早く移動することは可能だと思うの。トウコがいる方向は何となく分かるから、できなくはないかなーって」


    　僕を見てアリッサは苦笑を浮かべた。


    「アリッサさん、その転移魔術の限界移動距離ってどのくらいですか？」


    　腕を組んで首を捻ひねりながら陽名ちゃんがアリッサへ問いかける。


    「えっと知ってる場所なら共通の光源――例えば太陽や月が照らしていればどこへでも。知らない場所へは視認、もしくは明確に把は握あくできるところまでね」


    「では海を渡るとしたら水平線までは一気に飛べるわけですか……。そうですね、高空からより遠い水平線まで転移すれば、あっという間のはずです」


    「……残念だけど上空の風は伯母様に支配されていて高くは飛べないと思うわ」


    「それでもある程度の高さがあれば数時間で太平洋を横断できると思うのです」


    　陽名ちゃんの口から出てきた現実的な数字に僕は唖あ然ぜんとした。


    「本当に……？」


    　飛び級するほど頭のいい陽名ちゃんの計算が間違っているとは思わなかったが、確認を求める。


    「はいです。その条件なら不可能ではありません」


    　アリッサは陽ひ名なちゃんの太たい鼓こ判ばんを得て喜ぶ。


    「ほら、それなら大丈夫じゃない。残念だけど伯お母ば様、あたしは飛行機なんか頼らなくてもいいみたいだわ」


    　胸を張って宣言するアリッサに、ウルトさんは溜ため息いきを吐つく。


    「あんたはいつも私が予想する斜め上を行くわね……いったい何回、魔術を使うつもりよ？」


    「そんなのトウコがいる場所に着くまでよ！」


    「今のあんたでも限界があるわ。無む謀ぼうなことは止やめなさい。途中で力尽きたら海に落ちて溺おぼれ死ぬわよ？」


    「……それでも行くわ。手段がそれしかないのなら」


    　アリッサは少し言葉を詰まらせたものの、はっきりとそう答えた。


    「全く、馬鹿な子ね」


    　ウルトさんがやれやれと首を振って、アリッサに近づいてくる。その顔が笑っているのを見て、アリッサは緊張を緩ゆるめた。


    「伯母様……」


    　アリッサの前まで降りてきたウルトさんは、すっと手を伸ばす。


    「アリッサ――あんたはどうしようもない馬鹿だわ」


    「え？」


    　ウルトさんの手がアリッサの肩に置かれた。


    「――闇天の法衣イスラヴエール」


    　小さな声で魔術の《起動言語トリガー》らしきものを告げるウルトさん。


    　次の瞬間、アリッサの全身が金色の光に包まれてしまう。


    「ウルトさんっ、いったい何を!?」


    　僕が驚いて叫ぶと、ウルトさんは「ただのお着替えよ」と僕に言った。


    「何――これ？」


    　数秒後、輝きが収まるとアリッサは自分の体を見回して驚く。アリッサの服装が変わっていた――幾き何か学がく模も様ようが描かれた法衣へと。これまで何度も見てきたアリッサの法衣とはデザインが微妙に違う。ウルトさんが身に着けているものとそっくりだ。


    「それは私の魔術衣《闇天の法衣イスラヴエール》。それを着ている状態において、あんたが持つ《流ながれし星ほし竜りゆう》の《道パス》はより上位の私に管理される。つまり魔術は使えなくなるってことよ。本来の用よう途とは《道パス》の補強とかだけど、逆用させてもらったわ」


    「な……!?」


    　絶句するアリッサ。


    「さて、じゃあ行きましょうか」


    　ウルトさんはアリッサから離れると、何な故ぜか僕と友とも月づきの肩を掴つかんだ。


    「ケイスケ達がいると《闇天の法衣イスラヴエール》を解除されそうだしね。隔かく離りさせてもらうわ」


    「――っ!?　待って伯お母ば様」


    　アリッサが我に返り手を伸ばすが間に合わない。僕らも事態に頭が付いていかず、抵抗しようとした時には遅かった。


    「過ぎた輝きパストグロウ！」


    　駆け寄ろうとしていたアリッサの姿が消え、暗い森が目の前に出現する。辺りを蝉せみや鳥の鳴き声が包んでいた。ウルトさんの魔術で転てん移いしてしまったようだ。


    「二人とも悪かったわね。でもこれが一番平和的な解決法なのよ」


    　呆ぼう然ぜんとしている僕と友月を解放してウルトさんは苦笑した。


    「……ここは、どこなの？」


    　友月が周囲を見回して呟つぶやく。どこかの森の中としか僕も分からない。少し離れた場所に粗そ末まつな山小屋があった。


    「私が方舟はこぶねを出て、初めに降り立った場所の近くよ。あんた達の街からはすっごく離れた山奥ね。少なくても歩いて帰れるような場所じゃないわ」


    「そんな、強引過ぎるじゃないですか！」


    　ウルトさんの説明を聞いて僕は怒鳴る。


    　ここまで問答無用にやられては、どうしようもない。残されたアリッサは途方に暮れているだろう。陽ひ名なちゃんがいても、魔術を解除できるとは思えない。


    「――アリッサに無駄なことをさせたくなかったのよ。あの子が魔術で海を越えようとしても、私がその気になれば決して辿たどり着くことはできない。だから必要のない翼を奪った……それだけよ」


    「だとしても、やりすぎです。アリッサ……きっと恨うらみますよ」


    　ウルトさんは皮肉っぽい笑みを浮かべる。


    「そんなことなら慣れてるわね。あの子を母親と――ヴェルと引き離したときだって、しばらくは口を利きいてもらえなかったもの。私も心は痛むけど、でもいつかこれが正しかったって分かってくれるわ」


    　母親と引き離された時、か……。《天使王ミトロン》の中で垣かい間ま見た幼いアリッサの幻影を思い出す。あのときアリッサは泣いていた。


    「でも、アリッサはそのときみたいな子供じゃないはずです」


    　あいつは、きちんと物事と向き合っていた。子供の我わが侭ままで美み澄すみさんに会いたいと言っている訳ではない。


    「私にとっては何も変わらない子供のままよ」


    「ウルトさん！」


    　もうそれ以上は何を言っても取り合ってくれずウルトさんは一方的に告げる。


    「それじゃ、ケイスケたちはしばらくそこの小屋にでもいなさい。時間切れになったら迎えに来てあげるから、あんまり遠くへは行かないでね」


    「あっ――！」


    　引き止める間もなく、ウルトさんは転てん移い魔術を使って姿を消してしまう。


    　どこかも分からない森の中へ取り残された僕と友とも月づきは顔を見合わせる。


    「どうしよう……啓けい介すけくん？」


    「どうしようか……」


    　僕は友月の言葉を繰り返すしかない。腕の中でもぞもぞと動く感触にそういえば由ゆ衣いを抱かかえたままだったのを思い出す。


    「きゅふー……」


    　暢のん気きに夢の中を漂っている妹を羨うらやましく思いながら、僕は途方に暮れて空を仰あおいだ。
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    　見上げる空は灰色の厚い雲うん霧むに覆おおわれている。僕らの街から見上げたときよりも雲の流れが速く、密度が高い。ここはきっとより嵐に近い場所なのだろう。


    「そうだ。私、携帯持ってたよ、啓介くん」


    「本当か!?」


    　思い出したように声を上げた友月を僕は見る。


    「うん、ほら――あ、圏けん外がい……」


    「まあこんな森の中だしな……」


    　一瞬のぬか喜びだった。僕は嘆たん息そくしてうな垂だれる。


    「――ごめんね」


    「いや、別に友月が謝ることじゃあ……そうだ、今何時だ？」


    　僕の問いに友月は携帯の時刻を確かめる。


    「五時……二十七分だよ」


    「そうか――」


    　目標とした二十分は過ぎてしまっていた。アリッサはどうしただろうか。嵐が止やまない以上、始発電車に乗っても仕方がない。駅で待っているオウルは心配していることだろう。


    「このまま、何もできないのか……？」


    　僕は自問する。ウルトさんは本気だ。恐らくここがどこか分かったところで、美み傘かさ市に帰り着く頃にはタイムオーバーになってしまう場所なのだろう。意識を集中してアリッサとの《道パス》を探ってみたが、遠すぎるのか、それともウルトさんの魔術で遮しや断だんされているのか手ごたえはない。


    「友とも月づきは転てん移い魔術とか……使えないよな？」


    　ダメ元で訊いてみる。


    「うん。《嘆なげきし魔ま王おう》の魔術にそういう便利なのは……。でも移動に使えそうな術は一つだけあるにはあるよ」


    「何か問題があるのか？」


    「まあ、ね。空は飛べるけどアリッサさんの飛行魔術ほど速くないし、現在地が分からないとどっちに行けばいいのか……あと、他にも――」


    　次から次に問題点を挙げる友月。だが現状、それに頼るしかないように思えた。


    「なあ、とりあえずその魔術を使ってみてくれないか？　移動手段があれば、近くの街まで行ける。そこで場所を確認すれば、行くべき方向も分かるはずだし」


    　言葉を遮さえぎって僕は頼む。友月は何な故ぜか空を不安そうに眺ながめた後、「わかったよ」と言って手の平を前に翳かざした。


    「奪うは幸福。眩まばゆき赤の満ちる底、痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王――震え、のたうち、彼の日を忘れず、永えい劫ごうに苦しむ者……」


    　力を借りる対象、そして引き起こす事象を定義する《姿の言葉シヤープワーズ》を唱える友月。


    「王運ぶ足、紅くれないに嘶いななく駿しゆん馬め、僕しもべとなりて此こ処こに来きたれ！」


    　三節で呪文は完成らしく、友月が力強い声で《起動言語トリガー》を告げる。


    「炎鬣の軍馬フアルシオン！」


    　炎が巻き起こり、それが馬の形へと収束した。一度見たことがある。炎の鬣たてがみを生はやした立派な赤い馬だ。


    「すごいじゃないか。こいつに乗るのか？」


    「うん。一応攻撃用の魔術でもあるんだけど、乗って移動もできるよ。炎は私が敵意を向けていない人には熱くないから大丈夫」


    　ブルルルルと嘶き声を上げる大きな炎えん馬ばはとても頼りになりそうだった。


    「よし、なら行こうか」


    　そう言った直後だった。鼻の頭にぽつりと水滴が弾ける。とうとう雨まで降ってきたみたいだ。だが僕以上に雨粒へ過か剰じよう反応を示したモノがいた。


    　ヒヒイィィィィンッ


    　それまで大人しかった《炎鬣の軍馬フアルシオン》が急に暴れ出したのだ。


    「あっ――やっぱり！」


    　友月が慌あわてて宥なだめながら呟つぶやく。


    「やっぱり？」


    「この子……実は水がすごく苦手なの。私の制せい御ぎよが悪いのか。それとも半自立型だから性格みたいなものがあるのかは分からないけど、水に濡れるとこうやって暴れ出しちゃうの」


    　そう言っている間にも雨脚が強くなっていく。友とも月づきもとうとう御ぎよしきれなくなり、せっかく生み出した馬を消してしまった。


    「ごめん、雨が降ってきちゃったらとても移動用には使えない。さっき言いそびれてて……」


    「最後までちゃんと聞かなかった僕が悪かった……とにかく雨がきつくなってきたし、山小屋に入ろう」


    「うん……」


    　ウルトさんの思惑通りに行動するのは少し癪しやくだったが、雨風を凌しのげるのはそこしかなかったため、僕らは移動した。小屋には鍵かぎが掛かっていなかったが、引き戸の建てつけが悪く、開けるのには手間取った。だが何とか本降りになる前に小屋の中へ入ることができた。


    「ふぅ……今はここに居るしかなさそうだな」


    　小屋の中は殺風景なものだった。部屋の隅に毛布とダンボールが数箱、壁にスコップや荒縄が掛けられているだけで他には何もない。しかし床にはあまり埃ほこりが堆たい積せきしておらず、定期的に手入れされているのが窺うかがえた。遭そう難なん者しや用かレンジャー用の施設なのだろう。


    「そうだね、雨が止やむまでは動けないし」


    　雨が風に乗って吹き込んでくる入り口を扉で閉ざした友月が頷うなずく。小屋には窓が一箇か所しよしかないので、扉が閉まると途端に部屋が薄暗くなった。僕は外が見えるようにと、窓があるのとは反対側の壁際に腰を下ろした。友月も隣となりに座る。


    　肩が触れ合うほどではないが、温度や息遣いを感じ取れる近さに、内心緊張した。由ゆ衣いは眠っているため、二人きりのようなものなのだと今更理解する。


    　屋外から聞こえてくる雨音は次第に大きくなり、風が窓まど枠わくをガタガタと揺ゆらしていた。その雑音が沈黙を引き立てる。


    「――アリッサは、諦あきらめるかな」


    　他に話題も思いつかず、僕はそう呟つぶやく。


    「分からない。私なら、どうしようもないって思うかもしれないけど……アリッサさんだから」


    　友月が苦笑いで答える。


    「まあ、な。アリッサなら、まだ止まらない気がする。けど実際、あらゆる手段が封じられてるんだよな……」


    　ウルトさんが使った魔術は僕の《魔狼フエンリル》で喰らうか、友月の魔術で破壊する以外解除の方法はないだろう。《天使王ミトロン》の剣を使うという手段も、僕がいなければ選べない。


    「うん……でも、無理に見えても、何か突拍子もないことでひっくり返しちゃいそうなんだよね。飛行機を使わず、魔術で海を越えるなんて発想、私にはなかった。アリッサさんはブレーキがないんだよ。だからどんなことにも躊躇ためらいがなくて、普通は捨てる可能性にも希望を見つけられる……。そういう手段って大抵は自分に辛つらいから、皆考えないようにするのに」


    　友とも月づきの口調にはどこか羨せん望ぼうが滲にじんでいた。


    「その気持ちは、僕も分かるな……。アリッサを見てると、自分が見ないようにしている所とか、逃げてる所――弱い部分を思い知らされる。あいつがきちんと向かい合おうとしてるだけに……余計、な」


    　口に出してみて気づく。そう、今も胸が痛い。このままでいいのかという焦しよう燥そう感かんが、じわじわと心を焼いていた。


    　その原因は――さすがにもう分かっていた。事ある毎ごとに脳のう裏りを過よぎるのだから。


    「啓けい介すけくんは、逃げてなんかないよ。いつも戦ってる」


    　友月がそう言ってくれたが、僕は首を横に振る。


    「いや、今はたぶん、逃げてるんだ……」


    「え？」


    　戸と惑まどう友月。僕は説明しようかどうか迷う。だが、ここまで言って黙り込むわけにはいかない。膝ひざの間で丸まっている由ゆ衣いがまだ眠っていることを確認してから告げる。


    「えっとさ、実は――手紙が来たんだ」


    「手紙……？」


    「僕がお世話になっている親しん戚せきの叔お父じさんからだよ。今年の夏は、帰って来いって書いてあった」


    「え……でも啓介くん、実家には戻らないって――」


    　友月は思った以上の驚きを浮かべて僕を見た。


    「ああ。そのつもりだった。故郷へ戻って由衣に現実を突きつけるのはまだ早いと思ったから。帰らないことにしたんだ」


    「それの、どこが逃げてるの？　啓介くんはきちんと考えて、選んでると……思う」


    「そうだな。僕も考えたつもりだった。けど、しっくり来ないんだよ。里帰りする方が正しいとかじゃなくて――何かアリッサみたいに、正面から向き合ってる気がしないんだ」


    「正面……から？」


    「はは、まあどっちが正面で、何をすれば向き合うことなるのかも分からないんだけどな」


    　僕の言葉に友月は何な故ぜか微ほほ笑えんだ。


    「私と――同じだね。分からないことがたくさんある。考えないようにしてることも……いっぱい」


    「友月も？　えっと……あのさ、よかったら聞かせてくれよ」


    　ここ最近、何かを隠しているような友月の素振りは気になっていた。今がその突破口なように思えて僕は言う。


    「ふふっ、無理だよ啓介くん」


    「どうしてだ？」


    「見ないように、考えないようにしていることを、言葉になんてできないよ。だって、分からないんだもの」


    　はぐらかされたのか、それとも本心なのか、僕の提案は敢あえなく流されてしまった。


    「そ、そうか……」


    「でも、啓けい介すけくんは言葉にできたから、私よりは分かってるんだと思う。きっと自分で気づく寸前なんだよ。だから力になれるかもしれない。ねえ、啓介くん。私が、啓介くんの見ないようにしている部分を、見ても……いいかな？」


    　友とも月づきは僅わずかに身を寄せて、僕の顔を覗のぞき込んだ。


    「あ、ああ――頼めるなら……」


    　目を合わせていることができず、僕は顔を背そむけて頷うなずく。胸が熱くて、息がしづらい。


    「――えっとね、もし見当外れなことを言ったら、ごめん。先に、謝っておくね」


    　友月はそう前置きして話し出した。


    「啓介くんの話でね、一つ気になったことがあるの」


    「何だ？」


    「あのね、啓介くんは由ゆ衣いちゃんのために帰省を止やめたんだよね？」


    「まあな……」


    「なら、由衣ちゃん自身がどう思っているのかは聞いたの？」


    「いや……余計な重荷を背負わせたくなかったら何も――」


    　そう答えかけて、ふと自分が誰かと同じ勘違いをしている気がした。


    　あ……。


    　電流に打たれたかのような痺しびれと共に理解が脳内を駆け巡めぐった。


    『――その選択はあたしのものじゃなくてトウコのものよ』


    　アリッサの言葉を思い出す。そうだ、アリッサはそれまで自分の選択が美み澄すみさんの運命を決めるもののように考えていた。けれどそれが勘違いであることに気づいたのだ。


    「そっか……友月、当たりだよ。一番大事なこと、分かってなかった」


    　これは僕の選択じゃないのだ。由衣が決めるべきこと。でも僕は何でこんな単純なことが分からなかったのだろう。


    「見えるはずのものが、見えないときは――きっと怖いからだよ」


    　友月が僕の表情を見て、そう告げた。


    「怖い……そうだな、怖かったのは由衣じゃない、僕だったんだな」


    　全てがぴったりと胸の中で噛かみあった。僕はこれまでずっと故郷の街に帰ろうとしなかった。それは怖かったからだ。逃げ出した場所には戻りたくなかったから、由衣のことを体ていのいい理由にして、それ以上考えないようにしていた。


    「――私、力になれた？」


    「ああ、十分以上にな。ありがとう」


    　僕が礼を言うと友とも月づきは嬉うれしそうに微ほほ笑えんだが、すぐに表情を翳かげらせてしまう。


    「啓けい介すけくん、じゃあ由ゆ衣いちゃんが目を覚ましたら訊いてみるんだよね？」


    「そうだな、たぶんそうすると思う」


    　たとえ生き返ったわけじゃなくても、由衣は由衣。たとえ魔術として顕けん現げんしていても、道具なんかじゃない。一人の対等な人間として認めて、付き合うべきなんだ。


    「もし……由衣ちゃんが帰省するって言ったら、どうするの？　そこからは啓介くんの選択だよ？」


    　友月はひどく不安げな様子だった。そう言えば友月は皆で行く旅行を楽しみにしていた。僕が帰ると言えば、一緒には行けなくなる。行楽目的の旅行は〝友月〟と姓が変わって以降初めてだと、楽しげに語っていた友月を思い出す。だけど僕は――。


    「……由衣がもしその選択をしたら、僕も逃げるわけにはいかないさ。行くよ、叔お父じさんの家に。そのときは、たぶん友月の別荘には行けない。ごめん」


    「――いいの。こういう流れになるかもしれないって分かってて、私言ったから。啓介くんの助けになれて、よかったよ」


    　どこか無理をしているような笑みを見せて友月は頷うなずく。胸が痛んだが、今はこう答える外ほかなかった。


    「もしそうなったら、アリッサのやつがうるさそうだけどな。ダメだって言っても、あいつなら無理やり付いて来そうだし」


    　少し重くなった空気を軽くしようと、僕は明るい口調でアリッサをネタに挙げる。しかし友月は笑みを消して俯うつむいてしまう。


    「――アリッサさんは、どこへだって付いて来るって啓介くんは確信してるんだね」


    「え？　そりゃ、あいつの性格からして……」


    「そういう意味じゃないよ、啓介くん」


    　何な故ぜか悲しそうな顔で友月は僕の台詞せりふを遮さえぎった。


    「友月？」


    「――違うよ」


    「違うって、何が……」


    「由衣ちゃん、寝てる。今は――二人だよ、啓介くん」


    　友月の請こうような瞳に何を求められているのかを悟る。


    「……未み由ゆ？」


    　僕が名前で呼ぶと、小さく友月は頷いた。トンと肩が触れる。友月が少し体を傾けていた。ほんの僅わずかな接触なのに、触れている部分がとても熱を持っているように感じる。


    「昨日、言ってくれたよね。私は啓けい介すけくんが自分から一番近づこうとしてくれた人だって」


    「あ、ああ」


    　その言葉に嘘うそはない。一年の時、友とも月づきが苦境にいた頃から僕は何とかしたかった。実際に動けたのはアリッサと知り合い、一歩を踏み出す勇気を得てからだったが……。


    「なら、もし私からも啓介くんに近づけば――」


    　しかし友月は言葉を途中で切って、頭かぶりを振った。


    「……私、何を言ってるんだろ。全然、分からない。もう十分だったはずなのに……まるで、足りていないみたい」


    　僕には友月が何を言いたいのかは汲くみ取れなかった。だけど僕も友月が見えていないものを見る助けになりたくて、口を開く。


    「あのさ、単に思った通りのことをすればいいんじゃないか？　深く考えて、怖くなる前にさ。そうしたら何かが見えるかもしれない」


    　それは美み澄すみさんの問題に対して、アリッサが出した結論でもあった。口で言うほど簡単なことではないと分かっている。僕自身、それでも考えてしまうからこそ、自分の心が見えていなかった。けど他に助言は思いつかない。


    「思った通りの、こと……」


    　友月は呟つぶやき、僕の目をまっすぐに見つめた。
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    「み、未み由ゆ？」


    「いいの、かな？」


    　それが何に対しての問いか分からず、僕は肯定も否定もできず硬直する。


    「――ねえ、啓けい介すけくん。私は……」


    　ごくりと唾つばを飲み込み、友とも月づきの言葉を待つ。だがそのとき膝ひざの間で丸まっていた由ゆ衣いの耳がピクピクと動き、尻尾しつぽが揺ゆれた。僕らは会話を中断して由衣を見下ろす。


    「ウワゥー……」


    　欠伸あくびのような鳴き声を上げると、由衣は目を開いた。そして周囲を見回し、きょとんとした顔になる。


    「ワン？」


    　疑問形の鳴き声を上げると、由衣は僕の膝から飛び降りて人の姿に変身した。状況はまだ把は握あくしきれていない様子で、きょろきょろ山小屋の中を観察している。


    「由衣ちゃん、おはよう」


    　友月が、由衣に話しかける。先ほどの話題を続けるつもりはないらしい。僕は緊張が解けて、大きく息を吐いた。


    「おはよう、未由お姉ちゃん。それにお兄ちゃんも。ねえ、ここどこ？」


    　少し不安そうな由衣。いきなり知らないところで目覚めれば無理もない。僕は安心させるために笑みを見せながら答える。


    「ああ、おはよ。ここはどっかの森にある山小屋だ。場所についてはそれしか分からない」


    「ど、どういうこと？」


    　戸と惑まどう由衣に僕はここまでの経緯を話す。


    「――そうなんだ。ウルトさんが……」


    「ああ、だからこんな所で雨宿りしてるんだ。それにしても由衣、お前よく寝てたよな。結構騒がしかったと思うけど」


    「仕方ないよ啓介くん。まだ六時前なんだから。いつもなら寝てる時間なんでしょう？」


    　友月の問いに由衣が頷うなずく。


    「うん……まだ眠い」


    　目を擦こすって由衣は欠伸をした。まだ意識がはっきりしているわけではなさそうだ。由衣に叔お父じの家へ帰省するかどうかを訊ねる決心はついていたが、きちんと話をするのは街に戻ってからの方がいいだろう。それに何もできないかもしれないが、アリッサの問題が決着するまで落ち着けそうにない。


    「由衣ちゃん。眠いなら、もうちょっと寝てたらいいよ」


    　友月がそう言って僕から少し離れる。触れていた肩は遠ざかり、熱が引く。


    「うん」


    　由ゆ衣いは僕らの間のスペースにぽすんと座り込んだ。


    　すぐに船を漕こぎ出した由衣は友とも月づきに寄りかかって目を閉じる。小屋の中に静けさが満ちた。あるのは風雨が奏かなでる雑音だけだが、それは慣れれば音がある静せい寂じやくに等しい。


    　何となく今度の沈黙は心ここ地ちよかった。僕と友月は由衣を挟はさんで同じものを共有している気がした。二人、ただじっと窓の外を眺ながめる。空を包む雲はどんどんと厚くなり、太陽は昇っているはずなのに世界は夜に近づいているようだった。


    　それからどのくらい経ったのだろう。この状況を打開する方法はずっと頭の中で考えていたが、いい案など思いつかず、疲れてきた意識がふいに眠気を覚えた。静けさに後押しされて僕は目を閉じる。


    



    「――そうなんだ、今の啓けい介すけくんから考えたら、ちょっと意外だな」


    「うん、あたしも驚いちゃったよ」


    



    　話し声に気づき、僕は瞼まぶたを開けた。隣となりを見ると由衣と友月が談笑している。いつの間に由衣は起きたのだろう。


    「あれ……僕、寝てたのか？」


    「あ、お兄ちゃん、おはよ。そうだよ、ぐっすり眠ってたよ」


    　由衣の言葉に僕は焦あせる。


    「えっ!?　今、何時だ？」


    「もう八時半過ぎ、かな」


    　その問いには友月が携帯を出して答えてくれた。確か飛行機の出発時間は八時だったはずだ。窓から見える空模様が変わっていないところみると、欠航したのは間違いないだろう。本当にもう自力で海を渡るしか手段は残されていない状況になってしまった。


    　アリッサ……やっぱり無理だったのか？


    　胸の中で問いかける。すると糸に引っ張られるような感覚があった。


    　これは――《道パス》？


    　眠る前は手ごたえがなかったアリッサとの《道パス》を感じられる。どうなっているのだろう。ウルトさんが魔術を解いたのか？　それとも――。


    「お兄ちゃん、どうしたの？」


    　突然あらぬ方向を見て固まってしまった僕を由衣が不思議そうに見ていた。


    「アリッサの《道パス》が分かるんだ。これは……近づいてる？」


    　引き合う感覚が次第に強くなっている。


    「こっちに向かってるの？　でもどうやって……」


    　友月の疑問には僕も答える術すべがない。


    「とにかく、外へ出てみよう。たぶん、すぐにここまで来る」


    　加速度的にアリッサとの距離が縮まっていると感じられる。僕は立ち上がると入り口に向かう。扉を開けると凄すさまじい勢いの風が雨を乗せて流入してきた。友とも月づきと由ゆ衣いは扉の陰に隠れて風を避けるが、僕は腕を翳かざして視界を守りながら外へ踏み出す。


    　すると空に光が瞬またたいた。雷かと思ったが、続く雷鳴はない。見上げると人影があった。人影はそのまま落下してきたが、地面と衝突する寸前で急制動をかけて着地する。


    　間違いない、アリッサだ。身に着けているのはウルトさんの《闇天の法衣イスラヴエール》ではなくアリッサの法衣だった。


    　だが着地に成功したはずのアリッサは体を揺ゆらし、苦しそうに膝ひざをつく。


    「アリッサ!?」


    　僕は慌あわてて駆け寄る。入り口から顔を出していた友月と由衣も血相を変えて出てきた。


    「――ごほっ、けほっ……《道パス》を辿たどって……やっと、見つけたわよケースケ」


    　笑ってみせるアリッサだったが、咳せきと共に吐き出されたのは赤い血だ。


    「おい！　いったいお前何したんだ!?」


    「伯お母ば様の魔術を壊すのに、ちょっと荒っぽい方法を使っただけよ。心配しないで」


    「荒っぽいって方法って……僕らがいないのにどうやって――」


    「簡単よ。あそこにはまだ、拳こぶし一つで魔術に渡り合った人が残ってたじゃない……」


    　そう言われて盲もう点てんだった人物が思い浮かぶ。


    「まさか――オウルに？」


    　確かにオウルは僕の《貪れ魔狼デイバウアー》や、アリッサの風障しよう壁へきを砕くほどの一撃を使えたが……。


    「そうよ、説得するのにずいぶん手間取ったけどね。何とか成功したわ」


    「ってお前まさか、あの攻撃を体に受けたのか!?」


    　血の気けが引く。オウルが言っていた、あれは〝必殺〟の拳だと。受けてただで済むものじゃない。


    「大丈夫よ。伯母様の魔術の強度はかなりあったし、オウルも手加減してくれたから。治療魔術だってかけてある、命に別状はないわ。この血はちょっと肺に残ってたのが出ただけよ」


    　そうは言うものの、アリッサは膝をついたまま立ち上がるのも辛つらそうだった。


    「全然そうは見えない。とにかくしばらく休んでちゃんと治療しろ」


    「ダメよ。早くしないと伯母様に気づかれる。ミユたちを送ったら、そのままトウコのところへ行くわ」


    　アリッサはそう言って僕の後ろで心配そうに見守る友月と由衣に手を伸ばす。


    「――掴つかんで。転てん移いするわよ」


    「う、うん。でも、しんどそうだよ。お姉ちゃん」


    　由衣は顔を曇くもらせて心配する。


    「平気。ほらミユも」


    「ホントにアリッサさんは、ブレーキがないんだね」


    　複雑そうな表情で友とも月づきも手を重ねた。アリッサは最後に僕の左手を強引に握ると転てん移い魔術を使った。知っている場所には一度で飛べるようで、僕らは自然公園の丘へとまばたきする間に移動する。体に当たる雨粒の感触が消えた。


    　こちらはまだ雨が降っていないようだった。嵐はウルトさんの力で飛行場周辺に停滞しているのかもしれない。


    「――じゃあケースケ、一緒に来て」


    　友月と由ゆ衣いの手を離したアリッサは僕に告げる。


    「え……僕もか？」


    　一度休まなければ無理だと止めようとしていた僕は、予想外の台詞せりふに面食らう。


    「そうよ、伯お母ば様に同じ手を使われないよう、私は自分の法衣を纏まとっているけど別の方法で邪魔されちゃうかもしれない。そうなったらあたし一人じゃ対抗できないの。だから時間がないのは分かっていたけどケースケたちを迎えに行ったのよ。ミユ、ユイをお願いね」


    「……わかったよ、気をつけて」


    　友月は僕らを心配そうに見ながら答える。


    「アリッサ、勝手に話を進めるなよ！」


    「うるさいわね。文句なら後でいくらでも聞くわ――《彼方へ運ぶ風フアラウエイ》！」


    　ぐんっと左腕が引っ張られ、僕はアリッサと共に空へ舞い上がる。あっという間に友月たちの姿が豆まめ粒つぶほどの大きさになった。だが雲海が間近に迫ると、次第に上昇する速度が落ち始める。


    「――上空の風は伯母様の支配下ね……ここまでしか昇れないか」


    　アリッサはそう呟つぶやいて、あろう事か空中で魔術を解除する。僕らを包んでいた風が消え、激しい気流が僕らを襲おそう。


    「ぐぅっ……」


    　思わず手を離しそうになったが、アリッサが力を込めて僕を繋つなぎ止めた。急激な落下感に胃が迫せり上がる。僕とアリッサはもみくちゃになりながら重力の手招きに従い落ちて行く。


    　いったいどうするつもりだ……。


    　息をするのも辛つらい風圧の中、僕はアリッサがまっすぐ彼方かなたを見ていることに気づく。


    「ケースケ、ここからは転移魔術の連続で行くわよ！」


    　アリッサが高らかに魔術を――在らざる奇跡を行使する。


    「過ぎた輝きパストグロウ！」


    　僕らを翻ほん弄ろうする風が一瞬途切れ、眼下の景色が入れ替わる。美み傘かさ市ではない。田園が広がる見知らぬ大地だ。大きな河が遠くまで続いている。高空にいるため、その先をどこまでも目で追えた。


    　海だ。平原の向こうに河が流れ込む紺こん碧ぺきの大海が見えた。


    「過ぎた輝きパストグロウ！」


    　アリッサが再び転てん移い魔術を使うと、僕らは既すでにその海の上空にいた。顔を捻ひねって後ろを向くと、霞かすんだ海岸線が遥はるか後方にある。


    「――過ぎた輝きパストグロウ！」


    　もう一度移動したときには、海以外のものは眼下から消え失せた。どこまでも空を覆おおう雲のカーテンと、深い青の海原が交まじわる水平線を、アリッサは額に汗を浮かべながら睨にらみつける。


    「過ぎた輝きパストグロウ！」


    　アリッサ……。


    　今更思い留とどまらせることはできなかった。いや、誰がこのアリッサを止めることができるだろう。


    　僕であろうと、ウルトさんであろうと、アリッサの道を阻はばむことはしてはいけないことのように思えた。


    「――頑張れ」


    　見ていることしかできない僕が口にするのは無責任かと思ったが、それしかアリッサに掛けられる言葉はなかった。アリッサはほんの一瞬、僕の方を見て笑う。


    「過ぎたパスト、輝きグロウ!!」


    　より力強い言ことの葉はで、アリッサは空を渡る。


    　もう景色は変わらない。上には雲、下には海、アリッサはその狭はざ間まへとひたすらに進む。


    「過ぎた輝きパストグロウ――過ぎた輝きパストグロウ――過ぎた輝きパストグロウ――過ぎた輝きパストグロウ――過ぎた輝きパストグロウ――過ぎた輝きパストグロウ――過ぎた輝きパストグロウ――過ぎた輝きパストグロウっ――！」


    　五秒と間を置かずアリッサは魔術を連続で使い続ける。落ちながらまた同じ程度の高さへと転移しているのか、いつまでも落下感が終わらない。


    　何十回目だっただろうか。あまりに変化のない風景に、その場で落ち続けているような錯さつ覚かくを感じ始めた頃、未だ僕らの頭上を閉ざす曇くもり空が赤く染まり始めた。


    　まさかもう夕方なのか？


    　驚くが、それは当たり前だということに気づく。僕らは途と轍てつもない速度で東へ移動しているのだ。進めば進むほど太陽は後方に移動し、僕らは夜の領域へ近づく。


    　転移をするたびに、コマ落としのごとく空が暗くなっていく。


    　やがて空と海の違いさえ分からないほどの闇が僕らを押し包んだ。


    「――彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　そこでアリッサは何な故ぜか転移ではなく飛行魔術を使った。グンッと上へ向かう力が加わり、ようやく落下が終わったことを知る。だが僕は訝いぶかしげにアリッサを見た。まだ目的地へは着いていないのだ。


    「どうしたんだ、アリッサ？」


    「ケースケ、あたし考えが甘かったわ……」


    　肩で息をしながらアリッサは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をする。


    「――ここから先は転てん移い魔術が使えないのよ」


    「使えないって……何でだよ？」


    「あたしが陽ひ名なに言った転移魔術の条件、ケースケも聞いていたでしょ？　知らない場所へ移動するには、まず認識できる範囲であること、そして共通の光源の下にあることが必要なの。今は雲に隠されて月も星もない、水平線も見えない。風に阻はばまれて雲の上へは行けないから、これ以上は使いようがないの」


    「そんな……」


    　太陽は雲の向こうからでも光を届かせることができるが、月や星はそうはいかないということか。


    「きっと伯お母ば様は雲の上を飛んで先回りをしているのよ。どうりでいつまで飛んでも空が晴れないと思ったわ。高い場所から転移させないようにして一度の移動距離を減らそうとしているのかと思ったけど、ここで手詰まりにするのが目的だったのね」


    　冷静に分析しているように見えるアリッサだったが、握り合った手が強こわ張ばっていた。


    「じゃあどうするんだ？」


    「進むしか……ないでしょ」


    　アリッサは気流の影響を避けるために高度を下げ、夜闇の中へと飛び始める。風の結界が周囲を包んでいるので、これまでよりは息をするのが楽になる。しかし移動速度は比較にならないほど遅くなったはずだ。


    「間に合うのか？」


    　いったいどの辺りまで来たか分からないが、ここから普通に飛んで辿たどり着ける距離なのだろうか。


    「分かんないわよ、そんなこと。でもトウコとの距離はずいぶん縮まってる気がするわ。半分以上は来ているはずよ」


    　半分以上……それでもただ飛んで行くには絶望的な隔へだたりだ。それにウルトさんが姿を見せないことが、何をしても無駄だという宣告に思えた。


    　だがアリッサは唇くちびるを噛み、光のない先を見据えて飛ひ翔しよう速度を上げる。


    　諦あきらめないんだな――アリッサは。


    　なら僕はその意気を挫くじくようなことを言うわけにはいかない。


    「アリッサ、お前が精神体だった時みたいに僕の精神力も使ってくれ。少しは足しになるだろ」


    「――いいの？」


    「当たり前だ。つい最近まで一いつ心しん同どう体たいみたいなもんだったのに遠えん慮りよなんかするな」


    　僕が笑って言うと、アリッサも険しい疲れた表情を消して笑みを浮かべた。


    「そうね、ふふ――容よう赦しやなく吸い上げちゃうから覚悟しなさいよ」


    　僕らは二人で飛んで行く。眼前にこれでもかと溢あふれる絶望は見ないで、ただあるかどうかも分からない希望を信じて進む。


    　濃くなる夜、深まる闇、上も下も分からない。蓋ふたをされた黒い函はこの中みたいな世界で、僕らは足あ掻がくように先を目指した。
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    　どのくらい飛んだだろう。もう過ぎ去った距離は分からない。


    　ただ延々と続く黒い景色に時間の感覚も喪そう失しつしている。


    　魔術で浮いているため体重は掛かっていないが、それでもずっと繋つないでいる手は痺しびれ、感覚はほとんどない。眼前の夜は、自分が眼を開けているのか、閉じているのか、判別できないほどの闇で僕の意識を侵食する。アリッサと僕の精神力は限界に近づいていた。意識を保つため、僕はアリッサに話しかける。


    「なあ……アリッサは美み澄すみさんに会って、何をするつもりなんだ？」


    　僕はアリッサがここまでする理由を知りたかった。説得ではないならなおさらだ。ここまではあえて訊くつもりはなかったが、どうあっても諦あきらめようとはしないアリッサを見て気が変わった。それを知ることで僕ももう少し頑張れるかもしれない。


    「――夢を、見せてあげたいの」


    「夢？」


    　アリッサは頷うなずく。


    「あたし、トウコに電話したとき聞いたの。何を怖がっているのかって。あたしはオウルの言うように、トウコが自分の死が怖くて手術を受けないんだとは思えなかったから」


    「美澄さんは何て？」


    「最初は渋ってたけど教えてくれたわ。トウコは確かに手術の失敗を怖がってた。でも命が終わるのを恐れているのが一番の理由じゃなかった。トウコが怖がっていたのはオウルが一人残されるかもしれないことだったの」


    「オウルのため……美澄さんらしいな」


    　皮肉だった。オウルは美澄さんの幸せのために手術を受けてくれるよう望み、美澄さんはオウルのために手術を拒絶している。


    「トウコは〝最悪〟を夢に見たんだって言ってた。そこは自分が死んだ後の世界で――オウルや……あたしが泣いていたって」


    「嫌な夢だな……だけどあくまで夢だろ？　不吉だけど、そこまで……」


    「あたしもそう思ったけど、トウコはまるでその夢を未来と混同してるみたいだった。〝最悪〟を知ったから、もう自分はその道を選べないって……その一点張り」


    「最悪の……未来、か」


    　ウルトさんも同じようなことを言っていた。


    「でもあたし、それじゃ不公平だと思ったの。トウコが見たのは最悪だけだもの。オウルが望んでるような最善も分かって欲しい。それに手術を受けても受けなくても、トウコの中から最悪の夢は消えないわ。きっと苦しむことになる。だから釣り合いが取れるように、いい夢を――ううん最高の未来を見せてあげたいの」


    「それがアリッサのやりたいことか……」


    「うん。もしかして、呆あきれた？　こんな無茶までして、馬鹿みたいに思う？」


    　苦笑しながらアリッサが僕を見る。


    「いや、応援したくなった」


    　本心から告げる。何とかしてアリッサの望みを叶えてやりたい。


    「ホント？　ケースケもバカなのね」


    　楽しそうに言うアリッサ。


    「でも夢を見せるなんてできるのか？」


    「意識も、思考も〝流る転てん〟や〝波〟の属性に近いんだと思う。だから《流ながれし星ほし竜りゆう》にはそういう魔術もあるわ。実はケースケの前でも一回使ってるのよ？」


    「え？　だけどそんな記憶ないぞ」


    「その時は夢を見せるって用よう途とで使ってはいないからね。ケースケ、起きてたし。まあ着けば分かるわよ」


    　アリッサは〝着けば〟という言葉を明るく告げた。だけどもう……本当は分かっているはずだ。限界が近づいていることを。ただそれに気付かない振りをしているだけ。


    「じゃあ、楽しみにしておく」


    　けれど僕もまだ虚勢を張って、元気よく振る舞う。


    「ええ。あたしはトウコの天使だもん。絶対にこの夢を届けてみせるわ」


    　天使――その言葉がふと引っかかる。そういえばまだ使ってない〝力〟があった。今更それに気づく。


    　だけど今の状況で意味があるのか？


    　自問する。けれど試してみる価値はあるかもしれない。


    「なあアリッサ、天使の翼って……飛ぶためにあるんだと思うか？」


    　僕が問いかけるとアリッサはきょとんとする。


    「それはもしかして《天使王ミトロン》のことを言ってるの？」


    「ああ、剣を具現化したみたいに、翼を呼び出せれば少しは飛ぶ速度が上がるんじゃないかってさ」


    「ケースケ、いいこと思いつくじゃない！」


    　喜びの声を上げるアリッサ。だが僕はあまり自信がなかった。


    「けど、僕が外から見た限り《天使王ミトロン》の背中には翼はあったけど、特に使ってる様子もなくて飾りみたいな感じだった。僕はあくまで力を引き出すだけだから、その翼に飛ぶ能力がないと意味がないんだよ」


    「う……確かにね。でもやってみなきゃ分からないじゃない。ケースケ、試してみなさいよ」


    「そうだな――僕の精神力が尽きたら試すこともできなくなるしな。でも効果が分からないからアリッサも気をつけといてくれよ」


    　僕はそう注意してから、頭の中で良さそうな文句を考えながら《姿の言葉シヤープワーズ》を紡つむぎ出す。


    「――来きたるは金色。風を引き連れ舞う乙おと女め。界かいの王たる小さき揺ゆり籠かご――黄金の髪靡なびかせ、空を渡り、道を拓ひらく、留とどまることを知らぬ者――」


    　アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト＝ミトロンの在り方を定義し、次に力を導く言ことの葉はを思いと共に編んでいく。


    「内に秘めし尊き光、闇を払う天なる輝き。欠片かけら集いし眩まばゆい羽――宿命さだめと役目を此こ処こに分かち、彼の背に界の翼を！」


    　四節の《姿の言葉シヤープワーズ》により魔術の形が定まる。僕はアリッサと繋つないだ左手に力を込めて、最後の《起動言語トリガー》を決定し、告げた。


    「天への双翼ステアウイング！」


    　アリッサの体が金色の輝きを放ち、背中から天に伸びる二筋の光が放たれる。だがその余波でアリッサが生み出していた飛行魔術の風が吹き散らされて、僕らは海へとまっ逆さまに落ちて行った。


    　しまった、天使の力が強すぎて魔術を併へい用ようできなかったのか。


    「おいアリッサ！　飛べるか!?　落ちてるぞ！」


    　轟ごう々ごうと過ぎる風の音に負けぬよう、僕はアリッサに叫ぶ。


    「ちょ……ちょっと待ってケースケ！　これどうやって動かすのよ!?」


    　アリッサの背に生じた光は翼の形を成していたが、ぴくりとも反応していない。


    「そんなの僕に分かるわけないだろ！　適当に何とかしろ！」


    「適当ってあんたね、出しといてそりゃないでしょ！　責任取りなさいよ！」


    　アリッサは手足をバタバタさせながら僕にしがみ付いてくる。


    「へ、変な言い方するな！」


    「あたし別に変なことなんて言ってないわよ！」


    「あ――そ、そうだな。いいから飛べとか念じてみろって。魔術は精神で操るもんだろ」


    　言い合っている間にも海が近づいているのが分かる。空と海も等しく暗いが、海の暗さは底のない闇だ。強くなる潮しおの香りが海に呑のまれるまで秒読み段階であることを伝えてくる。


    「精神で、ね。もうこうなったらヤケよ。いいから飛びなさい――あたしの羽ならちゃんと動くのよ！」


    　ぴくっとわずかに金色の羽が震える。


    「飛べ！　飛べ！　飛べっ！　あたしをトウコのところへ、運べって言ってんのよぉぉぉぉっ!!」


    　ドウッン!!


    　一瞬見えたのは、僕らを包む大きな水みず飛沫しぶきだった。海へ落ちてしまったのかと思ったが――違う。


    　僕は水平方向に凄すさまじい力で引っ張られていた。あまりの加速度に意識が白くなる。落ちているときにお互いがしがみ付いていたおかげで、かろうじてアリッサから離れずにいられたが、手を繋つないでいるだけならあっという間に置いていかれただろう。


    「うきゃあああああああっ!?」


    　アリッサも自分が飛ぶ速度に面食らっているようで、はしたない悲鳴を上げている。


    　僕はジェットコースターなど比較にならないほどのＧに歯を噛かみ締めて耐えた。視線を動かし下方に目をやると、僕らは本当に海面すれすれを飛んでいることが分かった。海が二つに割れたような高い水飛沫が僕らの後方に続いている。


    「あ、アリッサ！　もうちょっと高度上げられるか!?　下手へたすりゃ海面にぶつかるぞ！」


    「……わ、わかったわ！　やってみる」


    　僕の声に正気を取り戻したアリッサは空を向いて進路を上方に修正した。どうやらコントロールのコツは掴つかんだらしい。


    「いけそうだな！」


    　天使の翼は予想以上の力を秘めていたようだ。どの程度の速度が出ているかは分からないが、間に合うかもしれないと思わせるだけの勢いがあった。


    「ええ。これなら！」


    　アリッサは顔を輝かせて頷うなずく。


    　だがそのとき、僕らの前方に太い光の柱が出現した。そして耳を撃ち抜くような爆音。それでようやく雷が落ちたのだと悟る。


    「くうっ!?」


    　アリッサが翼を動かして前進を止やめた。網もう膜まくに焼きついた白色が薄れてゆくと、雷が直撃した海の上に人の姿が浮き出るように現れる。


    　この状況で、僕らの前に立ちふさがる人物は一人しかいない。


    「――伯お母ば様」


    　アリッサはそう呟つぶやき、威い嚇かくするように光の翼を大きく広げて己おのれの伯お母ば――ウルト＝クラノ＝ストーリングと対たい峙じした。
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    　まだ雷鳴の名な残ごりが耳の奥で反響している中、ウルトさんは口を開く。


    「まさかそんな裏技を使われちゃうとはね。私が出てこざるを得なくなったじゃないの」


    　ウルトさんの口調には呆あきれが多分に混ざっていた。


    「お願い、伯母様。あたしを行かせて」


    　アリッサが揺ゆるがぬ瞳でウルトさんを見据えて告げる。


    「アリッサ、あんたは私を信じられないの？　どうしてここまで意地になるのよ。これはわざわざあんたが口出しする問題じゃない。何度言ったら分かるの？」


    「あたしは説得のために行くんじゃないわ！」


    「――ずっと上から見て、聞いていたわよ。夢を見せてあげるんですってね。それなら余計ダメだわ。十分その子の意思に干かん渉しようする行為なのに、それを自覚していない」


    　ウルトさんは腕を組んで、諌いさめるように言う。


    「あたしの行動した結果、トウコが選択を変えるかもしれないことは……理解してるわ」


    「理解？　なら想像はしているの？　その子が死んでしまう未来は可能性の中に確実に存在しているのよ？　それが訪れてしまったとき、あんたはどうするの？」


    　とうとうウルトさんはその事に触れた。それを見ていると、ウルトさんは僕に語った《方舟はこぶね》の事情なんかより、ただ伯母としてアリッサを止めたいんじゃないかと思える。


    　けれどアリッサはウルトさんの問いに怯ひるまなかった。


    「あたし、オウルにも――トウコのお父さんにも同じことを聞いたわ。オウルは言った、どうしようもなく後悔するだろうって。あたしも一緒よ。後悔するし、絶対に泣くわよ。だけどねっ！」


    「――っ！」


    　ウルトさんがアリッサの剣幕に気け圧おされる。


    「トウコは今悩んでるの！　今、苦しんでるの！　夢に見た最悪な未来に怯おびえて、辛つらいはずなの！　オウルも傍そばにいなくて、トウコはたった一人で大きな選択を迫られてる。誰かが支えてあげなきゃいけないの。助けてあげなきゃいけないの！　だからあたしは――今、トウコのためにできることをしに行くのよっ」


    「……そんなの、先を見ないただの愚行よ」


    「違うわ。だって先はあたしが見るべきものじゃないもの。トウコが自分で見て、選ぶものよ。代わりに選びたくっても選べない。あたしにできるのは今、トウコの近くへ行って少しでも助けになることだけ」


    　アリッサの言葉を聞いてウルトさんが自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべた。


    「今……か。だったら未来のために、今を犠ぎ牲せいにしてきた私は、間違っているのかしら。昔、アリッサからヴェルと過ごす時間を奪う代わりに、あんたが悲しむ未来を排除したわ。私は今回も同じことしようとしている。それが私の役割だと信じているわ。あんたはそれを否定するの？」


    「あたし、伯お母ば様が間違ってるなんて一言も言ってない。お母様のことは、むしろ感謝してるわ。伯母様は正しいことをしてる、たぶんあたしにとっては。だから――ありがと」


    「アリッサ……？」


    　礼を言うアリッサに毒気を抜かれたような表情になるウルトさん。


    「でも、今回のことは〝あたしにとって〟が一番じゃない。トウコを元気付けて、ちゃんと目の前の事へ向かい合えるようにしてあげることが、一番大事なの。ごめんね――伯母様。あたしはもしかしたら悲しむことになるかもしれないけど、これは今あたしがトウコの友達としてやらなきゃいけないことのよ！」


    　アリッサは自分の思いを全てウルトさんへぶつけるように声を張り上げた。驚いたような顔でウルトさんはまじまじとアリッサを見つめる。


    「そう……一人前な台詞せりふを吐くじゃない。つまりあんたと私の一番は噛かみ合わないってことね」


    　ウルトさんは溜ため息いきを吐つく。


    「なら結局、どちらの我わが侭ままを押し通すかって話よ」


    「伯母様!?」


    　すっと指先を天に向けたウルトさんを見てアリッサが身構える。


    「――堕ちる雷帝ルインマナク!!」


    　空へウルトさんの声が轟とどろくと、雲海が内側から眩まばゆく発光し、海へと幾筋もの稲いな光びかりを走らせた。だがその稲いな妻ずまは一瞬で消えることなく不自然に絡からみ合い、巨大な雷の龍ごとき電気の帯を形成する。そしてまさに疾しつ風ぷう迅じん雷らいの速さで僕らを取り囲み、とぐろを巻くようにして回り始めた。さらにじわじわとその包囲を狭せばめてくる。僕らの動きを封じる気だ。


    「ケースケ、じっとしてて」


    　だがアリッサは冷静な口調で僕に告げ、光の翼を大きな腕かいなのように広げ、僕らをその内側に包み込んだ。羽が強く輝き出して、力を溜ため込んで行くのが分かる。そしてアリッサは一気に翼を羽ばたかせた。


    　バチィッと翼に触れた雷の竜が弾け、霧む散さんする。パリパリと空気中に放電の名な残ごりが小さな閃せん光こうを放つ中、アリッサはウルトさんを真っ直ぐに見据える。


    「伯母様――あたしは、止まらないわ」


    　疲れた表情を見せ、ウルトさんが肩を落とした。


    「やっぱり《天使王ミトロン》の力を使われちゃ、力ずくでどうにかすることはできないか……。言葉で説得できなかった時点で、私の負けだったのね」


    　苦笑を浮かべたウルトさんは、横に移動し道を譲ゆずる。


    「いいの……？」


    「流れの行く先は、わずかなことで容た易やすく変わる。アリッサの強い思いが、私よりも良い未来を導くことを期待してみるわ。さっきのあんたが見せた顔は、私が最悪を恐れる曖あい昧まいな根拠よりも……信じられるような気がしたから」


    「ありがとう、伯お母ば様！」


    　喜き色しよく満まん面めんの笑みでアリッサは叫ぶ。


    「さっさと行きなさい。あんたの友達のところに」


    「うん！」


    　アリッサは頷うなずいて大きく天使の翼に力を込めた。だが、ふと思い出したようにウルトさんは僕を睨にらんで付け加えた。


    「あ、ケイスケ。ただしあんたには私の邪魔をした罰ばつ、味わってもらうから。それと、もしも〝最悪〟が現実になったとき、私はあんたを許さないでしょうね」


    「え？」


    　それはアリッサが急加速で飛び出す寸前だったため、僕は訊き返すこともできなかった。


    「行くわよっ」


    　金色の翼が羽ばたき、ウルトさんは僕の視界から一瞬で消失した。


    　罰って……何だ？


    　ウルトさんは笑みを浮かべていたが、その目がひどく真剣だったことが印象に残る。けれど確かに僕は多くの事情をウルトさんから話されていたというのに、中立を守るのではなくアリッサの味方をした。僕がアリッサの側へ天てん秤びんを傾けてしまったのだ。責任は重い。


    「ケースケも、ごめんね。結局あたしと同じものを背負わせちゃったかもしれないわ」


    　僕の心を読んだわけではないだろうが、アリッサが夜の果てを見据えながら告げた。


    「気にするなって。僕がしたくてしたことだ」


    　そう答えるとアリッサは少し意地の悪い笑みを見せる。


    「――伯母様のお仕置きは怖いわよ？」


    「覚悟しとく」


    　様々な意味を込めて僕はそう答えたのだった。
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    　闇を貫つらぬくように空を駆け、僕らは美み澄すみさんの元へ急ぐ。


    　雲で覆おおわれた天てん蓋がいは次第に取り払われ、星の煌きらめきが頭上に姿を現していた。ウルトさんが天候を操るのを止やめたのだろう。星明かりで疎まばらな雲の形が分かるようになると、いかに僕らが高速で移動しているかを実感した。


    　雲はまるで柔らかな綿のように形を変え、一瞬で流れ去っていく。空が大河へと変じてしまったかのような光景だった。普段は動いていることに気づけない星々も、ゆったりと廻まわっていることが分かる。これは詠えい唱しよう時間のロスがある転てん移い魔術よりも速いぐらいかもしれない。アリッサが翼を上手うまく扱えるようになったためか、体に掛かる負荷も減じている。この羽には外圧への防ぼう御ぎよ効果も備わっているようだ。


    「ケースケ、あれっ」


    　アリッサが前方を指差す。見れば水平線沿いに点在する光が見えた。


    「街の……明かりだ。本当に海を越えたのか――」


    　呟つぶやいている間に僕らはその上空へと至っていた。恐らく深夜だというのに眩まばゆい電気の光が瞬またたく高層ビル街が僕らの下方を通り過ぎて行き、次は何の明かりもない荒野が行く手に広がる。


    「あとちょっとよ！　トウコをすごく近くに感じる」


    　向かう先の空が白しらみ始めていた。夜が明けようとしてるのかもしれない。僕らは〝一日〟を越えてきたのだと考えると不思議な心ここ地ちだった。


    「夢を見せるなら、できれば夜の間がいいな。間に合いそうか？」


    「そうね、ギリギリかも。だから――」


    　アリッサはニッと獰どう猛もうさを感じる笑い方をすると、大声を張り上げた。


    「ラストスパート、行っくわよぉぉぉっ」


    　翼が強く輝き、大きさが倍以上に膨ふくらむ。次の瞬間、周囲の景色が全て〝線〟へと変じた。あまりの速さに形として捉えられないのだ。


    　目指す一点を中心として放射状に広がる線と色彩。僕らは今、光さえも追い越そうとしているかもしれない。


    　パァンッと弾けるようにして、唐突に世界が元の形を取り戻した。


    　見下ろすと白はく亜あの建物が何棟も立ち並ぶ、広い施設があった。


    「着いたわ、ここよ」


    　アリッサはその建物を指差し、すーっと降りて行く。空の闇はずいぶん薄まり始めていたが、まだ地上は夜の領域だ。病院の建物には電気が灯ともっている部屋は数すう箇か所しよのみで、あとはシンとした静けさに包まれている。


    　迷いなくアリッサは三階の高さにある暗い窓の一つの前に近づいた。その向こうには目を閉じて眠っている懐かしい美澄さんの顔が見える。


    「トウコ……」


    　感かん慨がい深ぶかげにアリッサが呟つぶやく。


    「これからどうする？　中へ忍び込むのか？」


    「ちょっと待って」


    　アリッサはそっと窓まど枠わくへ手を伸ばす。


    「――よかった、鍵かぎが開いてる」


    　そう言って少しだけ窓を開けるアリッサ。きっと三階なので戸締まりにはあまり気を使っていないのだろう。アリッサはそれ以上何もせずに病院の屋上へ移動して《天への双翼ステアウイング》を解除する。


    「音さえ届けば、魔術の条件は満たせるの。ここからトウコに夢を見せるわ」


    　そう言ってアリッサは両手を空に掲げた。


    「野原の笛ライラツク！」


    　それまで意識していなかった風の音が規律を得て明確な〝音楽〟を奏かなで始めた。


    「これは――」


    　知っている。一度だけ聞いたことがある。アリッサと出会って間もない時、あの自然公園の丘で披ひ露ろうしてくれた風で曲を演奏する魔術だ。


    「覚えてる？　ケースケ、これをいい曲だって褒ほめてくれたのよ？」


    「ああ、覚えてるよ。一回しか耳にしてないけど、はっきりとな。これが夢を見せる魔術だったのか？」


    「そうよ。だけど曲を奏でるだけじゃ、この魔術は完成していないの。今はただ音楽を流しているだけ。この音に乗せて夢を編あむことで、本来の効果が発はつ揮きされるの」


    「音に乗せて、夢を編む？」


    　その言い回しが分からずに問いかける。


    「つまり――歌にするってことよ」


    「歌……」


    「ええ。あたしが小さい頃、悪い夢を見て泣いたときにお母様が子守唄として使ってくれたわ。だからあたしは一番初めにこの魔術を覚えたのよ。けど夢を編むのは難しくて、歌を乗せることはできなかった。けど今なら、夢を歌に編み込めるように思う。あの教会で、あたしがあたしのじゃない歌を唄った時、その方法が分かった気がしたの」


    　……だからあの時アリッサは、自分のやりたいことが見えたと言ったのか。


    「そっか、アリッサはユヤに教えてもらったんだな……」


    「たぶん、ね。でもきっとあんなに綺き麗れいな歌にはならないわ。あたしはトウコのために自分の歌を唄うから」


    「――上手うまくなくても関係ないさ。今のアリッサなら、美み澄すみさんにとって最高の歌が唄えると思う」


    　アリッサは照れ臭そうに頷うなずくと、風の曲に合わせて言葉を紡つむぎ出した。


    



    　　風の行く先、廻まわる空が導く明日


    　　交まじわる道と重なる足音


    　　あなたが笑って、あたしが微ほほ笑えむ


    　　あなたが笑って、みんなが微笑む


    



    　その歌はただひたすらに優しかった。アリッサの隣となりに腰を下ろして耳を傾ける。


    　ユヤの歌と優劣など付けることはできない。今この瞬間、この時において、それは最上の調べだった。


    



    　　雲の行く先、廻る星が導く未来


    　　交わる声と並ぶ足音


    　　あたしが笑って、あなたが微笑む


    　　みんなが笑って、あなたが微笑む


    



    　アリッサが編あむ夢はきっとこの歌のように安らぐものなのだろう。


    　それはウルトさんが言う〝最悪〟とは違って、未来に訪れる可能性の一つではないかもしれない。信じる根拠などない夢物語かもしれない。けれど願う人がいれば、きっと近づける未来のはずだ。


    　繰り返されるアリッサの歌を聴きながら、僕はそう信じた。


    　ここまで溜たまった疲労を癒いやすように歌は心ここ地ちよく耳じ朶だに流れ込み、自然に僕は目を閉じる。かつてこの曲を聴いたときの記憶が感覚と共に蘇よみがえった。まだ少し肌寒かった空気と、風に乗る草木の香り、藍あいに置き換わろうとしている夕焼け空に、明かりが灯ともる街。


    　うん……いい曲だ。


    　僕はあのときアリッサに言った言葉を胸の中で繰り返し、一言付け加えた。


    　いい歌だよ、アリッサ――。


    



    　　　　　　＊


    



    　今ではどこからが夢で、どこまでが夢ではないのかも分からない。


    　大きな選択に迷う私の前へ現れた〝誰か〟はこう告げた。


    「――君の迷いを消してあげよう」


    　どんな顔をしていたのかも、男か女かも覚えていない。消しゴムで景色から消してしまったかのように、記憶の中の私は何もいない場所へと問い返していた。


    「誰、ですか？　迷いを消すってどういう……」


    「コレは〝落ちてきた欠片かけら〟君の同類――そう感じてここへ来た。当ては外れ、君は抜ぬけ殻がらのようだが、迷える者を放ってはおけない。慈じ悲ひにより啓けい示じを与えるのはコレの在り方。だからコレは君が避けるべき〝最悪〟を教えよう」


    　その誰かは私に向かって手を伸ばした。姿は見えていないのに、そうされたという事実は覚えているのだ。


    　私は逡しゆん巡じゆんした。自分で乗り越えるべき苦難に立たされている時、甘い誘惑で救いの手を差し出し、人を堕だ落らくさせる存在にその誰かは似ていた。


    　かつて私を助けてくれた彼女とは真逆の御お遣つかい――悪魔。


    　けれど私はその手を跳はね除のけることができるほど強くはなかった。


    　そして私は〝最悪〟を知る。


    　夢見る私を、私は夢見る。あの時みた夢が今こ宵よいの夢でも繰り返される。


    　そこには私がいなかった。手術室の前で泣き崩くずれるお父さん。遠く海を越えた場所で、電話を片手に嗚お咽えつする私の友達。


    　私を失ったお父さんは、暗い、暗い道へと消えていった。大事な友達は心に傷を負って倒れ、本当の笑顔を忘れてしまった。


    　自分みたいな弱く、脆もろい人間がいなくなるだけで、私が幸せを願う人たちはこうも壊れてしまうことを思い知った。


    　生きて行くために命を懸かける――それはずっと死の傍そばにいた私ならできないことではなかったはずだ。けれど今はもう無理。遺のこされた世界が壊れることを私は許容できない。


    　私が何より望むのは、お父さんや友達の笑顔だから。


    　だがそのとき、終わりのない悪夢を見ている私の耳に、聞き覚えのないメロディが滑り込んできた。不思議と心ここ地ち良い。


    　最悪を知って以降、途切れることのなかった夢が遠とお退のく。


    　穏やかな曲に乗り、歌声も……。


    



    　――ジリリリリリ！


    



    　頭が痛くなるような目覚ましの音に私は飛び起きる。


    　そこは私が一ひと月つきほど前まで暮らしていた狭いアパートの一室だった。


    「トウコ、早く起きないと学校に遅れるぞ」


    　台所の方から似合わないエプロンを着けたお父さんが顔を出す。


    　いったい何がどうなって……。


    「はい、分かってます。着替えるからお父さんは出て行ってくださいね」


    　私の戸と惑まどいを無視して、勝手に口が動いた。手早く着替えを済ませた私は洗面所で身だしなみを整えて、お父さんと食卓を囲む。テレビを見ながら他た愛わいない話題で笑い合う。


    　無ぶ骨こつな顔を綻ほころばせて笑うお父さんはすごく楽しそうだった。こんな風に声を上げて笑うところなど、ずっと見ていない。


    　ここ最近は痛みを堪こらえるような顔で、小さく口元を歪ゆがませて笑うだけだった。


    　そうか、これは夢だ。夢の続きだ。


    「あ、もうこんな時間！　じゃあ行ってきますね」


    「ああ。気をつけてな」


    　お父さんの声に背中を押されて私は家を出る。軽い足取りで歩道を走り、何度か角を曲がると、交差点で待つアリッサの姿を見つけた。


    　私と同じ制服を着て、こちらに手を振っている。


    「トウコー！　遅いわよーっ！」


    「ごめんなさーい！」


    　まだ距離があるうちからそう叫んでくるアリッサに私も大声で返事をする。息を切らせてアリッサの元に辿たどり着くと、私達は並んで歩き出す。


    　学園に着くまでずっと話題は途切れず、私もアリッサもお腹を抱かかえて何度も笑った。


    　教室に着くと啓けい介すけさんや、私に病院を紹介してくれた友とも月づきさんという方、それに会ったことのない男の子や女の子が親しげに話し掛けてくる。私も砕くだけた口調で応じていた。


    　病気が発はつ症しようした中学以降は受けることが叶わなかった授業は懐かしく、新鮮だった。内容はさっぱり理解できなかったが、チョークが黒板を叩くコツコツという音を聞いているだけで心ここ地ちいい。昼休みには先生の目を盗んで屋上へ行き、皆で昼食を囲んだ。


    　そして午後の授業が終わり、あっという間に放課後。私とアリッサは朝に待ち合わせをした交差点までやってきた。この一日が終わることを感じ、とても悲しくなる。だって幻だとは分かっていても、すごく、すごく楽しかったから。


    「トウコ、また明日！」


    　けれど私はアリッサの告げた言葉を聞いてハッとする。


    　また……明日？


    　そうか、この日々は続いていくんだ。終わらず、繰り返される。それが〝日常〟。


    　何て尊く、贅ぜい沢たくなものだろう。現実の私が持ち得ない奇跡に嫉しつ妬とし、憧あこがれた。


    　いつの間にか私は夢の中の私に重なり、溢あふれ出した感情は涙になっていた。


    「アリッサ……また、明日」


    　眩まぶしい笑顔で手を振るアリッサに、私は俯うつむき、泣きながらそう答えた――。


    



    　――歌が、止やんだ。


    　目を開けると白い見慣れた天井が見えた。だが視界が何な故ぜか滲にじんでいる。


    　頬ほおが冷たい。私は自分が泣いていることに気づいた。


    　最悪の夢を見たときと同じくらい、胸が痛い。


    「……？」


    　何となく風を感じて朝日が差し込んでくる窓を見る。閉め忘れたのかと思ったが、窓はきちんと閉じていた。


    　私はそれからずっと、窓の外に見える青空をベッドに横たわったまま眺ながめていた。


    　やがて扉をノックする音がして、担当の先生が入ってくる。先生はこれが最後の確認だと前置きして、私に手術を受けるかどうかを訊ねた。


    「受けません」


    　そう答えるつもりだった。けれど口は動いてくれなかった。


    　夢で見たお父さんとアリッサの笑顔を思い出す。そして今のお父さんが笑う顔を思い返す。私が守りたい笑顔は、今この時にあるのだろうか。私の進んで行く先にあるのではないのだろうか。


    　望んでいる未来は、皆が笑い続けられる確実な選択は、本当に私が答えようとしている言葉なんだろうか。


    　――分からなくなってしまった。


    　黙り込んだままの私を、先生は辛しん抱ぼう強く待ってくれていた。ぎゅっとシーツを握り締めて私は考える。


    　あんな夢に心を動かされるなんてどうかしている。〝最悪〟に比べれば何てリアリティのないご都合主義な夢だろう。あんな理想的な未来など訪れるわけがない。


    　けど、できるなら……。


    　声を上げて心から笑うお父さんを見たかった。友人と同じ街で、普通の生活を送って、一緒に笑い合いたかった。


    　わがままを言ってもいいのでしょうか……。


    　お父さんのためでもなく、友人のためでもなく、自分のために私はそんな世界を見たかった。奇跡みたいな日常に手を伸ばしてみたかった。「また明日」という約束を今度は笑顔で交かわしてみたかった。


    〝最悪〟の情景は頭から離れない。けど、それでも私の中に生まれた願いが、不確かな希望を求めた。


    　固めていた拳こぶしを解いて、静かに一度深呼吸をした。


    　ベッドの横で答えを待つ先生に私は頭を下げる。


    「――手術、お願いします」


    　私は笑って生きてみたいです。


    　胸の中でそう付け加えて、私は悪魔が教えてくれた〝間違いのない〟選択を放ほう棄きした。
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    第四章　揺れる未来、零れる涙滴


    



    
      １

    


    



    　フッと瞼まぶたを開くと、広がった枝葉の向こうに星空が見えた。


    　頭の下が柔らかい。視線を動かすと木の幹に寄りかかるアリッサの姿があった。どうやら膝ひざ枕まくらをされているらしい。


    「アリッサ？」


    「おはよー、ケースケ」


    「僕は……あれ？　ここは――」


    「ケースケの街にある自然公園。いつもの丘よ。唄い終わって気がついたらケースケは眠っていて、あたしもトウコが風か邪ぜ引いたらいけないから窓を閉めに行ったのが限界で……そのあと気を失っちゃったわ。きっとお互い精神力を使い果たしていたのね。それで次に目覚めたらここにいたの。たぶん――伯お母ば様が運んでくれたのね」


    「な……じゃあ美み澄すみさんは結局どうしたんだ？」


    　驚いて体を起こし、問いかける。


    「分からないわ。けどきっと自分の気持ちに従ったんだと思う。よく覚えてないけど、夢の中でそんなトウコを見た気がする」


    「あ……そういえば僕も――」


    　何か美澄さんに関する夢を見ていたように思う。


    



    「……おにーちゃーん！」


    



    　丘の下から声が聞こえて僕らはそちらを見た。するとそこには丘を駆け上がってくる由ゆ衣いと、それに続く友とも月づき、陽ひ名なちゃん、オウルの姿があった。


    「みんな……どうして？」


    　目の前に集まった皆に僕は尋ねる。


    「ウルトさんに聞いたのですよ。ここで寝てる馬鹿が二人いるから迎えに行ってやれって。思ったよりもお早いお帰りでしたね」


    　陽名ちゃんがそう答える。とすると時間としてはまだ一日は経っていないのだろう。ここを朝出発して、その日の夜に戻って来れたということか。


    「私達、あのあとオウルさんの所へ、啓けい介すけくんたちのことを伝えに行ったの。それから私の家でずっと待ってたんだけど、そこにウルトさんが突然現れて、今の言こと伝づてを……」


    　友月が陽名ちゃんの後を引き取って告げた。


    「ウルトお姉さん、腹立たしいから野ざらしにしてきたって言ってたよ」


    　由ゆ衣いの言葉に僕とアリッサは苦笑する。最後まで送り届けないところがウルトさんらしかった。


    「――二人とも、心から感謝する」


    　オウルが友とも月づきたちの後ろから進み出て、僕らに頭こうべを垂れた。


    「先程病院に電話をした。透とう子こは手術を受けることにしたらしい。君たちの――おかげだ」


    　何となくそんな気がしていた。僕とアリッサは夢でそれを垣かい間ま見みていたのかもしれない。


    「――オウル、お礼は言わないで。まだ何も結果は出てないんだから。これからどうなるかも分からない。だからオウルは早く戻ってトウコを支えてあげて」


    「ああ……そうだな。わかった」


    　アリッサの言葉にオウルは表情を引き締めて頷うなずく。


    　そうだ、まだ何一つ終わってはいない。全てはここからなのだ。


    　美み澄すみさんはこれから手術に臨のぞむ。アリッサとオウルはその結果が出るまで居ても立ってもいられない思いに苛さいなまれるだろう。


    　そして僕も自分自身の前にある選択とまだ向き合ってはいない。


    　ちらりと由衣を見る。


    　明日は終業式の後、旅行の打ち合わせのため皆で友月の家に集まる予定だ。それまでに僕は確かめなければならないことがあった――。


    



    　遅めの夕食を食べた後、僕は寮の部屋で由衣に真面目な話があると切り出した。


    　部屋にアリッサの姿はない。今はまだ友月の家にいるはずだ。あれからオウルはすぐにこの街を発たち、友月と陽ひ名なちゃんは女子寮へと戻った。僕は残ったアリッサに頼んで由衣としばらく二人にしてもらったのだ。


    「なあ由衣、一昨日に手紙が来たのを覚えてるか？」


    　唾つばを飲み込んで喉のどを湿らせてから訊ねる。


    「うん、トウコさんから届いていたやつでしょ？」


    「いや、もう一通来てたんだ。僕宛あてに」


    「あ――そう言えば。お兄ちゃんすぐに仕舞っちゃったから忘れてたよ」


    　思い出したらしい由衣がパンと手を叩いた。


    「あれな……実は叔お父じさんからの手紙だったんだ。こっちに帰ってこいって書いてあった」


    「え？　でもお兄ちゃん皆と旅行に行くって言ってなかった？」


    　きょとんとして問いかける由衣に、僕は謝る。


    「ごめん、あれは僕一人で決めていいことじゃなかった。勝手に――由衣があの街に帰るのはまだ辛つらいだろうって判断して、それを言い訳にして、帰らないでおこうと思ったんだ」


    「お兄ちゃん……」


    　由ゆ衣いは困ったような表情を浮かべる。


    「――あたしは、お兄ちゃんが決めたのならそれでいいよ？　無理に帰らなくても……。旅行の方がお兄ちゃん行きたいんでしょ？」


    「違うんだ。そういう問題じゃない。とにかく僕は由衣に訊かなきゃいけないんだ。その上で選ばないと、すっきりしない。アリッサがあれだけ頑張っていたのに、僕だけ逃げ腰じゃ居い心ごこ地ち悪いと思わないか？」


    「……そうだね。お姉ちゃん、すごくがんばってた」


    　僕の言葉に由衣は頷うなずく。


    「だから答えてくれ。由衣は、僕らの町に帰りたいと思うか？」


    「うーん……帰りたいか、帰りたくないかって、どっちか訊かれたら帰りたいよ」


    　深く考える様子もなく即答する由衣。


    「あのな、だけど町に帰れば、そこら中に由衣は三年の月日を思い知ると思う。この前唱っていたアニメの曲。あれが古いって分かったときみたいな思いを何度もするんだ。それでも耐えられるのか？」


    「あ……」


    　由衣はそのときの感情を思い出したようで俯うつむいてしまう。


    「それに……この際だからちゃんと教えておく、もうあの町に由衣の居場所はない。お墓に名前を刻まれて――いなくなった証あかしだけが存在している。知り合いと会っても話すことはできない。由衣はそんな場所に帰って後悔しないか？」


    　僕が畳たたみ掛けると、由衣は黙ったまま目の端に涙を浮かべた。強く言い過ぎたかもしれない。けれど、実際に帰ればもっと辛つらい思いを抱いだく機会があるだろう。ゆえに避けることができない質問だった。


    　由衣はしばらく口を開かなかった。だけどこういう時の由衣が頭の中で必死に考えていることを僕は知っていた。由衣は難問にぶち当たったとき、いつも結論が出るまでその場から頑がんとして動かなくなる。それは遠き日の家族としての記憶だ。


    　時計の秒針がカチコチと流れる時を刻んで行く。その音がゆうに百を数えたころ、由衣は顔を上げた。


    「――あたし、お墓参りするって言ったもん。お父さんとお母さんに……どんな形でもいいから会いにいきたい」


    「わかった」


    　僕は由衣の頭に手を置いて、頷く。


    「……じゃあ、帰ろう」


    　それが僕の出した結論だった。


    　故郷には色んなものが僕らを待ち受けている。それに今更帰ると言えば山やま崎ざきたちを怒らせてしまうかもしれない。けれどアリッサや由ゆ衣いに胸を張っていられる自分でいるためには、それが唯一の答えだった。


    



    
      ２

    


    



    　月曜日、退屈な終業式を終え、友とも月づきの家に集合した山崎や冬ふゆ上がみ達の前で僕は頭を下げた。


    「ごめん、僕は旅行に行けない」


    「え!?　ちょっと何よ遠とお見みくん、いきなり！」


    　最初に反応したのは冬上だった。


    「――今年は里帰りすることにしたんだ。皆と色々話し合った後なのに悪いと思ってる。でもこれは……どうしても譲ゆずれないことなんだ」


    「里帰りなんて数日でぱぱっと済ませられないの？」


    「悪い。できるだけ早く帰って、たぶん夏休みギリギリまで向こうにいると思う」


    　僕が残してきたものと対たい峙じするには夏休みぐらいの期間では短すぎるぐらいだ。ほんの数日の帰省で逃げ帰る訳にはいかない。


    「それは、残念ですね……」


    　陽ひ名なちゃんが落胆した顔を見せた。あらかじめ話してあったアリッサは口を挟はさまずに様子を見守っている。


    　――友月は口を開きかけたものの、寂しそうな顔をして言葉を飲み込んでしまった。


    　ごめん、未み由ゆ。


    　心の中で謝る。僕も旅行へは行きたかった。それはきっとすごく楽しいものになっただろう。でも選べない答えなのだ。


    　あとは、山崎と宮みや島じまか……。


    　僕は恐る恐る二人の様子を窺うかがう。山崎たちに罵ば声せいを浴びせられる覚悟はできていた。


    「――そっか、頑張れよ遠見」


    　だが予想に反して山崎は励ますような台詞せりふを口にする。僕は思わず自分の耳を疑った。


    「え……怒らないのか？」


    「そりゃ別のヤツと約束して旅行を反ほ故ごにするんなら怒るぜ？　だけどそうじゃねえだろ。その面つらを見りゃ、遊びに行くんじゃないくらい分かるさ」


    　宮島はその隣となりで苦笑いを浮かべて頷うなずく。


    「遠見が俺達と同じ〝帰りたくない組〟だってことは感じてる。そんでも帰るんだから、むしろすげぇって思ったぜ。だから応援するさ」


    　一番反対すると思っていた二人が、一番理解を見せてくれたことに驚いた。


    「……ありがとな。お土産みやげ、ちゃんと買ってくるから」


    「おう、頼むぜ！　遠とお見みがいないんじゃ、旅行もお流れだろうしな。饅まん頭じゆう一個とかで済ませるんじゃねえぞ？」


    　念を押す山やま崎ざきに僕は笑って「了解」と答えた。


    「え？　ホントに皆それでいいの？」


    　逆に一番旅行を渋っていた冬ふゆ上がみが、信じられないといった顔をする。一人一人の顔を見回し、最後に友とも月づきの表情をじっと見詰めて不機嫌そうに溜ため息いきを吐ついた。


    「――分かったわよ。もういいわ、好きにしたら？」


    　冬上は僕にというよりも友月に向けるようにそう告げてそっぽを向いてしまう。


    　場に気まずい空気が満ちた。


    「あの、皆様方。少しよろしいでしょうか？」


    　そんなとき九く棚だなさんが遠えん慮りよがちに声を発する。


    「九棚さんもすみません。わざわざ別荘にご招待してもらったのに……」


    　僕が謝ると九棚さんは首を横に振った。


    「いえ、それはいいのです。遠見様にもご都合があるのですから。ですが皆様でのご旅行が完全に流れてしまうのは、私としても残念だと思いまして……代案が」


    「代案、ですか？」


    「はい――明日か明後日、皆様で海に行かれるというのはどうでしょうか？　私が責任を持って車でお送りいたします。遠見さまも今すぐに帰省される訳ではないのでしょう？」


    　ざわっと場にどよめきが起こった。


    「ま、まあ色々用意もあるんで七月末ぐらいのつもりなんですが……本当にいいんですか？　僕としては願ってもない案ですけど……」


    「それなら問題はないですね。皆様方はどうでしょうか？」


    　九棚さんの提案に夏への希望を取り戻した山崎と宮みや島じまが飛び上がった。


    「よっしゃー！　海来たぜ海！　俺達は大丈夫だぜ。微妙に予定があったりなかったりするが、海のために何とかするさ！」


    「わたくしも、ばっちりスケジュールは空けて見せますです！」


    　陽ひ名なちゃんまで山崎たちにノッてガッツポーズを見せる。


    「――仕方ないわね。だったら私も何とかしてみるわ。約束をずらさなきゃいけないから、できれば明後日にして欲しいわね」


    　冬上は面倒くさそうに告げるが、その顔は笑っていた。


    　そしてどこか元気のない二人――友月とアリッサが残る。


    「あ、大丈夫よ、あたしは」


    　皆の視線に気づいてアリッサは告げた。友月も頷うなずく。


    「家の用事はあるけど、三、四日後だから、私も行けるよ」


    　ぎこちない笑みで二人は海に行くことを了りよう承しようした。


    「――では冬ふゆ上がみ様のご要望がありましたので集合日時は明後日――朝六時にここでといたしましょう。よろしいでしょうか？」


    　遠出となるのでそのぐらい早くに出発しなければロクに遊ぶ時間はないだろう。皆異存はなく、僕らは別荘合宿の代わりに、日帰りで海へ行く事になったのだった。
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    　翌日、冬上、山やま崎ざき、宮みや島じまを除のぞく時間のあるメンバーで街へ水着を買い行ったが、はしゃぐ陽ひ名なちゃんや由ゆ衣いとは対照的にアリッサと友とも月づきのテンションは低かった。


    　話し掛けてもアリッサはずっと上うわの空だし、友月は何かずっと考え込んでいる。夏の陽気も二人には届いていないかのようだった。


    「――じゃあ由衣さんは田舎いなかへ一緒に行くんですね」


    「ああ。そうじゃないと意味がないしな。ただ向こうに着いたら狼の姿になってもらわなくちゃいけないけど。由衣の姿を知り合いに見られたら大騒ぎになるからな」


    　だが陽名ちゃんとの会話が僕の帰省についての事になったとき、友月はふと顔を上げて話に加わってきた。


    「えっと、遠とお見みくん。アリッサさんは結局どうすることにしたの？」


    　ぼーっとしたまま歩いているアリッサを横目で見ながら友月が訊ねる。


    「そういや聞いてなかったな……」


    　恐らく美み澄すみさんの事で頭が一杯なのだろうが、海に行った後はもう帰省の準備に入らなければいけない。確かめておかないと。


    　僕はアリッサの肩を叩いて我に返し、僕らが帰省している間どうするかを訊ねた。


    「え？　あたしも一緒に行くわよ？　当たり前じゃない」


    　事も無げにそう答えると、アリッサはまたぼんやりモードに戻ってしまう。返答はそれで十分ということだろう。


    「こりゃ、色々考えなきゃな……」


    　アリッサがいるだけで問題が一気に倍近く膨ふくれ上がる気がして僕は頭を痛める。


    「あの、啓けい介すけくん――」


    「ん？」


    　何かを言いかけた友月だったが、僕が訊き返すと「何でもない」と俯うつむいてしまった。


    　結局、水着は、陽名ちゃんと由衣がアリッサや友月の分まではりきって選び、その後、解散となった――。


    



    　その日の夜、友とも月づきの家から戻ってきたアリッサは翌日に海水浴を控えているとは思えないほど深刻な表情をしていた。


    「さっき、ミユの家に電話がかかってきて……教えてもらったの。トウコの手術が、もうすぐ始まるんだって！」


    「本当か!?　早いな……」


    　いや、返答を待ってもらっていたということは、大分予定は押していたのかもしれない。けれど漠ばく然ぜんと感じていた運命が分かれる瞬間が突然訪れてしまったことに、僕は動どう揺ようしていた。


    　まずは何日後とかいう報しらせが来ると思っていただけに、心の準備ができていない。アリッサの衝しよう撃げきは僕以上だろう。由ゆ衣いも驚いた顔をしている。


    「ねえ、ケースケ……トウコ、大丈夫かな」


    　ぺたんと床に座り込んでアリッサが呟つぶやく。


    「――僕らは、手術が成功するように祈るしかないよ」


    　絶対大丈夫とか無責任なことは言えない。不安を煽あおるようなことも口には出せない。だから僕はそう答えた。


    「そうね……分かってる。でもやっぱり怖いの……怖いのよ」


    「お姉ちゃん……」


    　由衣が心配そうに近づくと、アリッサはその体をぎゅっと抱き締める。まるで縋すがりつくように。


    　こんな状況で明日は海水浴だ。友月や九く棚だなさんが一緒なら、手術の結果が分かり次第、すぐ知らされることになるだろう。


    　明日はアリッサが笑っていられる日であって欲しい。


    　僕らの行動が導いた結果が悲劇でないことを切に願った。


    



    
      ４

    


    



    　そして海水浴当日、僕らは大型のキャンピングカーで海へと向かった。運転席以外は、ほとんど室内と同じ作りの車で、友月邸ていで見たときは度ど肝ぎもを抜かれた。九棚さんは人数が多いのでレンタルしましたと事も無げに言っていたが、レンタル料だけでも相当なものだろう。


    　運転席には九棚さん。ウルトさんも一緒だが、アリッサとは微妙に気まずいようで助手席へ行ってしまった。残った僕らは広い車内に車座で腰を下ろし、カードゲームや会話に興じたが、僕は周りに合わせるだけで精一杯だった。とても心から楽しめる余よ裕ゆうはない。


    　アリッサは途中から一人輪を外れ、子狼姿の由衣を抱いて眠っている。昨夜は一いつ睡すいもしていないのだから当然だ。今朝けさ会った時、手術の結果に関する報告はまだ入っていないと九く棚だなさんに聞かされ、張り詰めていた糸も限界に達したのだろう。


    　僕の隣となりで一見楽しんでいるように見える友とも月づきも表情が固い。加えて冬ふゆ上がみも何だか不機嫌そうだった。そんな感じでいまいち盛り上がらないまま、僕らは昼前に海へと到着した。


    「やっほーい！　海だぁぁぁぁぁっ」


    　しかし実際に白い砂浜と紺こん碧ぺきの海原を目にした途端、山やま崎ざきと宮みや島じまのテンションは最高潮に達したようで、雄おたけびを上げながら波打ち際へと走っていく。人はそれなりにいたがあまり混んではいない。途中で外を見た時は結構な田舎いなかに向かっていたので、主に地元の人が利用する穴場のビーチなのだろう。


    　女子組が車の中で着替えている間に、僕は九棚さんと分担してビーチパラソルとジュースの入ったクーラーボックスを運び、拠点作りに勤いそしんだ。いつもなら面倒くさいことを押し付けて遊ぶ山崎たちを恨うらめしく思ったろうが、今は体を動かしている方が余計な事を考えずに済むのでありがたい。


    　パラソルを二本立て、ビニールシートを敷き終わると、九棚さんは浮き輪や海用の遊具を借りてくると言って海の家へ向かって行った。相変わらず準備や気遣いに余念のない人だ。夏の砂浜では凄すさまじく浮いている黒い執事服の背中を見送って、僕はビニールシートに寝転がった。


    　欠伸あくびが出る。正直僕も昨晩はあまり寝れていないのだ。


    　うとうとし始めた僕だったが、すぐ傍そばで聞こえた足音に気づき上体を起こす。


    　そこには水着に着替えた陽ひ名なちゃんが立っていた。


    「あ、啓けい介すけさん、ご苦労さまです。どうです、似合ってますか？」


    　陽名ちゃんは昨日買ったフリルが付いたワンピースタイプの水着を、くるんと回って披ひ露ろうした。


    「ん……似合ってると思うよ」


    「心が籠こもってませんね……。けど、仕方ないですか。未み由ゆさんからお聞きしました。アリッサさんのお友達が今、手術をされているそうですね」


    「ああ。たぶん、そろそろ連絡があってもいい頃だと思う」


    「そうですか……上手うまくいくといいです」


    　そんな会話をしていると、冬上がやってきた。スタイルの良さが際立つ白いビキニ姿だ。


    「これ、似合ってるでしょ」


    「――質問じゃなくて、確認かよ」


    　自信ありげに胸を強調するポーズを取ってみせる冬上に脱力する。


    「当たり前よ。私が長い時間かけて選んできたんだから、もし似合ってないとか言ったら、それは遠とお見みくんのセンスがおかしいのよ」


    「まあ……反論はできないけどな」


    　あつらえたように似合っているのは間違いない。あんまりジロジロ見ているとからかわれそうだったので視線を逸そらすと、ウルトさんが歩いてくるのが見えた。


    「でも――上には上がいるのよね……」


    　僕の視線を辿たどった冬ふゆ上がみが肩を竦すくめる。


    「す、すごいですよね……」


    　陽ひ名なちゃんも溜ため息いきを吐つく。


    「ケイスケ、車空いたわよ」


    　近づいてくると、そう言って後方を指差すウルトさん。冬上と同じビキニの水着を着ているが、破壊力は桁けた違ちがいだった。歩く度たびに揺ゆれる胸は凶器の域に達している。


    　平時なら見とれてしまったかもしれないが、だが今はその後ろからとぼとぼと歩いてくるアリッサが気がかりだった。


    　アリッサはセパレートタイプの水着姿だ。よく似合っていたが、アリッサ自身に元気がないため本来の輝きが薄れているように感じられた。まだ腕に由ゆ衣いを抱いている。


    「あ、ケースケ。車を無人にするわけにはいかないからミユが残ってるわ。行ってきて」


    　僕に気づくと、力のない笑みを浮かべてアリッサは言う。


    「わかった……」


    　元気付けてやりたかったが、結果が分かるまで何もできはしない。僕は頷うなずくと砂浜沿いの駐車場に停まっているキャンピングカーへと向かう。パラソルを立てた場所からでも、車の傍そばに立つ友とも月づきは見えていた。


    　友月は黒いビキニの水着だ。レース地のパレオを腰に巻いていてどことなく気品がある。


    　ここまで友月も様子がおかしかったよな……。


    　今度は訊かれる前にと、僕は口を開く。


    「友月、似合ってるぞ」


    　我ながら語ご彙いが乏とぼしいと思いつつも、気の利きいた文句までは思いつかなかった。けれど友月は今日初めて自然に笑顔を浮かべてくれる。


    「あ、ありがと、啓けい介すけくん」


    　友月は、胸を腕で隠しながら顔を赤くした。


    「え、えっと、それじゃあ私、山やま崎ざきくんたちも呼んでくるね。たぶん着替え終わるまでには九く棚だなが来て車番を交代してくれるはずだから」


    　早口でそう告げると友月は駆け足でパラソルへと向かって行った。


    「あ……」


    　もう少し話をするつもりだった僕は肩を落とす。


    　何となく一昨日の山小屋や、昨日の買い物の時に友月が、言いかけて止やめてしまった言葉に様子のおかしい原因がある気がして、訊いてみようかと考えていたのだ。


    　女性陣の姿に気づいた山やま崎ざき達がパラソルへと猛ダッシュしているのを遠くに見ながら、誰の力にもなれない自分を情けなく感じていた――。


    



    　それから午前中は、みんな思い思いに海を楽しんだ。ただ、アリッサだけはパラソルの下で一人膝ひざを抱かかえて海をずっと眺ながめていたが。


    　誰の誘いにもその場を動こうとしないアリッサを見て、僕はビーチバレーを始めようとしていた皆の輪から抜け、アリッサのところへ向かう。


    「どうしたの、ケースケ？」


    「ちょっと疲れた。ここで休む」


    　ビニールシートに横たわって目を閉じる。疲れて眠いのは事実だった。もちろん口実でもあるが。


    「……ありがと」


    　ぽつりとアリッサはそう呟つぶやいたが、僕は何も答えなかった。視界を閉ざしていると、潮しお騒さいの音や、冬ふゆ上がみたちが遊ぶ声がよく聞こえる。本当に眠るつもりはなかったが、案外パラソルの下は心ここ地ちよく、意識がすーっと薄くなる。


    　まだ……気を緩ゆるめるには早いのに――。


    　意識を留とどめようとするものの、抗あらがうだけの気力がない。


    　眠りに落ちる寸前、誰かが口ずさむ歌を聞いた気がした。


    



    「――啓けい介すけさん、啓介さん」


    



    　名前を呼ばれて、はっと目を覚ます。すると陽ひ名なちゃんが僕を見下ろしていた。


    　隣となりを見るといつの間にかアリッサの姿がない。


    「あ、やっと起きたんですね。啓介さん、寝てないでビーチバレーしましょう。海に来たのにもったいないですよ」


    「え……ま、まあいいけど――アリッサはどこ行ったんだ？」


    「アリッサさんですか？　そういえばさっき九く棚だなさんと一緒に車の方へ行かれたみたいですけど……」


    　九棚さんと……？


    「――悪い、ビーチバレーは後にしてくれ。ちょっと行ってくる！」


    　僕は慌あわてて起き上がると、駐車場へと駆け出す。九棚さんがアリッサに用事ということは美み澄すみさん絡がらみである可能性が高い。


    「あっ、啓介さん！」


    　呼び止める陽ひ名なちゃんに振り返る余よ裕ゆうはなかった。


    　手術が終わったのか？　成功したのか……それとも――。


    　早く辿たどり着きたいのに足が重い。


    　車へ近づくにつれ――声が聞こえてきた。


    　体に震えが走る。胸が痛くなり、息が苦しくなる。


    　声は歩を進めるほどに大きくなった。その度に次の一歩を踏み出す足が鈍る。


    　だって聞こえるのだ。声が。


    　何を言っているのかは聞き取れない。だってそれはただの声だから。


    　具体的な意味など持たない、けれど感情を何よりも表現する声。


    　認めたくない。これはそんな声じゃない。


    　けれど車に近づくにつれ、ごまかしようのないほど現実は固形化していく。あやふやな理解など許さないと、僕に在りのままの事実を叩きつける。


    　キャンピングカーの扉の前に立ったとき、僕は認めるしかなかった。


    　これは、声だ。


    　アリッサの――泣き声だ。


    　周囲の人たちも何事かと視線を向けている。


    　僕はゆっくりと扉を開けた。携帯電話を片手に泣き崩くずれるアリッサの姿がそこにはあった。九く棚だなさんは沈ちん痛つうな面持ちで傍そばに立っている。


    「―――――――――――ぁぁぁっ　ああ……ああああああぁぁぁぁっ」


    　アリッサは魂たましいを搾しぼり出すかのように叫んでいた。


    　どうして僕は傍にいてやれなかったんだろう。居眠りなどしていた自分を殺したいほど憎悪する。


    「……アリッサ」


    　僕が小さく名前を呼ぶと、アリッサは僕を見た。


    「け、ケースケぇ……トウコが……トウコが死んじゃった……死んじゃったよぉっ」


    　拳こぶしを握り締める。


    　こうなる可能性はあった。分かっていたはずだ。しかしぶつけどころのない怒りが湧き上がるのを止めることはできなかった。


    「――くっそぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ」


    　絶望を吐き出す。これが、僕らの選んだ道の結果なのか？　あれだけ逃げずに頑張って、アリッサが出した結論の果てが、僕が天てん秤びんを傾けた先が――こんな未来なのか。


    　許せなかった。


    　アリッサに力を貸した時の自分を消してしまいたかった。けれどもうどうしようもない。選んだ道を引き返すことはできない。


    　覚悟はあったはずなのに、僕の心は何一つ受け止めきれやしない。泣いているアリッサを前に一歩も動けない。


    　僕は何も考えていなかったのだ。最悪が訪れた後のことなど。


    「そう――これが私の見た〝最悪〟よ」


    　背後からウルトさんの声が聞こえた。冷え切った突き刺すような声こわ音ねが。


    「ウルト、さん……」


    　恐ろしかった、顔向けなどできなかった。僕は振り返らないまま、来きたるべき断罪の言葉に心を固くする。だがその時、泣き叫ぶアリッサがぷつんと糸が切れたように床へ倒れた。


    「アリッサ!?」


    　驚いて抱き起こすと、その体は異様なほど熱を持っている。


    「心に深い傷を負い、肉体と精神の器うつわにより保たれていた《天使王ミトロン》との平へい衡こうが崩くずれたのよ。落ち着けば目を覚ますと思うけど、ずっとそのままということもありえるわ」


    「そんな！」


    　低く告げられたウルトさんの言葉に、事態の深刻さを知る。


    「分かってくれたかしら。私の避けたかった未来を」


    「……はい」


    　掠かすれた声で答えた。何の弁明もできない。


    「――なら、十分ね」


    「え？」


    　ウルトさんの声が何な故ぜか優しくて、僕は驚く。そして振り向こうとした瞬間、世界が真っ白に染まり――また、囁ささやくような歌が聞こえた。


    



    　僕は目を開く。色鮮やかなパラソルが僕の視界を覆おおっていた。


    「あ、れ……？」


    　理解が追いつかない。僕は車の前にいて泣いているアリッサを見ていたはずなのに……。


    　まるで陽ひ名なちゃんに起こされる前へと時間が巻き戻ってしまったようだった。


    　慌あわてて身を起こし、隣となりを見る。そこにアリッサはいなかった。


    　代わりに――ウルトさんが座っていた。


    「悪い夢は覚めたわよ、ケイスケ」


    　そう言ってウルトさんは僕の頭をわしゃわしゃと撫なでる。


    「え……ゆ、め？」


    「そうよ。ほら、男の子なんだし泣かないの」


    　ウルトさんは苦笑して僕の頬ほおを指で拭ぬぐう。その時まで自分が涙を流していることに気づかなかった。


    「どういう――ことですか？」


    「ケイスケ、前に私は最悪を恐れる根拠を持っているって言ったでしょう？」


    「はい……」


    「今のが、それ。この世界が流れてゆく先にある可能性の一枝。私に与えられた指針。それを《野原の笛ライラツク》を使い、夢としてケイスケに見せたのよ」


    「そ、それじゃあ……」


    　胸の内を満たしていた絶望が引いて行く。


    「そうよ。さっきのは現実じゃない。ごめんね、趣味の悪いことをして。けどケイスケには私があれだけのことをして止めたかった理由を、本当の意味で理解してほしかったの。たとえその未来へ流れ込む支流が細くても、あれを見た以上、私はああするしかなかった。方舟はこぶねの一員としてもあの子の伯お母ばとしてもね」


    「は、はははは……これでもかってぐらい……分かりました」


    　僕は乾いた笑いを漏もらしながら頷うなずく。


    「罰ばつとしては少し重すぎたかもしれない。辛つらい思いをさせたわね」


    　ウルトさんは労いたわるように僕の頭を今度は丁てい寧ねいに撫なでてくれた。


    「よかった……本当に。あれ？　ならアリッサは今どこに？」


    　僕が問いかけるとウルトさんは車の方を指差す。


    「さっきクダナに呼ばれていったわよ。たぶん、手術の結果を教えられているんでしょう」


    「な……？」


    「さあ、行きましょうか」


    　呆あつ気けに取られる僕の手を引いて無理やり立ち上がらせるウルトさん。


    　背中を押されて僕は歩き出す。


    　そうか、結果はまだ出ていないのだ。


    　僕はまたあの瞬間に立ち会わなければならない。


    　車の傍そばまで来たとき、声が聞こえた。


    　足が竦すくむ。


    　それは泣き声だった。まさか――また。


    　夢で味わった後悔と絶望が蘇よみがえり、僕は動けなくなる。そんな僕の肩をウルトさんはポンと叩いた。


    「あのねケイスケ。現実が夢と同じなら、夢を見せる意味はないのよ」


    「え――？」


    　ウルトさんの言葉を理解する前に、僕は扉の前へ押し出された。


    



    「――っく……えぐ……」


    



    　車内から聞こえてくる嗚お咽えつ。だがそれは夢の中で聞いた叫ぶような泣き声ではなかった。


    　僕は震える手で扉を開く。


    「あ……ひぐっ……け、ケースケぇー……」


    　アリッサは携帯電話を片手に座り込んで泣いていた。僕を見てぽろぽろと瞳から涙を零こぼしていた。


    　どうしようもないほどアリッサは泣いている。


    　泣きながら――笑っていた。


    「トウコ……しゅ、手術成功したって……術後のきょ、拒絶反応もないって……お、オウルは様子を見てたから、れ、連絡が遅れたって……」


    　アリッサは溢あふれる涙を拭ぬぐいもせずに告げ、よろよろと立ち上がった。


    「や……やったな！」


    　あまりの朗報に気持ちが追いつかないものの、僕はそう答える。


    　アリッサはしゃくりあげながらコクコクと頷うなずくと、こちらに近づいてきて僕の左手首をぎゅっと掴つかんだ。


    「あ、アリッサ？」


    「……った…………った――」


    「何言って――」


    　よく聞き取れずに問いかけると、アリッサは僕の腕を掴んで突然走り出した。


    「やったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ」


    　泣きながら大声で叫び、海へと突進するアリッサ。


    「うわあああああっ!?」


    　子供が作っている砂の城を飛び越え、砂浜の蟹かにを驚かし、アリッサは僕をほとんど引き摺ずるようにして走って行く。


    　波打ち際をバシャンと踏み締めると、そのままザアッと寄せてきた波に向かって僕もろとも飛び込んだ。


    「ごほっ、げほげほっ！」


    　海水を飲んでしまい塩しお辛からさが喉のどを焼いた。


    「あはっ！　あはははははははっ」


    　アリッサはそんな僕を見て馬鹿笑いしている。


    「あははっ！　やった、やったよケースケ！　やったのよ」


    　腰まで海に浸つかりながら、アリッサは笑い続ける。頭から海水を被かぶったのでもう泣いているのかどうかも分からない。


    「――ははっ……はははははっ」


    　僕も何だか笑いが込み上げてきた。それと共にアリッサが笑えている未来に辿たどり着いたのだということを実感した。濡れていればいくら泣いても構わないのがありがたかった。


    「ちょっ、遠とお見み？　アリッサさんもどうしたんだよ？」


    　近くでビーチバレーをしていた山やま崎ざき達が近づいてきて、呆ぼう然ぜんと箍たがが外れたように笑う僕らを見る。事情を知っている友とも月づき、陽ひ名なちゃんは「もしかして……」という顔を見せた。


    「ミユ、ヒナ、やった！　やったよぉっ」


    　アリッサが友月と陽名ちゃんに駆け寄って腕を掴つかむと、僕と同じように海に引き込んでしまう。戸と惑まどう二人をアリッサは思う存分振り回すと、今度は冬ふゆ上がみが手に持っていたビーチボールを素早く奪い取った。


    「アリッサさん、何を――」


    　びっくりする冬上。アリッサは構わずにボールを高く放り投げると、ジャンプして腕を振り上げる。


    「ケースケ、いっくわよぉっ」


    「へ？　ま、待て、まだ体勢が！」


    　倒れ込んだままの僕にアリッサが思いっきりアタックを放つ。


    「ぶはっ！」


    　顔面でレシーブしたボールはまた高くに上がった。


    「ほらヒナ、そっち行ったわよ！」


    「は、はいです!!」


    　陽名ちゃんがギリギリで弾いたボールは鋭い軌跡を描いて、宮みや島じまの即頭部に命中した。


    「うわんっ！」


    　変な悲鳴を上げてずっこける宮島。


    「あはははっ！　次ミユ、取れるわ！」


    「うん！」


    　今度は友月が海に落ちかけたボールを拾った。


    「何？　今度は私？」


    　冬上が眉まゆを寄せながらも笑顔で自分のところに来たボールを山崎の方へ打ち上げる。　


    　アリッサの笑いは、あっという間に皆へ伝染して、よく分からないうちにパスリレーが始まっていた。


    　そう、やっと始まったんだ。


    　僕は顔面の痛さを堪こらえながら、笑う。心から。


    　青空に舞うボールを見上げながら、僕は夏の一日を精一杯遊び尽くしてやろうと心に決めたのだった。


    



    　　　　　　＊


    



    　波打ち際で騒いでいる子供達を見て、ウルト＝クラノ＝ストーリングは微ほほ笑えむ。


    「あんたの見せた未来、外れたわね」


    　彼女はパラソルの下に一人腰を下ろして小さく呟つぶやいた。


    「――そう、確率の話をすれば、成功する割合の方がはるかに高かった……だからこの結果は不思議でも何でもない。私はそれを信じ切れなかっただけ」


    　虚こ空くうに向かって誰かと会話するように彼女は喋しやべる。


    「だけど、あれはあんたがくれた予言の中でも飛び抜けて鮮明なものだったわ。だから私は特別注意を払ったけど、辿たどり着いた結果はやはり順当なもの。これは……私達以外の誰かに未来が観測されていたのかもしれないわね。だからその可能性が見えやすくなっていたのかも。あ――やっぱりあんたもそう思う？」


    　苦笑いを浮かべて首を振る彼女。


    「……だとしたらきな臭くなってきたわね。これは千年前と同じ方法は通じないという警告、いえ宣戦布告かしら。これからは無闇に予言を信じない方がいいかもね。それにとうとう事態が動き出したっていうのに、未だ〝彼女〟からの接触がないのもおかしい」


    　ウルトは表情を険しくして告げる。


    「彼女は千年間、予定通りの役割をこなしていた……裏切っているとまでは思いたくないけれど、怪しいのは確か。ねえ、どうすればいいかしら？」


    　彼女はそう空中に問いかけたが、頭痛を覚えたように顔を顰しかめる。


    「もう、分かってるわよ。怒鳴らないで。私が自分の意志で動かなければいけないことは承しよう知ちしてる。言ってみただけよ。でも何か見えたらすぐに教えてよね。私の目を貸してあげてるんだから」


    　その時彼女の視線の先で、金髪の少女が波に足を取られて転んでしまった。


    「あら、相変わらず抜けてるわね。あの子、ヴェルよりも何だかあんたの小さい頃に似てる気がするわ」


    　面白そうに呟く彼女。


    「――ふふ、反論しないのね。ちょっとは自覚があったんだ。まあそっか、あんたはある意味私よりあの子の近くにいるんだったわね」


    　どこか羨うらやましそうに彼女は言う。


    「お互い〝約束の時〟まで力を合わせて私たちの可か愛わいい姪めいを守ってあげましょう。たとえ彼女――ミエイ＝トモヅキが何を考えていてもね……」


    　彼女は愛しげに尻しり餅もちをついている金髪の少女を眺ながめながら、決意の籠こもった口調で姿の見えない誰かへ呼びかけていた――。
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    終章


    



    　早朝ですら汗ばむようになってきた七月最後の日。僕は旅行用のボストンバッグを肩にかけて駅へと向かっていた。隣となりにはナップザックを背負うアリッサと、手ぶらの由ゆ衣い。


    　今日は一年半ぶりに故郷へと帰る日だった。


    「アリッサ、お前そんな軽装でいいのか？　忘れ物とかないだろうな？」


    　荷物の少なさをいぶかしんで訊ねる。由衣に関しては向こうへ着けば狼の姿になってもらうので仕方ない。


    「ケースケこそ、いったい何を詰め込めばそんなになるの？　あたし、自分の持ち物なんてほとんどないから、こんなものよ」


    「それにしたって……着替えぐらいは入れたんだろうな？」


    　全然膨ふくらんでいるようには見えないナップザックを横目に見て、アリッサに確認した。


    「え？　だって服はミユのものじゃない？　今着ているのは仕方なく借りてきたけど、余分なものまで持ち出すのは悪いわよ」


    　そう言って今着ている白いワンピースをアリッサは指差す。


    「……はあ？　だったら向こうで服はどうすんだよ」


    　精神体の頃はイメージでどんな服も再現することができたが、現在はそうもいかない。


    「あ――ま、まあ何とかなるんじゃない？　法衣なら魔術で出せるし」


    「あんな格好で街を歩けるか！」


    　いきなり先行きが思いやられる。向こうに着いてからのことは一応考えてあったが、また面倒事が増えてしまった。


    「あははっ！」


    　由衣が僕らのやり取りを見て笑う。さすがに由衣は今朝けさから緊張した様子だったが、こうしてバカ話をしているうちは大丈夫そうだ。ただ笑うたびにスカートの内側がもぞもぞと動くのが気になった。


    「由衣、電車の中でうっかり尻尾しつぽを出すんじゃないぞ」


    「あ、うん。ご、ごめん、お兄ちゃん」


    　由衣は尻尾の様子に気が付いてスカートを押さえる。麦むぎ藁わら帽ぼう子しとスカーフは外さなければ獣けもの耳みみや首輪を見られることはないが、尻尾に関しては引っ込めているだけなのだ。


    「じゃあユイ、テストしてみる？」


    　アリッサが冗談っぽく笑って由衣の脇や背中をちょんと指でなぞった。


    「あはっ、きゃははははっ!?　や、やめてお姉ちゃん!?」


    　隠した尻尾がスカートの中でパタパタ暴れるのを見て、これは僕らが気をつけてやるしかないなと溜ため息いきを吐つく。


    　そんな調子で駅の改札に辿たどり着くと券売機前の柱に寄りかかっている友とも月づきを見つけた。


    「未み由ゆお姉ちゃんだ！」


    　由ゆ衣いが叫んで駆け寄る。


    「どうしたんだ友とも月づき、見送りに来てくれたのか？」


    　僕が問うと、友月は首を横に振った。


    「ううん、私、啓けい介すけくんに言いたいことがあって待ってたの」


    「言いたいこと？」


    　頷うなずく友月。


    「――啓介くん、覚えてる？　分からないことばかりだって言った私に、思っている通りにすればいいんじゃないかって言ったこと」


    「あ、ああ」


    「でも私を包むものはすごく重くて、そう簡単には動けなかった。機会を逃のがしたから、もういいやって諦あきらめてた」


    　友月の表情は悲しげだった。そう言えば海に行ったあと、友月には《家》の用事があったことを思い出す。


    「何か……また問題が起こったのか？　その……《家》のことでさ」


    「別にそれとこれとは関係ないよ。あ……もしかしたら少し関係あるのかもしれないけど――今から私がすることは前から考えていたことだから」


    　そう言うと友月はアリッサにちらりと視線を向ける。


    「アリッサさんはやっぱりすごいよね。滅め茶ちや苦く茶ちやな方法で自分のやりたいことをやり通して、一番望んだ結果に辿たどり着いちゃうんだから」


    「そ、そうかしら？」


    　どこか居い心ごこ地ち悪そうにアリッサが頬ほおを掻かく。


    「うん、すごい。すごいから――悔くやしくなっちゃった。私も一つぐらい自分のやりたいことを、やらなきゃ……すっきりしなくなったの」


    　僕の目をまっすぐに見上げて友月は苦笑する。


    「友月……？」


    「ねえ、啓介くん。私――」


    　山小屋で何かを言いかけた時の友月と、その表情が重なる。


    　僕はごくりと唾つばを飲み込んだ。


    「私、私は――啓介くんと一緒に行きたい！」


    　静かな構内に友月の声が響き渡った。


    「……え？」


    「私を啓介くんの街に、連れて行ってください！」


    　友月は柱の陰から大きな旅行鞄かばんを持ち出すと、僕に頭を下げたのだった。


    



    『――四番線に到着の七時三十五分発、普通電車が間もなく――』


    　ホームと車内にアナウンスが流れる。僕らは四人掛けのボックス席に座って発車を待っていた。


    「ご、ごめんね……いきなり――」


    　斜め向かいに座る友とも月づきは真っ赤になって俯うつむいている。


    「い、いやまあ……もう一人増えるぐらい、今更関係ないし……」


    　僕は窓に視線を向けたまま答える。色んな意味で僕も恥ずかしかった。


    　あの瞬間に予想した様々な事を、頭の中から消し去りたい。


    「未み由ゆお姉ちゃんも一緒なの、あたし嬉うれしいよ！」


    　由ゆ衣いは隣となりで無邪気にはしゃいでいる。まあ向こうで由衣が人の姿でいられない以上、友月が来てくれた方が余計な誤解を招かずに済むかもしれない。


    　前向きに考えて僕は気を取り直すと、向かい側の席で大事そうにナップザックを抱かかえているアリッサに話しかける。


    「なあアリッサ。着替えが入っていないなら、この中には何が入ってるんだ？」


    「え？　見せて欲しい？」


    「まあ、微妙に気になる」


    「ふっふーん、実はね……これよ！」


    　そう言ってアリッサが取り出したのは白い封筒だった。


    「手紙？」


    「まあね」


    　アリッサは手紙から便びん箋せんを取り出してみせるが、中身は白紙だ。


    「宛あて名なも書いてないけど……それ、どうするんだ？」


    「決まってるじゃない。ケースケの街で面白いことがあったら、トウコに書いて送るつもり！」


    「ああ、そういうことか」


    　アリッサらしい答えに僕は苦笑する。


    「で、他には？」


    「え？　これだけよ」


    「は……？」


    　さすがに僕や友月、由衣までも呆あきれたような表情を浮かべた。


    「あっ、忘れてた。もう一つあったわ！」


    「もう一つってお前……」


    　それでも溜ため息いきを吐つくしかない。けれどアリッサが最後に取り出したものは、皆の目を惹ひきつけた。アリッサの手にあるのは一枚の写真。


    「これも、入れて送らないとね」


    　その写真の中では、狼姿の由ゆ衣いを頭に乗せたアリッサを中心に、僕や友とも月づき、冬ふゆ上がみに陽ひ名なちゃん、そして山やま崎ざきと宮みや島じまが水着姿でピースをしていた。


    　これを見た美み澄すみさんの反応は想像できた。


    　きっと写真の中にいる僕らと同じような表情で――笑ってくれるに違いない。


    　プルルルルル――。


    　発車の合図が響く。


    　ガタンという振動と共に、ゆっくり、ゆっくりと電車が動き出した。
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    あとがき


    



    　こんにちは、ツカサです。


    　くしゃみが止まらず、外に出ると目まで痒かゆくなる時期になりました。


    　空を舞う花粉が恨うらめしいです。しかもマスクを装着すると非常に息苦しくなる性た質ちなので無装備で過ごさざるを得ません。しかし辛つらい季節だけに、一年が巡めぐったことを実感します。


    　去年の春に二巻が出たことを、鼻が詰まり頭がぼーっとする感覚と共に思い出しました。あの時と今の心境は、どこか似ています。きっと二巻もこの六巻と同じく、物語にとって新しい展開のスタートとなる巻だったからでしょう。新たな幕開けということもあり、初めてこのシリーズを手にとってあとがきを読んでいる方もおられるかもしれないので、少しシリーズ全体を振り返っておこうと思います。


    「ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ」はこの巻で六冊目となるシリーズです。


    　第一回小学館ライトノベル大賞ガガガ文庫部門で『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ～空っぽの手品師と半透明な飛行少女～』が期待賞を頂き、出版の運びとなりました。


    　主人公は遠とお見み啓けい介すけ。トラウマまみれの少年です。彼が《方はこ舟ぶね》からやってきた破は天てん荒こうな少女・アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトと出会ってお話が始まりました。さらに魔女と呼ばれるクラスメイト・友とも月づき未み由ゆも登場し、二人に大きく関わることになります。物語の構成要素は、魔術、ラブコメ、バトルと言ったところでしょうか。


    　イラストを引き受けて下さった近この衛え乙おと嗣つぐさんの手で形を成した彼らは、二巻、三巻、四巻と走り続け、五巻で大きな山を越えることができました。


    　今巻『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ６～揺れる未来と空渡る風歌～』は新章の開幕となるお話です。大きい流れが一いち段だん落らくし、これまで駆け足で急いできた分、日常、ラブコメ中心の巻となりました。これまで通り過ぎてきたものを拾い上げつつ、先へ進んでいきます。


    　当初は連作短編形式にしようかと思ったのですが、一つの大きな話にその他を組み込むという形でいつも通りの構成になりました。けれど入れることができなかったキャラクターやシーンも多いので、もしいつか機会があれば短編も書けたらいいなぁと思います。


    　そして七巻は初めて美み傘かさ市から舞台を移してのお話です。番外編という感じではなく、啓介、友月を中心として大きくストーリーが動き始める予定です。ご期待下さい。


    　――さて、あと少しです。何を書きましょう。


    　あまりにネタがないので、冒頭の《マスク息苦しい症》を始めとする、私の妙な体質について語ろうかと思います。正直どうでもいい話題だと思うので読み飛ばしてくれて構いません。


    　まずは《右腕部限定・血の話題になると貧血症》です。これは読んで字のごとく、血液や生々しい話題になると右腕だけが貧血状態のようになり、力が入らなくなる症状です。よくマンガとかでふらっと倒れる人がいますが、あの右腕限定バージョンかと思われます。食事中になってしまうと、箸はしが上う手まく持てなくなってしまい困ります。豆とう腐ふとか掴つかめません。これは恐らく子供の頃に採血が嫌で仕方がなかったトラウマから来ているのだろうと思います。ちなみに左腕は全然平気です。


    　次に《赤白帽のゴム紐ひもが苦しい症》です。これも字のごとく、赤白帽のゴム紐を付けると苦しくて仕方がなくなる症状です。まあ当然小学生の頃だけのものですが、今でも首を圧迫するものは苦手です。本当に息苦しくなってしまいます。


    　他にも共感してくれる人が多そうな《皿の擦すれる音が嫌だ症》とかありますが割かつ愛あい。


    　そろそろ謝しや辞じに移ろうと思います。


    　前半部分でも少し触れましたが、近この衛え乙おと嗣つぐさん、毎巻見み惚ほれてしまう素敵な絵をありがとうございます。キャラクターを生き生きと動かせるのは近衛さんのお力によるところがとても大きいです。今回は水着の絵があるということで、目にできるのを楽しみにしています。


    　そして担当のＭさん、今回も物語を完成に近づけるためのアドバイス、ありがとうございます。本当に出来上がったと思っても、まだまだより良くできる場所があることを毎回気付かされます。近衛さんとＭさん、お二人がいなければ今の「ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ」はなかったと思います。これからもよろしくお願いします。


    　最後にこの文章を読んでくださっている読者の方々へ感謝を。


    　では、また。

  



  
    ツカサ


    Tsukasa


    



    京都在住、８月15日生まれの二十代。真っ直ぐ歩くことが苦手な人生の方向オンチ。花粉症で出不精になり運動不足が加速中。好きな動物は鳥とイルカ。
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